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○ 事業ィ画の㔜点事㡯 

 

当法人は、引き続き「地域のニーズに㐺った福祉サービスの実現」を目指す。以下の㔜点事㡯を㋃

まえ各事業の目標㐩成に向け、全職員が各自の役割を再ㄆ㆑し、具体的な活動をとおしてシナジー効

果を発揮する。もって地域の様々な福祉ニーズへきめ細やかな対応を図り、安全㺃安心の㉁の㧗い福祉

サービスを継続的に提供できる組織を構築する。 

厚生労働省は、「地域共生社会」の実現に向けた改㠉の㦵格として、①地域ㄢ㢟のゎ決力、②地域丸

ごとのつながりの強化、③地域を基盤とする包括的支援の強化、④専㛛人材の機能強化・最大活用の

㸲つの柱を掲げている。当法人においても、社会福祉法人の本旨に従い、他の主体では困㞴な福祉ニ

ーズに対して積極的な対応を実㊶する。もって社会福祉法の目的である「福祉サービスの供給体制の

整備及び充実」に寄与する。 

なお、1 年㛫の更新を経て指定管理の最終年度を㏄える「港区立㞀害保健福祉センター等の各種事

業」については、次年度以㝆の指定管理事業者の㑅定結果を真摯に受け止め、法人が一丸となりその

対応に取り組む。 

 

㸯 本年度の㔜点事㡯 

㸦㸯㸧安定的㈈源基盤の確立 

福祉サービスの事業収支差㢠は、制度改正及び当ヱ事業の利用率と職員の㓄置状況によって大

きな影㡪を受ける。㯮字経営はもとより一定以上の収支差㢠を残し、将来の施タタ備のリニュー

アルやタ備投㈨のための㈈源の確保が必せである。2 年後の竣工を目指す「友愛Ⲯの移㌿改築」

では、法人の積立㈨㔠の多くを投入することとなるため、引き続き全事業が一体となって収支の

改善に㗦意取り組む。 

㸦㸰㸧各施タの建替えィ画の具体化 

   世田㇂施タでは老朽化したタ備が様々な支㞀をきたしているが、㈈政が厳しいため引き続き応

急的な処置を継続する。なお、㔜度㞀害者の入所支援強化の施タ整備については、当㠃既存のタ

備を改修することで維持する。 

築 45年を㏄える友愛Ⲯは、2年後の移㌿改築に向け㡰次手続きを㐍め、築 54年を㏄える東京

聴ぬ㞀害者支援センターは、引き続き東京㒔の担当㒊署と 4年後の移㌿改築に向け協㆟を推㐍す

る。 

㸦㸱㸧地域における公益的活動の推㐍 

公益的活動の「ぢえる化」について、法人本㒊を置く世田㇂区では社会福祉協㆟会が事務局と

なる「地域公益活動協㆟会」において、区内に法人本㒊を置く社会福祉法人を紹介する冊子を発

⾜したところである。引き続き、法人として積極的な㐃携を図り地域住民の信㢗を得て㑅ばれる

福祉サービスの提供を推㐍する。世田㇂施タにおいては、地域㐃携検ウ委員会が地域のボランテ

ィアとの協働について方㔪を明確にし、地域包括ケアシステムとの㐃動できる体制構築を引き続

き検ウする。 

㸦㸲㸧人材確保と人材育成 

   引き続き、法人内全事業をぢ据えた優秀な人材の確保・定着・育成に向けた取り組みを強化す

る。友愛Ⲯの移㌿改築に伴う増床等においては、戦略的に人材を確保する必せがある。前年度に

発㊊したリクルート推㐍室と㐃携し、スケジュールを明確にして新たな採用活動に着手する。 

併せて、法人理念に基づく職員の㝵層別研修体系を再構築し、この体系に基づいた各種の研修
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を法人としてィ画的に実施する。 

㸦㸳㸧大㟈災対策の推㐍 

   ㏆い将来に㤳㒔直下型地㟈の発生が想定される中、⿕害を最小㝈に抑える準備が必せである。

発災のつ模や時刻により⿕害状況に大きな差はあるが、利用者や職員はもとより㏆㞄の⿕災者を

支援するために、発災後最低 1㐌㛫は自力で生存するための備と最低㝈の手㡰が不可欠である。

災害時には、各地区における⾜政との協働により、福祉㑊㞴所としての機能を担い㈉献する。引

き続き、地域住民との定期的なカ練を継続し、災害時に備える。 

㸦㸴㸧 各事業の主なィ画㸦タ備の更新改修等を含む㸧 

① 世田㇂施タ 

   事業所㛫の情報共有により㐃携の強化をより充実化し、効率的な事業を推㐍する。 

② 世田㇂更生㤋 

    本年度は「利用率の向上」、「仕事の確保」及び「働き方改㠉としての ICT活用」に専心し、

以下に取り組む。 

「利用率の向上」では、福祉事務所や指定特定相ㄯ支援事業所等への営業活動を定期的に実

施し、就労移⾜支援事業3名以上、就労継続支援㹀型事業 6名以上の新つ利用者を獲得するこ

とで、対年㛫平均利用率74㸣以上を目指す。 

「仕事の確保」については、前年度に「世田㇂区受注拡大・工㈤向上推㐍事業⿵助㔠」を活

用し導入した生産タ備㸦ラッピング工程の機械化㸧による生産性向上と既存取引先からの安定 

的な受注継続により、支給工㈤年㛫平均月給前年度以上を目標とする。 

   「働き方改㠉としての ICT活用」については、目的別に作成されている利用者台帳、支援ィ

画、ケースグ㘓、出㏥勤データなどの利用者に係る情報を、一元管理できるデータベース構築

により、事務効率の向上を図ることで、職員が余⿱を持って利用者支援に従事することができ

る環境を整備し、利用者支援のサービス向上に努める。 

 ③ 友愛園 

    㔜度の利用者受入に伴い居室スペースを拡張し、介ㆤ用ベッドを㓄置するために、定員を減

員する。併せて、㔜度の利用者支援に向けて、ィ画的な対策を具体化する。 

④  東京聴ぬ㞀害者支援センター 

 施タ建替えに㛵する取り組みについては、継続して東京㒔と㐃絡をとり予定地等の情報収㞟

を⾜っていく。併せて必せとされる㈨㔠に備える為、安定した利用者数の確保を図っていく。 

建物が 50 年以上経㐣したことにより、施タタ備の老朽化がㄢ㢟となっている。水㐨管老朽 

による水漏れが発生したため、急㑉水㐨管工事を実施した。また大㜰で㉳きたブロック塀倒壊

事故をうけ、当センターにおいても外壁ブロック塀をアルミフェンスに改修した。利用者の安

全㠃では㌿倒等の早期発ぢの為、施タ内の㝵段等にカメラを増タ。今年度も利用者の安全・安

心に向けた㐠営に取り組んでいく。 

⑤ コーポ友愛 

   5月より満室状況が継続しているため、今年度も入居率 100%の継続を目標とする。 

 ⑥ 友愛デイサービスセンター 

  東京㒔の民㛫社会福祉施タタ備改善整備㈝⿵助事業により、生活介ㆤ事業の㐠営スペースを

建物の 2㝵から㸯㝵に移タした。併せて独自の浴室もタ置したことで、業務の効率化だけでな

く、サービス㠃においても安全性や生産性の大幅な改善を図った。しかしながら、建物の老朽

化による生活環境の㝜㨚感は否めないため、事業収支や⿵助㔠の利用を勘案し、環境整備を㐍

める。 
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短期入所事業では、競合する梅ヶ丘拠点での新つ短期事業所の㛤所をぢ据え、可能な㝈り社

会的ニーズに応じるため平成 31 年度より委ク業者を変更することとした。新つ委ク先も含め

た新たな体制を確実にホ価し、更なるサービスの向上を目指しながら社会的信㢗を獲得してい

く。 

 ⑦ 友愛ホーム 

    職員の人材確保並びに定着がサービスの向上に不可欠であることから、働きやすい職場作り

を㐍めていく。有給休暇10日以上取得を目標に業務の効率化を㐍めるとともにワークライフバ

ランスの充実にも応えていく。職員からせ望の多かったマンツーマンサービスの継続や往デ医

の導入検ウ、利用者向け研修の㛤催など社会復帰支援を含む利用者支援の更なる充実に努める。

また、㌿倒㜵止対策をより一層㐍めていくため手摺りの増タや㉥外線センサーの導入などによ

り、利用者の安全・安心の更なる改善に努める。 

⑧ 友愛Ⲯ 

    移㌿改築については、10月にィ画書提出、11月に現地ㄪ査と協㆟書提出、12月に初

回ヒヤリングを⾜い、手続きは予定㏻り㐍んでいる。今後は 5 月に最終ヒヤリング、

㸵月に最終審査会を経て 8 月下旬に内示の予定となっている。内示後は入札、工事着

工となるが、既存施タの老朽化も深刻な状態にあるため、工期が㐜れないよう準備を

㐍めていく。 

⑨ 砧ホーム 

   安定的な事業㐠営に向けて時勢にぢ合ったサービス提供体制のぢ直しと必せな人員確保を㐍

めていくとともに、東京㒔の次世代介ㆤ機器㸦介ㆤロボット㸧のモデル施タとして、また ICT

の普及啓発モデル㸦先㐍活用施タ㸧としての期待に応えていく。 

 ⑩ 砧デイサービスセンター 

    引き続き利用者の確保を推㐍するとともに、友愛園の㌴両を有効活用することにより、激増

した利用者の㏦㏄機能を強化する。 

 ⑪ 港区立㞀害保健福祉センター 地域活動支援センター 

地域住民とセンター利用者との交流機会として、引き続きボッチャ大会を定期実施する。ま 

た、今年度はブラインドサッカー大会を企画し、より幅広い層の方々との交流を目指す。 

 ⑫ こども療育パオ 

    地域の保育園や幼稚園の職員を対㇟に、パオでの療育内容及び特別な支援を必せとする子ど

もの支援方法、㞀害特性の理ゎを図るための実習やぢ学会を引き続き実施する。 

⑬ 工房アミ 

ㄢ㢟別クラスをタけ活動を展㛤する。昨年好ホであったクラスぢ学会を引き続き実施して、

家族に支援内容や㣗事の様子などをぢていただく。 

地域交流も含め外に出る機会を多くタける。また、支援に潜むリスクの洗い出しを⾜い、事

故が無い事業㐠営を目指していく。 

⑭ みなとワークアクティ 

平成 30年度から時㛫管理のためのスケジュールの⾲示や、作業内容や作業テーブルを示した

ホワイトボードのタ置を㐍めてきたが、今後も継続的に改善していく。また、㣗品⾨生法改正

に伴う㹆㸿㹁㹁㹎のㄆド取得を平成 31年度中に完了させる。 

⑮ レスパイト事業等 

利用者・家族のニーズを把握し、施タ㐠営に反映するために、利用者意向ㄪ査・第㸱者ホ価・

家族懇ㄯ会等での意ぢを事業ィ画に挙げて㐺宜㐍捗をㅎる。㸦①ご本人・ご家族とのコミュニケ
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ーションを確実にする、②情報公㛤と明るい㞺囲気づくりを継続する、③レクリエーションや

ミニイベントを企画する㸧  

 ⑯ 砧地域包括支援センター㸦砧あんしんすこやかセンター㸧 

世田㇂区が目指す地域包括ケアシステムを構築するため、地域ケア会㆟を㛤催する。また、

抽出された地域のㄢ㢟に、㛵係機㛵と㐃携して取り組む。 

 ⑰ 第一作業所㸦友愛書房㸧 

    新つ㢳客の獲得と棚卸後の利益割り出しを確実に⾜い、売上向上を図る。 

 ⑱ 砧介ㆤ保㝤サービス 

   引き続き、サービスの㉁の向上を目的に特定事業者加算の取得を目指す。 

 

㸰 方㔪及び目標 

㸦㸯㸧法人理念 

第二代総 故寬仁ぶ王殿下から繰り㏉しご指導㈷わった「福祉は『自立』と『共に生きる』に

つきる」のおゝⴥから㡬戴した『共に生きる』を基本理念とし、理念を実現するための職員の⾜

動原理として、「感じる」「創る」「つながる」を段㝵的な取組み方㔪とした。これに基づく本年

度の㔜点目標を(2)㡯の⾲に示す。各事業所はこの目標に基づき、さらに具体的な目標をタ定し

て事業を展㛤する。 
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㸦㸰㸧目標管理 

区分 
方㔪 

㹌㹭 
方 㔪 内 容 対 ㇟ 

目  標 

管理㡯目 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸿㸯 安定的㈈源基盤の確立 

法人本㒊 

全 事 業 

事業収支差㢠改善の対策 対前年比プラス 

㸿㸰 
各施タの建替えィ画の

具体化 

世田㇂施タ敷地内の区㐨処理及び 

 

友愛Ⲯの移㌿改築事業の推㐍 

 

東京聴ぬ㞀害者支援センターの移㌿

改築ィ画 

方㔪及び施工スケ

ジュールの具体化 

 

㹀 

品㉁ 
㹀㸯 

地域における公益的 

活動の推㐍 

法人本㒊 

全 事 業 
公益活動の具体化 活動実㊶ 

㹁 

人材 

育成 

㹁㸯 
ィ画的な人材確保・人材

育成の実施 

法人本㒊 

全 事 業 

採用ィ画の策定 

㝵層別職員研修の再構築 

人事ホ価制度のぢ直し 

㡰次実㊶ 

㡰次㛤催 

ヨ⾜㛤始 

㹃 

その他 
㹃㸯 大㟈災対策の推㐍 

法人本㒊 

全 事 業 

大㟈災を想定した地域住民との定期

的な㐃携カ練 

継続実施とカ練内

容のぢ直し 

 

㸱 法人の会㆟㛤催ィ画 

  本年度における当法人の会㆟㛤催ィ画は、次のとおりである。 

名  称 目  的 㛤催㢖度 主催者 

理 事 会 

ホ ㆟ 員 会 

法人の経営上の㔜せ事㡯に㛵する審㆟㆟決を⾜い、業務執⾜

の基本方㔪を決定する。 

年㸱回 

年㸰回 
理 事 㛗 

経 営 会 ㆟ 
法人の経営上の㔜せ事㡯に㛵するㄢ㢟別作業委員会を発㊊

し、その報告を基に業務執⾜の基本方㔪を審㆟する。 
毎 月 理 事 㛗 

経 営 委 員 会 同  上 㐺 時 常務理事 

全 施 タ 㛗 会 ㆟ 

法人各施タの㐠営に㛵する㔜せ事㡯の審㆟と各施タ㛫の情報

交換及び㐃絡ㄪ整並びに ISO 9001:2008せ求事㡯の「マネジ

メントレビュー」       㸦世田㇂施タは別㏵㛤催㸧 

毎 月 

㸦毎㐌㸧 
総務㒊㛗 

㹋㹑(㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㺚㺛㺡㺯) 

検 ウ 委 員 会 
業務の標準化に㛵するィ画立案と推㐍 年㸴回 委 員 㛗 

教 育 委 員 会 職員教育に㛵するィ画立案と推㐍 年㸴回 委 員 㛗 

苦情ゎ決委員会 
各施タが提供する福祉サービスに係る利用者等からの苦情の

円満ゎ決を図る 
㐺  時 

苦情ゎ決 

㈐ 任 者 

⾨ 生 委 員 会 

(従業員 50名以上必置) 

⾨生に㛵する事㡯の審㆟と推㐍㸦本㒊世田㇂施タ・港㺜㺻㺞㺎・

友愛Ⲯ㸧 
毎 月 委 員 㛗 

安 全 委 員 会 安全に㛵する事㡯の審㆟と推㐍㸦本㒊世田㇂施タのみ㸧 年㸴回 委 員 㛗 

男女共同参画委員会 男女共同参画に㛵するィ画立案と推㐍㸦本㒊世田㇂施タのみ㸧 年㸴回 委 員 㛗 
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㸲 㜵災カ練ィ画 

月 
世田㇂施タ 東京聴ぬ㞀害者支援センター 友 愛 Ⲯ 港区立㞀害保健福祉センター 

時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 

㸲 昼㛫 コーポ友愛 昼㛫 㜵災センター体㦂 昼㛫 
消㜵タ備・㑊㞴

㊰確ㄆ 
昼㛫 (消㜵タ備、㑊㞴㊰確ㄆ) 

㸳 昼㛫 友愛デイ 昼㛫 消火カ練〈中庭〉 昼㛫 㸰㝵居室 昼㛫 (各事業所での㑊㞴カ練) 

㸴 夜㛫 友愛ホーム 夜㛫 㹀棟㸰㝵居室 夜㛫 合同㜵災カ練 昼㛫 㸶㝵㸦夜㛫想定㸧 

㸵 夜㛫 砧ホーム 昼㛫 ㅮヰ・㜵災ビデオ 昼㛫 1㝵洗濯室 昼㛫 㸯㝵㸦地㟈㺃津波想定㸧 

㸶 昼㛫 更生㤋 昼㛫 㹀棟㸰㝵喫煙室 昼㛫 㸰㝵居室 昼㛫 㸳㝵 

㸷 昼㛫 
友愛園 

(砧町合同カ練) 
昼㛫 㹀棟㸰㝵ボイラー 昼㛫 参㞟カ練 昼㛫 㸲㝵 

10 夜㛫 コーポ友愛 昼㛫 㸿棟㸰㝵居室 昼㛫 
炊出し・㉳㟈㌴

カ練 
夜㛫 㸵㝵 

11 夜㛫 友愛デイ 昼㛫 合同㜵災カ練 夜㛫 
㸱㝵スタッフ

ルーム 
昼㛫 

全域出火想定は㸱㝵 
㸦総合合同カ練㸧 

12 昼㛫 友愛ホーム 夜㛫 㸿棟㸱㝵居室 夜㛫 地㟈 昼㛫 㸰㝵 

㸯 昼㛫 砧ホーム 昼㛫 ㅮ習〈図上カ練〉 昼㛫 㸿㹃㹂ㅮ習 昼㛫 職員参㞟・福祉㑊㞴所 

㸰 昼㛫 砧デイ 昼㛫 㹀棟㸰㝵娯楽室 夜㛫 
㑊㞴㊰・停㟁時

カ練 
昼㛫 㜵犯カ練 

㸱 夜㛫 友愛園 昼㛫 地区㜵災カ練参加 昼㛫 水害・土砂 昼㛫 㸦1年㛫の振㏉り㸧 

世田㇂施タは成城消㜵署、東京聴ぬ㞀害者支援センターは志村消㜵署、友愛Ⲯは町田消㜵署、港区立㞀害保健

福祉センターは芝消㜵署の協力を得て実施する。なお、世田㇂施タは9月に砧町町会と、東京聴ぬ㞀害者支援セ

ンターは11月に志村城山町会と、友愛Ⲯは6月に図師町内会・町田福祉園と合同での㜵災カ練を実施する。 

世田㇂施タの自⾨消㜵㝲は、9月に成城消㜵署が実施する「自⾨消㜵カ練効果確ㄆ審査会」に参加予定である。

港区立㞀害保健福祉センターは年㛫予定に加え施タ毎の㜵災カ練や㝵段昇㝆機カ練をィ画的に実施する。 

 

㸳 教育ィ画 

 本年度は、教育委員会が下⾲のとおり実施する。 

分 㢮 内  容 予 定 

㝵 層 別 教 育 

新入職員オリエンテーション     㸶時㛫×㸯日 

初任者ベーシック研修        㸶時㛫×㸯日 

初任者研修             㸶時㛫×㸯日 

中堅職員研修            㸶時㛫×㸯日 

4/3㛤催 

6月 

1月・2月 

11月 

テーマ別研修 
㝵層縦断的に職員が参加し、一つのテーマについて理ゎを深

める。 

10月 

事例(研究)発⾲研修 
業務改善事例や研究成果の発⾲を㏻じて、職員の専㛛技⾡や

業務改善・改㠉に向けた㈨㉁の向上を図る。 

法人創立グ念⾜事日

9/25㛤催 
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第㸯 法 人 本 㒊 

 

㸯 前年度総括 

㸦㸯㸧㞀害者支援普及事業 

① 平成 30年 11月 18日、第 43回合同㐠動会を世田㇂区総合㐠動場体育㤋で㛤催した。例年ㄢ㢟

の残る「玉入れ」に代わって、ボッチャのルールを独自に簡略化した競技を「ボッチャチャ」と

称して実施した。総瑶子女王殿下が実⾜委員㛗としてご臨席になり、大変楽しいひとときを会

場全体が共有した。参加団体及び来㈱等の合ィは594名であった。 

② 平成 30年 11月 25日、公益社団法人日本ボウリング場協会主催の第52回宮様チャリティボウ

リング大会及び第42回㌟体㞀害者ボウリング大会が、品川プリンスホテルボウリング場で㛤催さ

れた。総瑶子女王殿下のご臨席を㈷わるとともに、当法人は協力団体として、大会㢳問の佐々

木典夫会㛗、小林和弘理事㛗はじめ、㛵係職員が参加した。㞀害者の㒊は118名が参加し当法人

からは施タ利用者が㑅手として 27名参加した。 

 ③ 機㛵紙「ゆうあい」第 47号を平成30年 7月 31日に、第 48号を平成31年 1月 1日に発⾜し、

㞀害者支援普及の各種事業を広報した。 

㸦㸰㸧  地域との協力㛵係の推㐍 

 ① 世田㇂㛵係 

  ア 法人及び後援会が「盆㋀り大会」と「友愛ふれあい祭り」を砧町町会・地元商店会の協㈶で

㛤催し、多数の地域住民と利用者家族等が参加した。併せて、地域で㛤催された各種イベン

トに、職員有志が積極的に参加し出店や準備作業等の協力に努めた。 

  イ 消㜵ィ画及び地域との相互㜵災活動協定に基づき成城消㜵署の指導の下、砧町町会との合同

㜵災カ練を実施した。また、砧町自治会、大ⶶ住宅自治会がそれぞれ㛤催した㜵災カ練や、山

㔝小学校での㑊㞴所㛤タカ練等では、砧あんしんすこやかセンターを中心に積極的な㐃携に努

めた。 

② 世田㇂以外の施タ 

  ア 東京聴ぬ㞀害者支援センター 

恒例となった「盆㋀り大会」「㣰つき大会」の地域交流を実施したほか、「区民合同㜵災カ

練」に参加した。また町会主催⾜事の呼びかけに参加し、利用者と地域住民との交流、㐃携

を図った。 

区内在宅在勤者を対㇟とした「手ヰㅮ習会」㸦入㛛ㄢ程・平成 30 年度第 4㸯期)を㛤催し、

受ㅮ者 39名のうち36名が修了した。 

イ 友愛Ⲯ 

「盆㋀り大会」では、昨年に引き続き町田市内の㞀害者就労支援事業所が参加し、地域の

方にも商品のPRができた。「ゆうあい広場」では友愛マルシェを㛤催し、地域の方と利用者

の交流の場となり好ホを得た。 
また、㏆㞄の町田福祉園のお祭りに利用者が参加し、交流を深めることができた。 

ウ 港区立㞀害保健福祉センター 

例年どおり「みなと区民まつり」「ヒューマンぷらざまつり」「㞀害者㐌㛫グ念式典」に工

房アミ、みなとワークアクティの利用者が出展・参加した。また、地域活動支援センターが

ボッチャ大会を定期㛤催㸦年 4回㸧し、センター利用者、㛵係団体のみだけでなく、地域住

民の方々にもご参加いただき、㛵係作りにつなげることができた。 
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㸰 㞀害者支援普及事業 

 本年度は、次のとおり㞀害者支援普及事業を実施する。 

㸦㸯㸧第 44回合同㐠動会の㛤催 

  ① 目 的 合同㐠動会は、「㌟体に㞀害がある人もない人もお年よりも一緒に秋の一日を楽しく

㐣ごそう」をモットーに、世田㇂区総合㐠動場体育㤋で㛤催する。 

②  期 日 平成31年 9月 29日㸦日㸧 

③ 会 場 世田㇂区総合㐠動場体育㤋㸦世田㇂区大ⶶ㸧  

 ④ 主 催 合同㐠動会実⾜委員会㸦委員㛗 瑶子女王殿下㸧 

            参加団体㸦予定㸧 

        友愛十字会、世田㇂区㌟体㞀害者福祉協会、厚生㌴㍗福祉協会、慶応義塾大学ライチ

ウス会、ガールスカウト東京 61団、ボーイスカウト東京世田㇂ 10団、世田㇂㹇㹉㹉

福祉協会、日本体育大学社会体育研究会、世田㇂区社会福祉協㆟会 

  ⑤ 後 援 世田㇂区㸦予定㸧 

  ⑥ 参加者 約800名㸦うち当法人からは、世田㇂の㸳施タ・㸰センターの利用者及び役職員が参

加予定㸧 

㸦㸰㸧第 53回宮様チャリティボウリング大会・第43回㞀害者ボウリング大会への協力 

   ① 目 的  㞀害者福祉への理ゎと支援を得るために㛤催するボウリング大会であり、本年度も

当法人は協力団体として参加する。大会から受ける基㔠は、当法人の施タ整備㈨㔠

として有意義に活用する。 

   ② 期 日   平成 31年 12月 1日㸦日㸧 

   ③ 会 場   品川プリンスホテルボウリングセンター㸦港区㧗㍯㸧 

   ④ 主 催   公益社団法人日本ボウリング場協会 

   ⑤ 協 力   社会福祉法人友愛十字会、公益社団法人日本プロボウリング協会 

  ⑥ 主 管  㛵東ボウリング場協会 

    ⑦ 参 加  北海㐨、東北、㛵東、東海、㛵す、四国、九州の各地区より予㑅を㏻㐣した330名、

団体推⸀及び㞀害者招待㸳名、㞀害者の㒊130名。   

㸦㸱㸧機㛵紙「ゆうあい」の発⾜ 

   本年度も、当法人の事業㹎㹐用機㛵紙「ゆうあい」を 2回発⾜する。 

 

㸱 地域社会との協力㛵係の推㐍 

本年度も法人の各施タが地域社会に理ゎされ、相互交流と㐃携を深めるため、次のとおり各種⾜

事を実施する。 

㸦㸯㸧世田㇂施タ 

   世田㇂施タ地域㐃携検ウ委員会の基で、以下の具体的なィ画立案を⾜う。 

① 盆㋀り大会 

  ア 目 的  友愛十字会の法人及び世田㇂施タの事業が地域に理ゎされ、施タ利用者や職員が地

域住民との交流を深めるために、町会や商店会と共同で企画し、㛤催する。 

    イ 期 日   平成 31年 7月 17日㸦水㸧 

    ウ 会 場   友愛十字会内庭 

    エ 主 催   友愛十字会、友愛十字会後援会 

    オ 協 ㈶   砧町町会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤ 

    カ 参加者   約 1,000名 
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   ② 友愛ふれあい祭 

    ア 目 的   世田㇂施タで⾜っている㧗㱋者と㞀害者の支援活動の状況等を、地域住民や利用者

家族の方々にごぴいただき、相互理ゎと㐃携を深めることを目的として㛤催する。

砧町町会や地元商店会には模擬店などでご協力いただくとともに、地元三峯神社の

御㍿渡御のルートに一昨年度から組み入れられ、大変な㈰わいとなった。今年度も

さらに地域と一体となる企画㐠営を図る。 

    イ 期 日   平成 31年 10月 6日㸦日㸧 

    ウ 会 場   友愛十字会敷地・施タ内及び地域各所 

    エ 主 催   友愛十字会・後援会 

    オ 協 ㈶   砧町町会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤ 

    カ 参加者   約 1,000名 

③ 年末感ㅰの㞟いの実施 

    ア 目 的   友愛十字会の主催で、後援会、ボランティア、クラブㅮ師、地域の方々をご招待し、

日㡭の支援と協力に対する感ㅰと、今後一層の協力をいただくことを目的に、「感

ㅰの㞟い」を実施する。 

    イ 期 日   平成 31年 12月 12日㸦木㸧 

    ウ 会 場   友愛十字会 友愛園㣗堂 

    エ 主 催   友愛十字会 

    オ 招待者   友愛十字会後援会、砧町町会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤、ボランティア、地域の方々等 

  ④ 地域との合同㜵災カ練 

火災や想定される㤳㒔圏直下型地㟈の災害に備え、地元の砧町町会と締結した「㠀常災害時

の相互協力活動申し合わせ」の有効活用を図るため、成城消㜵署の指導の下に、当法人・世田

㇂施タと砧町町会が合同で㜵災カ練を⾜う。  

 (2) 世田㇂施タ以外の施タ 

① 東京聴ぬ㞀害者支援センター 

㸲月㹼㸰月・・・手ヰㅮ座 

手ヰに㛵心のある方を対㇟にした入㛛ㄢ程の手ヰㅮ習を実施する。 

    㸵月・・・盆㋀り大会 

      ⾜事を㏻し、地域住民、団体との交流・ぶ睦及びセンター事業への理ゎと㛵心を㧗める。 

    㸷月・・・㜵災総合カ練 

       町会・消㜵署の協力を得て、地域住民との合同㜵災カ練を実施する。また、区主催の総

合㜵災カ練に参加し㐃携を密にする。 

    㸯月・・・㣰つき大会 

      板橋区聴ぬ㞀害者協会が主催する⾜事に協力し利用者との交流を図る。 

    その他、区主催㞀害者⾜事、㛵係施タ合同の⾜事等に積極的に参加し㐃携する。 

② 友愛Ⲯ 

㸲月・・・・お花ぢ地域交流会 

㸴月・・・・地域合同㜵災カ練の実施  

㸶月・・・・盆㋀り大会  

㸷月・・・・ときわ保育園㐠動会参加 

10月・・・・「ゆうあい広場」の㛤催 

地域交流散歩 
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        町田福祉園の「みのり祭」に利用者が散歩を兼ねて参加      

12月・・・・ときわ保育園との合同クリスマス会 

ときわ保育園クリスマス会参加 

他に幼稚園及びボーイスカウトとの交流を⾜うと共に、地域のお祭りへの参加等を㏻し

て、地域住民との交流を図る。 

 

③ 港区立㞀害保健福祉センター 

10月・・・みなと区民まつり、ヒューマンぷらざまつり 

12月・・・㞀害者㐌㛫グ念式典 

※ 年 4回のボッチャ大会の㛤催を予定している。 
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第㸰 福 祉 施 タ 

㸯 世田㇂更生㤋 

㸦指定㞀害福祉サービス㸧 

㸯 前年度総括   

  就労移⾜支援事業では、新たな就労移⾜支援プロセスによるサービス提供を㛤始し、当事業の本

旨である「一般就労の実現」に専心した結果、2 名の利用者が体㦂実習を経て一般企業等への就職

を実現した。 

就労継続支援㹀型事業では、事業推㐍委員会が中心となって、ィ画的に「仕事の確保」と「利用

者工㈤の向上」に注力した結果、既存取引先からの受注は㡰ㄪに推移し、就労支援事業収入は期㤳

予算 28,320千円を上回る結果となったほか、生産活動におけるラッピング工程の機械化に向けて申

ㄳした「世田㇂区㞀害者施タ受注拡大・工㈤向上推㐍事業⿵助㔠」の交付が決定し、本年度に向け

て、生産性向上・受注㔞の拡大に向けた環境整備を㐍めた。 

利用者工㈤については、個別支援ィ画を基に利用者が主体的に作業能力ホ価値の向上に取り組み、 

支給工㈤平均時給は目標値の 323.4円を上回る結果となったほか、大口・短納期の注文については、 

法人内他施タ、㏆㞄の㞀害福祉サービス事業所及びボランティア等に生産活動への協力を依㢗、「原 

則サービス提供時㛫内に生産活動を終えること」や「土曜㛤所日の縮小」等により、利用者と職員

のワークライフバランスを推㐍した。 

  本年度も引き続き、法人理念に基づき、㧗い倫理ほと㈐任ある⾜動により、利用者と家族、地域

社会の信㢗に応え、つ律のある福祉サービスを提供することで、利用者と家族、そして地域社会へ

の㈐任を果たす。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 
経営 
㈈務 

㸯 

安定的な事業経営 

(a)利用率の向上 

(b)基本報㓘向上への対応 

(c)働きやすい職場環境の整備㸭ワーク

ライフバランスの推㐍 

全職員 

(a)①新つ利用者就労移⾜3名以上、就労継
続B型6名以上 

(a)②対定員利用率74㸣以上㸦土曜㛤所日 
㝖く㸧 

(b)①一般就労3名以上 
(b)②支給工㈤年㛫平均月給前年度以上 
(b)③㐣ㄗㄳ求㜵止 
(c)有休休暇取得率平均前年度以上 

㹀 
品㉁ 

㸯 

サービス提供体制のぢ直し 

(a)働き方改㠉としてのICT活用 

(b)就労移⾜支援プロセスの確立 

(c)個別支援ィ画に基づくサービス提供 

ICT化・ 
事業推㐍 
委員会 
就労移⾜ 
検ウ会 
サービス 
向上委員会 

(a)業務改善に向けたICT化のヨ㦂導入 

(b)就労移⾜支援プロセスの標準化 

(c)CSㄪ査当ヱ㡯目満㊊度 91㸣以上 

㸰 

働く場の提供 

(a)仕事の確保 

(b)利用者工㈤の向上 

事業推㐍 
委員会 
作業能力 
ホ価検ウ 
委員会 

(a)①CSㄪ査当ヱ㡯目満㊊度87㸣以上 

(a)②就労支援事業収入年㛫30,000千円以 

上 

(b)支給工㈤年㛫平均月給前年度以上 
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㸱 

サービスホ価の実施 

(a)ISO内㒊監査の実施 

(b)㢳客満㊊度ㄪ査 

事業推㐍 
委員会 

(a)内㒊監査受審、せ改善事㡯の是正、ICT

化を㋃まえた㛵㐃YSの整備 

(b)事業ィ画への反映 

㹁 
人材 
育成 

㸯 

人材育成マネジメント 

(a)ィ画的な人材育成 

(b)専㛛性の向上・権利擁ㆤの推㐍 

サービス 
向上委員会 

(a)YS改定と㐠用㛤始 

(b)①CSㄪ査当ヱ㡯目満㊊度89㸣以上 

(b)②全職員年1回以上外㒊研修参加 

㹃 
その
他 

㸯 

「安全・安心」な活動環境の整備 

(a)施タ・タ備整備 

(b)災害発生を想定した準備 

サービス 
向上委員会 

(a)①清掃方法変更と個別支援検ウ 

(a)②別㤋1㝵男女トイレ改修 

(a)③別㤋1㝵男女共用個室トイレの女性 

専用化 

(b)利用者と家族に対する㐃絡手段として 

のメール活用標準化 

 

㸦㸰㸧㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 安定的な事業経営 

㸦㹟㸧利用率の向上 

  前年度、利用者が主体的に「楽しみ」や「やりがい」を持ち、「安全・安心」に活動できる環境 

維持を前提に、ィ画的な新つ利用者の受入れ、特別支援学校在校生の体㦂実習受入れを積極的に 

㐍めたが、就職等による㏥所や入㝔・自宅療㣴等による欠席がぢ㎸みよりも多く、利用率は目標値 

を下回る結果となった。 

 本年度は上グ前提を堅持しつつ、以下の取り組みに注力し、安定的な事業経営に必㡲である利用 

率の向上を目指す。 

①福祉事務所や指定特定相ㄯ支援事業所等に対して、サービス管理㈐任者が中心となって、定期 

的に空き情報を提供し、利用希望者の紹介を依㢗する。 

     ②コーポ友愛の入居者に対して、入居時または契約更新時に他事業所と併せて当事業所を紹介す 

る。 

   ③就労移⾜支援事業 3名以上、就労継続支援㹀型事業 6名以上の新つ利用者を獲得し、登㘓者63

名以上、対定員利用率年㛫平均 74㸣㸦土曜㛤所日を㝖く㸧以上を目標とする。 

    㸦㹠㸧基本報㓘向上への対応 

  㞀害福祉サービス㈝報㓘改定が前年度に実施され、利用者のニーズである「一般就労の実現とそ

の後の定着状況」と「㧗工㈤支給」に対する実績が基本報㓘でホ価されることとなった。これらの

実績が事業経営に与える影㡪は大きく、本年度も利用者のニーズを充㊊することに専心し、安定し

た事業経営を目指す。 

①本人に㐺した職場環境で 3名以上の一般就労実現かつ㞠用の継続を目標とする。 

②就労継続支援B型事業では、月㢠で前年度支給実績以上の工㈤支給を目標とする。 

③㞀害福祉サービス㈝は、㒔度、業務ㄪ整会㆟で基準・省令を確ㄆの上算定することとし、㐣ㄗ

ㄳ求を㜵ぐ。 

㸦㹡㸧働きやすい職場環境の整備㸭ワークライフバランスの推㐍 

  本年度も引き続き、一㒊土曜日の㛤所は、利用者と職員のワークライフバランス推㐍を目的に、

利用者が 6日㛫㐃続の利用とならない範囲でタ定する。ヲ細は次㡯に示すが、手厚い相ㄯ支援等を
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必せとする利用者が増加する状況下において、利用者支援の充実を果たすためには、職員が余⿱を

持って支援にあたることのできる環境が必㡲である。本年度は、利用者支援の充実を目的に、働き

やすい職場環境の整備とワークライフバランスの推㐍を目指し、以下に取り組む。 

  ①一㒊土曜日の㛤所は、利用者が 6 日㛫㐃続の利用とならない範囲でタ定する。また、平成 32

年度をもって一㒊土曜日の㛤所を取り止めることについて、利用者・家族へ丁寧にㄝ明し、理

ゎを求める。 

  ②職員のチームワーク強化と次㡯に示すICTを活用した業務効率の向上により、労働基準法改正

による有給休暇取得義務化への対応と全職員が希望に応じて、月に 1日は有給休暇が取得でき

る環境を整備し、有給休暇の取得率平均前年度以上を目指す。 

  ③手厚い相ㄯ支援等を必せとする利用者が増加し、9時から 17時の生産活動時㛫内に各種会㆟や

事務業務を⾜うことが困㞴になっている。生産活動の時㛫を短縮し、当ヱ時㛫外に各種会㆟や

事務業務を⾜うことで、生産活動中の利用者支援に係る時㛫を確保し、かつ、残業の削減につ

いてもその効果が期待できるため、平成33年度からの生産活動時㛫短縮について具体的に検ウ

する。 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 個別支援の充実 

㸦㹟㸧働き方改㠉としての㹇㹁㹒活用  

平成 20年 10月の新事業移⾜後、法人理念と施タの㐠営方㔪に基づき、㞀害種別を㝈定せずに利

用希望者の受入れを㐍めてきた。利用希望者の受入れは、当事業所の活動環境が本人に㐺している

か、そして、現利用者への影㡪等も考慮しながら㐍めているが、㏆年、生産活動中の作業指導とは

別に、手厚い相ㄯ支援等の必せな利用者が増加し、利用者支援に係る㍍微な不㐺合サービスも発生

している。これら不㐺合サービスの発生は、同時並⾜的に業務を㐙⾜せざるをえない状況によるも

のと考え、業務の効率化も㐍めているが、大きな改善にはつながっておらず、利用者支援に係る時

㛫の確保と職員が余⿱を持って業務を㐙⾜できる環境の整備が急務となっている。 

既に、前年度からICレコーダ式「利用管理システム」の本格㐠用を㛤始したところだが、本年度

は、更に、事務業務の効率化による利用者支援のサービス向上を目標として、目的別に作成されて

いる「利用者台帳」、「個別支援ィ画」、「ケースグ㘓」及び「利用実績データ」等、利用者支援に係

る情報を一元管理できるデータベースの構築等、事務業務の ICT化推㐍について検ウし、助成㔠の

活用も含め、㈝用対効果も㋃まえた上で、本年度内のヨ㦂導入を目指す。 

㸦㹠㸧就労移⾜支援プロセスの確立  

前年度は、従来、就労移⾜支援事業と就労継続支援㹀型事業の両事業が、状況に応じて柔㌾に利

用していた別㤋 1㝵奥作業室を、原則、就労移⾜支援事業が利用することとしたほか、サービス管

理㈐任者と直接支援職員による新たな「就労アセスメント」を㛤始した。 

前者については、職業指導員を兼務する就労支援員が就労移⾜支援による外出等での不在時に、

作業指導やぢ守り等の支援が十分に⾜えない状況がぢられ、後者については、利用者のニーズを抽

出しやすくなった一方、事務業務の増加がㄢ㢟となったほか、上グの就労アセスメントや実施した

各種プログラム、実㊶を㔜ねた就労支援プロセスの標準化が本年度のㄢ㢟として残った。 

本年度は、引き続き、就労移⾜プロセス検ウ委員会で上グㄢ㢟への対応と就労移⾜プロセスの確

立について検ウし、その標準化に取り組む。 

①個別支援ィ画書の様式をぢ直し、従来の㛗期目標と短期目標に加え、半年毎の中期目標をタ定

する。標準利用期㛫㸦2 年㸧を㋃まえた段㝵的なィ画とし、利用者がどの段㝵に位置している

か、利用者、家族、㛵係機㛵及び職員が共有できる内容とする。 
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②就労支援員㸦職業指導員兼務㸧は、就労移⾜支援と職業指導に専念するため、原則、新つ取引

先確保等の営業活動は⾜わず、就労移⾜支援事業の利用者が⾜う生産活動について、その作業

指導と納品業務を㝖く当ヱ作業の取引先対応のみを担当する。また、就労継続支援㹀型事業の

職業指導員との㐃携により、各種作業を提供することができる体制を構築し、利用者のニーズ

に基づいた実㊶カ練の機会を提供する。 

③別㤋 1㝵奥作業室は、事務所から直接状況を確ㄆすることができないため、4月から採用を予

定している職業指導員の㓄置も含め、原則、職員が常㥔することのできる環境・体制整備につ

いて検ウする。 

④就職や日常生活で求められるスキルの習得を目標とした就労支援プログラム㸦月 1㹼2回予定㸧

を年㛫ィ画に基づき実施し、その標準化を図る。 

⑤就労移⾜支援の強化・充実を図ること、多ゅ的など点での支援実施を目的として、サービス等

利用ィ画、個別支援ィ画に基づき、就労支援機㛵との㐃携によるチーム支援を実施する。 

⑥特別支援学校在校中の実習生を対㇟とした体㦂実習プログラムの標準化を図る。 

㸦㹡㸧個別支援ィ画に基づくサービス提供  

  専㛛的かつ手厚い支援が必せな利用者や社会経㦂の少ない利用者が年々増加している状況にある。

就労に必せな技能はもとより、社会・㞟団生活を㏦る上での必せなマナーを含め、一社会人として

ステップを㋃み成㛗できるような個別支援ィ画の立案が必せとなる。具体的には以下の㡯目に取り

組む。 

  ①指定特定相ㄯ支援事業所等の㛵係機㛵との㐃携により、利用者と家族から、将来像を含めた生

活全般の意向とそれを実現するためのㄢ㢟を丁寧に抽出し、その内容を個別支援ィ画に反映す 

   る。 

②多様化する利用者の自己実現を目指すためには、専㛛的かつ多ゅ的など点に基づいた支援が必

せとなる。㏆年、生活㠃や情緒㠃、㞀害特性上のㄢ㢟を」数抱える利用者が増加しており、利

用者の意向を㋃まえた上で、指定特定相ㄯ支援事業所や心理士等、他機㛵・職種と㐃携したチ

ーム支援を推㐍する。 

③目標を意㆑し、主体的に日中活動へ取り組むことができるよう、必せに応じて、個別の「目標

確ㄆ⾲」等を用いた日々の振り㏉りを⾜う。 

④法令を㑂守した上で、利用者が㞟中して生産活動に取り組むことができるように、また、業務

効率の向上を目的として、モニタリングの方法やその担当者をぢ直す。 

 

㹀㸰 働く場の提供 

㸦㹟㸧仕事の確保  

  前年度は、(株)デュプロと(株)グローバル・プロダクト・プランニングからの受注㔞が減少した。 

一方、(株)モノファクトリーの受注㔞が増加し、日本太和堂からの受注も安定してきた。年度を㏻

して、上グ 4社を中心に仕事を確保し、利用者を対㇟とした㢳客満㊊度ㄪ査でも、生産活動につい

て㧗いホ価を得ることができた。 

 本年度は、更に、利用者の満㊊度が向上するよう以下に取り組む。 

  ①既存取引先の上グ4社については、担当職業指導員を中心に取引先の満㊊度向上に努め、安定

的な受注継続を図る。 

  ②大口・短納期の注文については、法人内他施タや㏆㞄の㞀害福祉サービス事業所に、生産活動

への協力を依㢗し、受注㔞の維持・拡大に努める。 

③事業推㐍委員会で、生産活動時㛫短縮をぢ据えた生産体制の構築を検ウする。 
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④有償ボランティアの役割や㈝用のありかた等、その位置付けを明確にし、より効果的な活用方 

法を探る。 

㸦㹠㸧利用者工㈤の向上  

利用者工㈤の向上は就労継続支援㹀型事業の主たる目的であり、その実績は事業経営にも影㡪す 

る。前㡯の「仕事の確保」と合わせ、既存取引先への単価交渉及び新つ取引先との商ㄯにより、㐺 

正な作業単価での受注に注力する。また、経㈝削減、⿵助㔠の活用を推㐍することで、平均月給で 

前年度の実績を上回る工㈤支給を目指す。 

利用者個別には、工㈤算出の基となる作業能力ホ価値の向上と作業時㛫の増加が必せである。個 

別支援ィ画で作業能力ホ価値の向上を目標とした利用者の多くは、実㝿に作業能力ホ価値が向上し

ている。本年度も、工㈤向上を望む利用者に対しては、㢳客満㊊度ㄪ査結果も㋃まえて個別支援ィ

画に作業能力ホ価値の向上と作業時㛫の増加を目指した目標をタ定するほか、前年度発㊊した作業

能力ホ価検ウ委員会にて、より利用者が主体的に生産活動へ取り組むことができるように、作業能

力ホ価方法のぢ直しを検ウする。 

 

㹀㸱 サービスホ価の実施 

㸦㹟㸧ISO内㒊監査  

前年度、ISO 9001㸸2015に則したサーベイランス審査が⾜われたが、当事業所はサンプル審査か

ら外れたため、直接審査が⾜われなかった。本年度も当法人の方㔪に基づき内㒊監査を㐍め、提供

するサービスの有効性確ㄆとその改善活動を推㐍する。 

また、ヨ㦂導入が検ウされる事務業務のICT化に合わせ、必せに応じて㛵㐃YSを改ゞしていく。 

㸦㹠㸧㢳客満㊊度ㄪ査   

全利用者を対㇟に職員による個別聞き取りㄪ査を実施する。タ問は分かりやすい文章・㑅択肢と 

し、㞀害特性に応じて、家族等に同席を依㢗する。本年度は、芸⾡・スポーツに㛵する意向ㄪ査も 

⾜い、その㟂せを確ㄆする。 

利用者から聴取した意ぢは、㡯目別に事業推㐍委員会、サービス向上委員会で、ホ価、分析後に 

対応策を検ウし、その内容を職員会㆟、業務ㄪ整会㆟にㅎる。決定した対応策については、次年度

の事業ィ画に反映し、利用者懇ㄯ会と家族懇ㄯ会でその内容を周知する。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 人材育成マネジメント 

㸦㹟㸧ィ画的な人材育成   

  前年度、YS「世田㇂更生㤋 研修ィ画立案と実施手㡰」の改ゞとその㐠用㛤始を目標としたが、 

それには至らなかった。 

 㝵層別に人材育成と人事ホ価システムについては、当法人の㈈中委と教育委員会において検ウが 

㔜ねられ、㝵層別の内㒊研修を実施する体制整備が㐍んでいる。 

本年度は、次㡯に示す専㛛性向上と権利擁ㆤの推㐍を主な目的とする人材育成の方法について検 

ウし、それを㋃まえた既存 YSの改ゞとその㐠用㛤始を目標とする。 

㸦㹠㸧専㛛性の向上・権利擁ㆤの推㐍 

  個別性、㞀害特性を考慮した専㛛的かつ手厚い支援の必せな利用者が増加する傾向に変わりはな

く、「世田㇂区就労支援ネットワーク定例会」、「世田㇂区精精神㞀害者㏻所事業所㐃絡会」及び「砧

エリア自立支援協㆟会」へ引き続き㐠営委員として参画することや、ィ画的に外㒊研修へ参加する

中で、それらの利用者に対する専㛛的な支援技⾡の向上に注力する。 
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 また、本年度4月から、就労移⾜支援事業では特別支援学校卒業生2名の利用が予定されており、 

前年度、日程の㛵係でぢ㏦った就労支援員を対㇟に、ゼ問型職場㐺応援助者㸦ジョブコーチ㸧㣴成 

研修の受ㅮを㐍めるほか、就労経㦂の少ない利用者に対する支援を目的として、「SST」㸦社会生活技 

能カ練㸧や「JST」㸦職場対人技能カ練㸧等に㛵する研修参加を検ウし、基礎的な職業指導技⾡と専 

㛛的な就労移⾜支援技⾡の習得を目指す。 

㞀害者待㜵止と権利擁ㆤの推㐍に向けては、全職員を対㇟として「㞀害者待㜵止チェックリ 

スト」を使用したディスカッションによる事業所内研修を 3ヶ月に1回実施するほか、外㒊研修へ 

の参加をィ画的に㐍め、組織的に㞀害者待㜵止、権利擁ㆤに取り組む。 

 

 㹃 その他 

㹃㸯 「安全・安心」な活動環境の整備 

㸦㹟㸧施タ・タ備整備  

  前年度の㢳客満㊊度ㄪ査結果を㋃まえ、以下の取り組みを⾜う。  

 ①トイレと洗㠃所の改修 

次亜塩素㓟空気清浄機のタ置により、別㤋 1㝵男性トイレの臭気に対する不満意ぢは減少してい

たが、前年度の㢳客満㊊度ㄪ査では再び、「臭気や汚れ」と「タ備の老朽化」に対する不満意ぢが多

く出された。そのせ因としては、委ク清掃業者による清掃回数の削減㸦2回/日→1回/日㸧等、清掃

方法の変更や友愛園を含む別㤋利用者の使用㢖度増加が考えられる。また、一㒊利用者については、

㞀害により、㐺切に使用できていないと推測される状況もぢられている。 

本年度は、臭気や汚れへの対策として、清掃回数を含めた清掃方法の変更と㞀害状況から㐺切に

使用できていないと推測される利用者への支援について友愛園と検ウするほか、老朽化への抜本的

な対策として、東京㒔の「民㛫社会福祉施タタ備改善整備㈝⿵助㔠」を活用した別㤋 1㝵男女トイ

レの改修を㐍める。 

また、別㤋 1㝵男女共用個室トイレについては、女性利用者が増加していることから、利用者等

にㄝ明の上、女性専用個室トイレとしての使用を㛤始する。 

②㜵犯・安全対策 

  少数ではあったが、前年度の㢳客満㊊度ㄪ査でも安全㠃について不安であるとの意ぢが出されて

いる。当法人として、㜵犯カメラの更新や㉥外線センサーの導入を㐍め、当事業所としても、さす

またや催涙スプレーを㉎入する等の対策をㅮじてきた。既に、利用者と家族には、利用者懇ㄯ会等

を㏻じてㄝ明しているところであるが、本年度も引き続き㜵犯対策について丁寧にㄝ明し、不安の

㍍減を図っていく。 

また、前年度に男性更⾰室内のロッカーから、一時、所持品が不明となる事㇟が発生した。ロッ

カーの施㘄管理徹底についての強化月㛫をタ定する等、繰り㏉し利用者に対する啓発を⾜うほか、

同管理が困㞴である利用者については、個別支援ィ画に同管理に㛵する目標をタ定し支援する。 

前年度の安全 4㹑点検は、テーマを「㉮らない」としたが、利用者によっては、意㆑やグ憶の保

持が㞴しく作業室内等を㉮ってしまう場㠃もぢられており、当ヱ利用者に対しては、ロッカーの施

㘄管理と同様、個別対応を実施する。 

③看板タ置と事業所紹介の充実 

現在、別㤋 1㝵入口には、当事業所の場所を示す看板がない。外来者が来㤋した㝿に、当事業所

の場所が一目で分かるように別㤋入口へ看板をタ置し、併せて、当事業所の作業内容や㞺囲気が分

かるように別㤋入口掲示板について、その有効活用を検ウする。 

㸦㹠㸧災害発生を想定した準備   
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  前年度は、「世田㇂区福祉㑊㞴所施タ㐃絡会」と当事業所の BCPを用いた対応カ練を実施したほ 

 か、サービス向上委員会で地㟈や台㢼、大㞷等の自然災害発生時の㐃絡手段について検ウした。 

  本年度は、前年度の検ウ結果を㋃まえ、㟁ヰ以外の㐃絡手段としてメールの活用について、その

㐠用方法の標準化を図るとともに、営業時㛫中と営業時㛫外に自然災害が発生した場合の対応につ

いて、当事業所の方㔪を再度整理し、利用者や家族、㛵係者に利用者・家族懇ㄯ会等を㏻じて周知

していく。 
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㸱 事業ィ画    

 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

㸦㸯㸧㐠営会㆟等 

 ①会  ㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

【共㏻】 

・業務ㄪ整会㆟ 

・職員会㆟ 

・ミーティング 

 

月1回 

月1回 

毎日朝夕 

  

委員 

全員 

全員 

 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

営業・生産活動を含む施
タ内全体の問㢟・情報交
換 
利用者㛵係情報共有・作
業申し㏦り 

【利用者支援に㛵する会㆟】 

・担当者会㆟ 

・判定会㆟ 

 

月2回 

㝶時 

  

全員 

全員 

 

個別支援ィ画立案・モニ
タリングの検ウ 

利用㛤始・㏥所等に㛵す

る検ウ 

 ②委員会 

・事業推㐍委員会 

・サービス向上委員会 

・就労移⾜プロセス検ウ会 

・㞀害者待㜵止委員会 

・作業能力ホ価検ウ委員会 

・ICT化検ウ委員会 

月1回 

月1回 

月1回 

3月毎 

月1回 

月1回 

 委員 

委員 

委員 

全員 

委員 

委員 

 

③職員研修 

 

 

 

 

・外㒊研修 

  㞀害者待㜵止研修 等 

・法人内研修 

  新入職員研修 

  中堅職員研修 

  テーマ別研修 

  新入職員フォローアップ

研修 

 ・事業所内研修 

 㞀害者待㜵止研修 

 㸦ディスカッション㸧 

 

㝶時 

 

6月 

11月 

10月 

 

1・2月 

 

3ヶ月毎 

 

 

 

 

 

 

対㇟者 

 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

 

対㇟者 

 

全職員 

 

 

 

 

 

 ④健康管理 ・健康デ断 

・⾨生委員会 

秋 

毎月 

 全員 

委員 

 

全施タの⾨生に㛵する 

 ⑤㜵災対策 

 

・㑊㞴カ練 

・安全委員会 

ィ画月 

奇数月 

全員 

 

全員 

委員 
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 ⑥品㉁管理 ・ISOサーヴェイランス 

・MS検ウ委員会 

・㢳客満㊊度ㄪ査 

未定 

毎月 

後期 

 

 

全員 

全員 

委員 

全員 

 

㸦㸰㸧利用者支援 

 ①支援方㔪のタ定 

・個別支援ィ画の策定 

・利用者懇ㄯ会㸦意ぢ交換会㸧 

・利用者懇ㄯ会㸦交流会㸧 

3・6月毎 

5月 

12月 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

 

 

②生活相ㄯ ・相ㄯ㠃接 

・家族懇ㄯ会 

・市区町村窓口との㐃絡ㄪ整 

㝶時 

7月 

㝶時 

全員 

 

対㇟者 

支援職員 

㛵係職員 

生活支援員 

 

 

 

③健康管理 ・定期健康デ断 

・胸㒊Ⅹ線撮影 

・⾑液検査 

・一般検査 

・⾨生指導 

・インフルエンザ予㜵注射 

秋 

 

 

 

㝶時 

秋 

全員 

抽出 

抽出 

抽出 

抽出 

全員 

嘱ク医 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

全職員 

嘱ク医 

嘱ク医師 

外㒊委ク 

 〃 

 〃 

嘱ク医師 

 〃 

④環境⾨生 

 

 

 

・⾨生害㥑㝖 

    ベイト材 

  点検 

   〃 

・安全4S点検 

・清掃 

  共用㒊分清掃 

  床清掃 

4・10月 

5㺃6㺃7㺃8㺃12㺃

2月 

6・12月 

月1回 

 

年㛫 

6㺃9㺃12・3月 

 

 

 

生活支援員 

〃 

〃 

〃 

支援職員 

 

生活支援員 

〃 

業者委ク 

 〃 

 〃 

 〃 

 

 

業者委ク 

 〃 

⑤給㣗支援 

 

・給㣗 

 

・定例会㆟ 

 

・献立会㆟ 

 

・栄㣴相ㄯ 

・給㣗懇ㄯ会 

毎日 

 

偶数月 

 

毎月 

 

㝶時 

2月 

全員 

 

 

 

 

 

希望者 

希望者 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

㸨アウトソーサー栄㣴

士も出席 

㸨アウトソーサー栄㣴

士も出席 

 

㸨アウトソーサー栄㣴

士も出席 
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⑥⾜事 ・利用者交流会日帰り旅⾜ 

・盆㋀り大会 

・合同㐠動会 

 

・友愛ふれあい祭り 

・宮様㺟㺊㺶㺡㺆㺬㺼㺑㺶㺻㺖㺼大会 

 

5月又は6月 

㸵月 

9月 

 

10月 

12月 

 

希望者 

希望者 

希望者 

 

希望者 

希望者 

 

全員 

全員 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

砧町会及び商店⾤協㈶ 

区立総合㐠動場体育㤋 

他団体との共催 

砧町会及び商店会協㈶ 

品川プリンスホテルボ

ウリングセンター 

 ⑦実習生受入 ・介ㆤ等体㦂 9月  支援職員  

 ⑧生産活動 ・作業カ練 

・受注確保と新つ作業㛤拓 

・生産性の向上 

・安全性の確保 

・㈍売会への参加 

日㉥のつどい 

緑化祭り 

ご㏆所フォーラム 

年㛫 

年㛫 

年㛫 

年㛫 

 

4月 

5月 

3月 

全員 

 

全員 

全員 

 

希望者 

希望者 

希望者 

全員 

 

全員 

全員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 ⑨就労支援 ・OA、事務、実務カ練の実施 

・ビジネスマナー、生活習慣の習得  

・就労技能の向上 

・職場㐺応力の向上 

・求人情報の提供 

・模擬㠃接の実施 

・㠃接会への同⾜ 

・ハローワークへの同⾜ 

・就労後の定着支援 

年㛫 

基礎カ練期 

実㊶カ練期 

実㊶カ練期 

就職活動期 

就職活動期 

就職活動期 

就職活動期 

㝶時 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

支援職員 

就労支援員 

支援職員 

支援職員 

就労支援員 

就労支援員 

就労支援員 

就労支援員 

就労支援員 
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㸰 友 愛 園 

㸦㞀 害 者 支 援 施 タ㸧 

㸯 前年度総括  

  年度当初の在籍利用者は 39名であり、年度末には 50名を目標に入所相ㄯを推㐍したが、入所者

10名㸦寝たきり 1名・常時せぢ守り 1名を含む㸧と㏥所者 3名により、年度末は在籍 46名をぢ㎸

むこととなった。一方で、これまで受入れ実績のない「区分 6」の利用者が、「新つに 3名」と「区

分ぢ直し 1名」でィ4名となり、支援区分の平均値は年度当初 3.7が4.0となり㔜度者の受入れが

徐々にだが実現できた。 

  職員体制は前年度末から常勤 1名の異動及び常勤 1名・㠀常勤2名の㏥職と派㐵 2名の契約終了

に伴い、常勤の生活支援員を新たに 5名㓄置した。看ㆤ職員は㠀常勤を常勤換算で 0.6名採用でき

1.6名とした。 

  一方で、女性浴室の給湯管からの漏水修繕には㈨㔠が回らず、男性浴室を時㛫ㄪ整で使用してお

り、介助が必せな利用者が増え続ける中、早急な修繕が次年度のㄢ㢟となった。 

   

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧   

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 経営の安定化 相ㄯ員 ア㸧定員を50名に減員 

㹀 

品㉁ 

㸯 日中活動の充実 全職員 
ア㸧作業療法士を常勤換算㸯名 

イ㸧作業提供と平均工㈤8700円の維持 

㸰 地域移⾜支援の促㐍 相ㄯ員 ア㸧地域移⾜4名・㧗㱋施タ移⾜2名 

㸱 施タ環境整備 担当職員 ア㸧女性浴室の修繕 

㹁 

人材 

育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 全職員 
ア㸧待㜵止内㒊研修の実施㸦年2回㸧 

イ㸧看ㆤ師による医療㠃の内㒊研修実施㸦年㸯回㸧 

 

(2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務  

㸿㸯 経営の安定化 

 ア㸧4月1日より定員を60名から 50名に減らす。居室数を 60室から50室にすることで 2名分の

居室を 1名分に改修し、10室の㠃積を 2倍に拡充させる。これにより㟁動介ㆤベッドのタ置が

可能となり㔜度㞀害者の受入れを促㐍する。また、加㱋等のせ因により㔜度化が㐍⾜した利用者

に対するケアを充実させ満㊊度向上を図る。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 日中活動の充実 

 ア㸧機能カ練士を常勤換算 0.4から 1.0に増員する。 

  ①入浴、㣗事、排泄に有効な福祉用具の活用と介助方法の改善を図り、日常生活で「利用者の
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できる」を増やす。 

  ②レクリエーションの目的を明確にして、外出支援や創㐀性を㧗めるプログラムを提供する。 

イ㸧作業の提供と工㈤の維持 

   作業は、前年に引き続きビニール加工によるカードホルダーの作成、㒑便物の⿄ワめと宛名

㈞りを提供する。作業時㛫は午前中を基本とするが繁忙期は午後も⾜い、作業を希望する利用

者の満㊊度を㧗めるとともに前年度平均8700円同様の工㈤支給を目指す。                                                              

㹀㸰 地域移⾜支援の促㐍 

ア㸧地域移⾜を希望する利用者に家族やサービス支給決定自治体の㞀害支援担当者と㐃携を図り、

グループホームなど在宅生活への円滑な移⾜を支援する。㸦移⾜目標4名㸧 

イ㸧65歳以上の利用者で㧗㱋施タへ移⾜を希望される場合は、㞀害支援サービスから介ㆤ保㝤サ

ービスへの円滑な移⾜を支援する。 

 㹀㸱 施タ環境整備 

ア㸧給湯管の経年劣化による漏水で使用不可となった女性浴室を修繕しシャワー浴室として整備

することで、㔜度の㞀害を持つ利用者が増加している入浴介助に対応する。 

 

 㹁 人材育成 

 㹁㸯 職員の㈨㉁向上 

  ア㸧東京㒔福祉保健㈈団が実施する「㞀害者待㜵止・権利擁ㆤ研修」受ㅮ済み職員による待

㜵止の内㒊研修を年2回㛤催する。 

イ) 看ㆤ師による医療の内㒊研修を年 1回㛤催する。 

ウ㸧法人で㛤催する新人研修・役職者・管理職研修等へ対㇟職員が参加する。 

 

㸱 事業ィ画   

 

概     せ 

実施  

予定日 

回数 

参加者 

備  考 
利用者 職 員 

㸦㸯㸧㐠営管理 

 ①会  ㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

②職員研修 

 

 

職員ミーティング 

入所判定会㆟ 

個別支援会㆟ 

朝礼・夕礼 

業務ㄪ整会㆟ 

介ㆤグループミーティング 

給㣗定例会㆟ 

献立会㆟ 

外㒊研修 

内㒊研修 

 

平日夕 

㝶時 

㝶時 

毎朝夕 

月1回 

月1回 

年4回 

毎月 

㝶時 

年3回 

  

出勤職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

出勤職員 

㛵係職員 

生活支援員 

栄㣴士 

㛵係職員 

対㇟者 

全職員 

 

 ③健康管理 健康デ断 

検便 

年㸯回 

毎月 

 全職員 

対㇟者 

 

 ④㜵災対策 㑊㞴カ練 

㜵災自主点検 

月1回 

月1回 

全員 全員 

支援員 

 

 ⑤品㉁管理 第三者ホ価 

保ㆤ者会 

後期 

前期 

全員 

保ㆤ者 

全員 

㛵係者 

 

(2)利用者支援 

①個別支援 

個別支援ィ画の策定 

相ㄯ㠃接 

個別リクエスト支援 

年㛫 

㝶時 

㝶時 

全員 

全員 

全員 

サービス管理㈐任者 

相ㄯ員 

全職員 

 

②健康管理 定期健康デ断 5・10月 全員 看ㆤ師 嘱ク医 
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⾑液検査 

胸㒊Ⅹ線撮影 

ゼ問歯科デ療 

ゼ問マッサージ・リハビリ 

インフルエンザ予㜵注射 

 

年1回 

年1回 

㐌1回 

㐌2回 

年1回 

 

全員 

全員 

対㇟者 

対㇟者 

全員 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

全職員 

 

外㒊委ク 

外㒊委ク 

派㐵医 

外㒊委ク 

嘱ク医 

③環境⾨生 ⾨生害㥑㝖 

カーテン洗濯 

共用㒊分清掃 

年6回 

月㸯回 

毎日 

  

担当者 

〃 

業者委ク 

 

④給㣗支援 栄㣴相ㄯ 

給㣗懇ㄯ会 

セレクト㣗・⾜事㣗・リクエスト

㣗・サプライズデイ 

療㣴㣗 

㝶時 

9・3月 

㝶時 

 

希望者 

希望者 

全員 

栄㣴士 

〃 

〃 

 

毎日 対㇟者 〃  

⑤法人⾜事 盆㋀り大会 7月 全員 担当者  

合同㐠動会 9月 希望者 〃  

友愛ふれあい祭り 10月 全員 〃 
 

宮様チャリティボウリング大会 11月 希望者 〃 
 

⑥クラブ活動 㡢楽クラブ 

⳹㐨クラブ 

茶㐨クラブ 

書㐨クラブ 

ライチウス勉強会 

月1回 

〃 

〃 

不定期 

毎㔠曜 

希望者 

〃 

〃 

〃 

〃 

支援員 

〃 

〃 

〃 

〃 

ㅮ師㸯名 

ㅮ師㸯名 

ㅮ師㸯名 

ㅮ師1名 

学生ボラ 
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㸱 東京聴ぬ㞀害者支援センター 

㸦指定㞀害者支援施タ㸧 

㸯 前年度総括 

 (1) 平成 30 年度の入所率は、中㛫事業報告の時から 70㸣で推移した。年㛫を㏻して、利用相ㄯは

コンスタントにあり、3月1日の時点で7件、そのうち 2件は短期入所利用に結びついた。 

 (2) ISO9001:2015 年度版の実施審査を 1 月に受審し、ㄆド更新した。また、福祉サービス第三者

ホ価を公益社団法人日本介ㆤ福祉士会に依㢗し、良好なホ価を得た。改善が望まれる点は、更な

る向上を期待するというホ価を受けた。 

(3) 利用状況について、本年度の延べ在籍入所者数は、254名㸦月㛫入所者数平均 21名㸧であり、 

昨年度の 249名、入所率69.2㸣に比し、平均入所率は 70.5㸣と、微増であった。 

平成 29 年度 37.5%であった㏻所の就労移⾜支援事業の利用率について、30 年度は年㛫平均で

24.1㸣と十分ではなかった。就労継続 B型事業は、年㛫平均で 140.9%と、施タ入所者、㏻所者と

もに、定員を㉸えた状態にあり、依然としてニーズが㧗い状況である。 

就労継続 B型、就労移⾜支援事業における、就職者はいなかった。 

(4) 施タ整備は、①㜵犯カメラ・モニター㏣加タ置②手摺りの㏣加タ置③水㐨管劣化による修繕④

ブロック塀からアルミフェンスへの改修工事を実施した。 

 

 

㸰 㔜点事㡯 

 (1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧  

目標を㐩成するための実施状況及び㐍捗状況は四半期ごとに確ㄆする。 

方㔪 施策 
㔜 点 施 策 担 当 

目標値 

(目標㐩成実施時期)  㹌㹍 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 
総合支援法に基づく㐺切な㐠 

営管理と安定的な経営の実施 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 
平均入所利用率76㸣以上の維持(毎月) 

 㸯 
福祉サービス第三者ホ価の受 

審 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 

第三者ホ価受審(10 月)ホ価結果への取

り組み(11月) 

㹀 

品㉁ 
㸰 

ISO9001㸸2015内㒊監査及 

びサーベイランンス審査 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:内㒊監査員) 

受審 

水平展㛤事㡯への取り組み 

 

 
㸱 

利用者ㄪ査・利用者懇ㄯ会 

の実施 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:主任) 

①利用者ㄪ査(11月) 

各㡯目の回答(不満)30㸣未満 

②利用者懇ㄯ会(7月、2月) 

共㏻の不満5件以下 

㹁 

人材 

育成 

㸯 

人材育成 

①待㜵止研修の実施 

②施タ内 OJT、法人内㝵層別研

修 

③各種施タ外研修 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 

①年2回 

②フォローアップの実施 

③必㡲研修の受ㅮ 
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E 

その他 

㸯 

相ㄯ支援事業の㐠営 

ネットワークへの参加 

自立支援協㆟会への参加 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:主任) 

㐺切なサービス利用の㛤拓 

会㆟等の出席率80%以上 

㸰 
利用者の入所促㐍 

新つ事業の事業内容㹎㹐 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:主任) 

自治体への積極的なPR(年1回) 

広報ㄅ年4回発⾜(4・7・10・1月) 

㸱 施タの建替え 
全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 
平成32年に向けてのィ画案策定 

㸲 予㜵処置 
全職員 

(目標㐩成㈐任者:内㒊監査員) 

月平均是正処置1.0件以下(毎月)の維持 

月平均予㜵処置1.0件以上(毎月) 

  

(㸰)㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 総合支援法に基づく㐺切な㐠営管理と安定的な経営の実施 

利用者ニーズへの対応、日中活動プログラム提供、事業継続ができるよう㐠営を⾜っていく。 

 

【就労継続 B型】工㈤を3,500円以上支給する。就職者を 1名以上出す。 

自主〇作品の種㢮の拡大。 

【就労移⾜支援】今年度末までに就職者を1名以上出す。個別に就労基礎学習を提供する。 

【自立カ練(機能)】個別ニーズ、個別環境に㓄慮したプログラムを提供する。㞀害の㔜度化・

㧗㱋化に対応する、㌟体機能の維持・向上ができる取り組みを⾜う。 

【自立カ練(生活)】生活知㆑の獲得や経㦂の積をはかり、自立生活のスキルを㌟につけて

いくための取り組みを⾜う。日常生活の活動意欲の増㐍をはかり、地域

生活の構築に㛵する取り組みを⾜う。 

【施タ入所支援】平成 31年 3月 1日時点での入所率は 70.5㸣になっている。サービスの幅

を広く向上させ、目標値76%以上に到㐩、維持できるように㐠営する。 

【短期入所】  利用者の個別ニーズの把握に努め、サービス提供できる体制を作り、それ

ぞれに対応できるようにする。 

 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 福祉サービス第三者ホ価の受審  

昨年度は、一昨年度のホ価を㋃まえて、取り組みを⾜ったことで、㧗いホ価を受けることが

できた。今年度も、昨年度に指摘された改善が望まれる点に取り組み、品㉁向上をめざしてい

く。 

㹀㸰 ISO9001:2015内㒊監査及びサーベイランス審査受審 

ISO9001㸸2015サーベイランスの受審を予定している。ISOに対するㄆ㆑を深め、効率的な業

務㐙⾜に㈨する。 

㹀㸱 利用者ㄪ査・利用者懇ㄯ会の実施 

11月に利用者ㄪ査及び7月・2月に利用者懇ㄯ会並びに給㣗委員会を予定する。利用者ㄪ査

については、「満㊊」が増加傾向のホ価を得ているが、不満の㡯目・意ぢもあるため、更なる満

㊊度の向上となるように取り組みたい。 
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㹁 人材育成 

㹁㸯人材育成 

次の研修を企画し、人材育成、職員㈨㉁の向上、サービスの充実を図っていく。 

ア 全職員を対㇟に年2回の待㜵止研修を実施する。 

イ 新入職員を対㇟に施タ内での OJT、また㝵層別職員を対㇟に法人内研修に参加する。 

ウ サービス管理㈐任者、相ㄯ支援専㛛員、普㏻救命ㅮ習など事業㐠営に必㡲の研修をィ

画的に受ㅮさせる。 

エ 㞀害特性に㓄慮した施タ内研修を実施する。 

オ 外㒊㛵係機㛵等の施タぢ学や会㆟に参加し、情報交換を図る。 

   

 㹃 その他 

㹃㸯 相ㄯ支援事業の㐠営 

   昨年度より、新つの相ㄯ支援専㛛員が業務を務めている。依然として生活支援員との兼務で

あることから、昨年度同様、新つ利用者に㛵しては慎㔜に受入れを判断していきたい。生活支

援員との業務バランスを保ちつつ、各自治体のニーズに応えていく。 

   㛵東㏆県の相ㄯ員が㞟まる聴ぬ㞀害に特化した聴ぬ㞀害者相ㄯ員㐃絡会、板橋区内の相ㄯ支

援事業所㐃絡会、板橋区自立支援協㆟会 相ㄯ支援㒊会には引き続き参加し、事業所及び⾜政

との㐃携を図っていく。 

㹃㸰 利用者の入所促㐍、新つ事業の事業内容PR 

職員の新つ採用や建て替えの㈝用を勘案し、1年を㏻し入所率 76㸣以上の維持を目標とする。

㏻所事業は就労継続支援B型の利用者が定員を㉸㐣し、待機者もいることから、依然としてニ

ーズが㧗いため、今年度もこの数値を維持していく。 

   年 4回の広報ㄅ発⾜に加え、利用実績のない㒔内の自治体をゼ問し、事業内容の PRに努め、

施タ利用に取り組んでいく。 

㹃㸱 施タの建替え 

建替え時期や場所等、未確定のせ素は多いが、予想される㈝用を勘案して事業経営に取り組

んでいく。 

㹃㸲 予㜵処置 

昨年度は、月平均した是正処置が 0.8件だった。一昨年度と昨年度の是正処置件数の平均値

以下は 1.0件以下になった。今年度は、是正処置件数の極端な増加を㜵ぐこと、それに伴い、

予㜵処置に目標値をタ定し、取り組んでいく。 

 

㸱 事業ィ画 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

(㸯)㐠営管理 

①利用契約等 

 

㔜せ事㡯ㄝ明、契約書締結 

 

㏻  年 

  

支援員 

 

㐺切なㄝ明㺃契約締結 

②事務処理の効率化 業務・契約の改善等 ㏻ 年  全員 弾力化㺂効率化㺂業務のぢ直し 



 27 

③会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ 職員会㆟ 

 

ウ 支援会㆟ 

 

エ 給㣗会㆟ 

オ 安全・⾨生会㆟ 

カ 地域サービス会㆟ 

キ 㜵災会㆟ 

ク 利用者懇ㄯ会・給㣗委員

会 

ケ 㠀常備会㆟ 

毎月第2水 

毎月第2水 

 

第 2 水㝖く

毎㐌水曜 

毎月第2水 

毎月第4水 

4月 

6月 

7月・2月 

 

4・10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在所者 

所㛗、委員 

全員 

 

所㛗、事務、 

支援員等 

ㄪ理員等 

所㛗、委員 

支援員等 

全員 

所㛗、支援

員、栄㣴士 

栄㣴士等 

所内業務ㄪ整・企画事㡯 

事業方㔪㺂施タ㐠営、⾜事㺂 

研修、福利等 

利用者支援全般 

地域サービス㛵係 

献立、検㣗、⾨生等 

安全(タ備)・⾨生 

相ㄯ事㡯、給㣗、⾜事等 

ィ画、役割、備品等 

生活、給㣗 

 

㣗料備等 

④職員研修 

 

 

 

 

ア 相ㄯ支援専㛛員研修 

イ 待㜵止㛵㐃研修 

ウ 法人研修、新人研修 

 

 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

 

 

 支援員 

全員 

各職種 

 

 

指定特定相ㄯ支援事業 

待㜵止法㛵㐃、福祉動㟼 

教育委員会、新入職員研修、

施タ経営、㜵災、健康管理、

栄㣴、ㄪ理等 

 エ その他 㐺 宜  全員 区市町村、聴ぬ㞀害者団体等

との情報交換 

⑤職員福利 定期健康デ断 4月 

10月 

 夜勤者 

全員 
健康管理、成人病予㜵 

⑥環境⾨生 ア 検便 毎 月  ㄪ理員等 給㣗⾨生管理 

 

 

 

 

 

イ 環境整備 

ウ 委ク消毒 

エ 委ク清掃 

オ 日常的掃㝖 

カ ㌟㎶整理 

キ 大掃㝖 

㏻ 年 

年2回 

毎月 

毎㐌水曜 

月1回 

12月 

 

 

 

 

在所者 

在所者 

担当者 

外㒊委ク 

外㒊委ク 

全員 

支援員 

全 員 

タ備備品点検等 

厨房、居室、 

床㠃、受水槽、㓄水管等 

厨房、㣗堂、前庭、㏆㞄㐨㊰ 

⑦㹍㸿活用 

 

ア ネットワーク環境整備 

イ 合理的事務処理 

㏻ 年  担当者 

総務、経理 

カ練室 

人事、会ィ、事業 

⑧㜵災対策 

 

ア 消㜵ィ画の周知 

イ タ備器具の点検 

ウ 㜵災カ練の実施 

㏻ 年 

毎 月 

毎 月 

 

 

在所者 

㜵火管理者 

担当者 

担当者 

㐃絡網、役割分担等 

定期点検、委ク業者との㐃携 

 ・総合カ練(夜㛫) 

・㏻報カ練 

・自主カ練 

エ 㜵災教育 

10月下旬 

 

上グ以外の月 

㝶  時 

在所者 

 

在所者 

在所者 

勤務職員 

勤務職員 

勤務職員 

支援員等 

消㜵署㺂地元町会の支援㺂協力 

職員㔜点 

㑊㞴、消火、救ㆤ等 

映画上映㺂ㅮヰ㺂㜵災施タぢ学 

(㸰)利用者支援 

①支援方㔪の策定 

 

 

個別支援ィ画の決定㺃ホ価・

修正 

 

㝶 時 

 

全員 

 

支援員 

アセスメント・個別支援ィ

画・利用ゎ㝖ィ画 
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②緊急利用者の受入 

 

実施機㛵、直接来所 

㛵係機㛵㐃絡、対処 

㝶 時  支援員 実施機㛵と㐃携、短期入所受

入 

③福祉サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 就労移⾜支援 

・施タ内作業 

・基礎学習 

・職場実習 

・求職活動 

・定着支援 

・職場ぢ学 

イ 機能カ練 

・日常手ヰ等 

・手ヰㅮ習会 

・生活ㅮ座 

・外出カ練 

 ・書㐨・㝡芸教室 

ウ 生活カ練 

 

㝶  時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶  時 

㝶 時 

 

㝶 時 

毎火曜日 

月1回 

年1回 

各月2回 

 

 

就労移

⾜支援

対㇟者 

 

 

 

 

機能カ

練対㇟

者 

 

 

 

 

就労支援

員、職業

指導員等 

 

 

 

 

生活支援

員、看ㆤ

師等 

 

 

 

 

紙〇品、その他授産作業 

㠃接練習、ビジネスマナー等 

外㒊機㛵との㐃携 

ハローワーク 

職場ゼ問 

企業ゼ問 

 

㌟振り、指文字、筆ㄯ 

手ヰ厚労省カリキュラム準拠 

ㄞゎ力、作文力、算数等 

交㏻機㛵の利用 

⾲現力の向上 

 

 ・生活リズム 

・㉳床・就寝 

・ㄪ理カ練 

・㔠㖹管理 

・入浴支援 

・洗濯支援 

・生活ㅮ座 

エ 施タ入所支援 

・㣗事支援 

・自治会活動 

・外出支援 

毎 日 

毎 日 

㝶 時 

㝶  時 

毎 日 

㝶 時 

月1回 

毎 日 

㝶 時 

㝶 時 

生活カ

練対㇟

者 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援

員等 

 

 

 

 

 

生活支援

員等 

 

体操 

促し支援 

地域移⾜カ練 

小口現㔠㡸かり等 

ぢ守り等 

促し支援 

社会生活力プログラム 

ぢ守り等 

自治会⾜事 

外出同⾜ 

・㉳床・就寝支援 

・服⸆支援 

毎 日 

毎 日 
  

促し支援 

服⸆管理 

オ 指定特定相ㄯ支援 

・基本相ㄯ 

・サービス等利用ィ画 

 

㝶 時 

㝶 時 

 

 

相ㄯ支援

専㛛員 

 

 

 

カ 短期入所 

・㉳床・就寝 

・入浴支援 

・㣗事支援 

・服⸆支援 

 

毎 日 

毎 日 

毎 日 

毎 日 

 

短期入

所対㇟

者 

 

生活支援

員等 

 

 

 

生活リズム 

ぢ守り等 

ぢ守り等 

服⸆管理 

④苦情処理 

 

ア 苦情相ㄯ 

イ 委員定例会 

毎 月 

3月 

毎月 

ヱ当者 

第三者委

員等 

利用者の対応 

第三者委員との打合せ 
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⑤健康 

 

 

ア 定期健康相ㄯ 

イ 医療機㛵同⾜等 

ウ 健康デ断 

エ 検尿 

オ 保健指導 

月2回 

㝶  時 

7月 

年2回 

㝶 時 

全員 

ヱ当者   

入所者 

入所者 

全員 

医師 

看ㆤ師等 

医師等 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

⾑圧・健康相ㄯ・デ察 

受デ時コミュケーション支援

健康管理 

   

 

⑥㣗事 

 

 

 

ア 㣗事 

 

イ 特別メニュー 

ウ 嗜好ㄪ査 

1日3㣗 

 

㝶  時 

ㄌ生日月 

全員 

栄㣴士 

ㄪ理員 

〃 

〃 

栄㣴、嗜好、予算基準 

㑅択㣗㺂ㄌ生日献立等 

修了式㺂正月㺂クリスマス等 

利用者アンケートㄪ査 

⑦体力強化支援 

 

 

 

ア 体操 

イ スポーツセンター利用 

ウ 区㞀害者スポーツ大会等

参加 

毎 日 

㝶  時 

9月 

 

在所者 

希望者 

希望者 

 

支援員等 

〃 

〃 

 

㍍㐠動 

㞀害者スポーツ施タ 

小㇋沢グラウンド等 

 

(㸱)地域社会との交

流 

 

 

ア ボランティア及び 

実習生の受入 

イ 盆㋀り大会 

ウ 映画の上映 

㝶 時 

 

7月下旬 

年1回 

申㎸者 

 

全員 

全員 

担当者 

 

全  員 

支援員 

⾜事、各種プログラム等 

 

模擬店、施タ公㛤 

災害、教㣴、娯楽等 

 エ クリスマス会 

オ 㣰つき大会 

カ 地域交流室活用 

12月下旬 

1月上旬 

㝶 時 

全員 

全員 

 

全  員 

支援員等 

〃 

自治会活動 

地域団体共催   

便宜は各種団体、学校等 

(㸲)地域サービス 

 

ア 相ㄯ窓口の㛤タ 

イ 㣗事サービス 

ウ 生活相ㄯ㺃支援の実施 

エ 健康相ㄯ 

オ 㛵係者との㐃絡 

カ 交流会 

キ 自主的活動 

㝶 時 

平 日 

㝶  時 

㝶 時 

㝶  時 

㝶 時 

㝶 時 

地域生

活者 

支援員 

支援員 

支援員 

看ㆤ師 

支援員 

支援員 

支援員 

相ㄯ室 

夕㣗の提供 

各種助  ゝ

入㏻㝔、各種助  ゝ

㛵係機㛵、家族等 

クリスマス等 

⾜事相ㄯ・助  ゝ

(㸳)利用者の入所促

㐍 

情報公㛤の充実 

 

事業PR、㛵係機㛵に案内書㺃 

 

しむらからの㓄布、ホームペ

ージ 

㏻ 年 

 

年4回発⾜ 

 所㛗 

支援員 

家族、㛵係区市町村、㛵係機

㛵 

 

 

 



 30 

㸲 コ  ー  ポ  友  愛 

㸦福祉ホーム㸧 
 

㸯 前年度総括 

  入居希望者増加に伴い、㛗期にわたり利用実績のなかった世帯㒊屋の有効活用を目的に整備を⾜

っていたが、5 月に入居希望者と利用契約を締結したことで、利用率 95%(19 人/20 人)、入居率

100%(18㒊屋/18㒊屋)に到㐩、その後も継続されている状況である。昨年度は9月に 1名の入居者

が㧗㱋者施タへ移⾜したものの、入居を希望する待機者がいたことで、同月中に入居する㐠びとな

り、利用率及び入居率を低下させることなく推移することができた。 

  生活環境㠃の整備としては、老朽化により故㞀したバスタイムの入替を実施した。また、すべて

の㒊屋の㟁気ㄪ理器具を空焚き㜵止機能のついたものに、併せてカーテンを㜵炎仕様のものに入れ

替えた。また、セキュリティ強化のほ点からエレベーター付㏆及び㏻用口へ㜵犯カメラをタ置し、

入居者の安全㠃強化に努めた。 

  利用者支援においては、入居者の自治活動の一環として⾜っていた休日の浴室の㛤㘄を㆙備会社

へ委クし、加えて契約期㛫を 1年㛫から2年ごとに変更することで㈇担㍍減を図った。 

  また、㐃絡会や㢳客満㊊度ㄪ査、日々の㛵わりの中から、入居者のニーズ抽出、体ㄪ㠃や生活状

況の変化等に留意し、㛵係機㛵と㐃携、ㄪ整を積極的に⾜い、コーポ内で安定した生活が継続して

いけるよう支援した。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1)  方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 施策㹌㹭 㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営㈈務 
㸯 経営の安定化 全職員 利用率率90㸣以上維持 

㹀 

品㉁ 

㸯 㹇㹑㹍内㒊監査 
施タ㛗 

生活支援員 
不㐺合の是正 

㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 生活支援員 利用者ニーズの確ㄆ 

㸱 㐃絡会 
施タ㛗 

生活支援員 
1回㸭月 

㸲 懇ぶ会 全職員 㸯回㸭半年 

 

(2) 㐠営管理 

  㸿 経営㈈務 

㸿㸯 経営の安定化 

今年度についても利用率90㸣以上の継続を目標とする。入居希望者及び待機者も」数存在

している状況にもあるため、契約時の㠃接を活用し、入居者の今後の生活の場に対するニー

ズの再確ㄆを⾜い、入居者の意向を㋃まえつつ、可能なレベルでの地域移⾜を推㐍し、コー
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ポ入居者の活性化を図る。 

 

  㹀 品㉁ 

  㹀㸯 㹇㹑㹍内㒊監査 

     例年㏻り㹇㹑㹍法人内㒊監査により、他施タ職員の客ほ的ど点から、日常業務の不㐺合を

ぢつけ出し、指摘された事㡯の改善を図ることで利用者サービスの向上につなげる。 

  㹀㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 

     全利用者を対㇟とした無グ名式のアンケートグ入方式にて実施する。抽出された内容に㛵

しては、積極的に改善に努め、その結果を確実に入居者にフィードバックすることで、施タ

㐠営の㏱明化へとつなげていく。  

  㹀㸱 㐃絡会 

     入居者相互の交流を促㐍するとともに、参加者全員でウ㆟する問㢟を提㉳する場としての

役割を担っている。また、施タ側から利用者へのせ望及び㐠営に㛵わる情報を伝㐩する機会

として毎月 1回㛤催する。  

  㹀㸲 懇ぶ会 

     参加者から好ホの声が多数聞かれているため今年度も継続実施する。 

  

㸱 利用者支援 

(1) 日常生活支援 

当ホームは日常生活が自立された方の利用を原則としているが、利用者個別の㞀害と健康

状態に応じ必せな支援を⾜う。また、㐺時支援の実施機㛵やご家族、外㒊社会㈨源と㐃携を

取り、入居者の安定した生活が営めるよう支援する。。 

    (2) サービス向上 

     㐃絡会や㢳客満㊊度ㄪ査を中心に、入居者のニーズ把握に努め、可能な㝈り生活環境の整

備を⾜っていく。 

 

㸱 事業ィ画 

       区分 

㡯目 
概  せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員 
備  考 

入居者 職 員 

㐠営管理 

業務ㄪ整会㆟ 㸯回㸭月  㸱㸦㸰㸧  

入㏥居判定会㆟ 㝶時 㸱㸦㸰㸧  

業務ミーティング 毎日 㸰㸦㸯㸧  

健康管理 職員健康デ断 㸯回㸭年 㸱㸦㸰㸧 世田㇂施タ合同 

㜵災対策 㑊㞴カ練 㸯回㸭月 全員 㸱㸦㸰㸧 世田㇂施タ合同 

入居者支援 

入居者の相ㄯ受付 

㠃ㄯ㸦含むご家族、㛵係者㸧 

日常生活支援 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

   

 

   

 

㸯 

㸯 

㸯 

 

申し出に応じて対応 

 

申し出に応じて対応 

 

環境整備 

床清掃 

浴室等共用㒊分清掃 

㸷・㸱月 

毎日 

  

 

世田㇂施タ合同㸦業者委ク㸧 

業者委ク 

⾨生害㥑㝖 㸴回㸭年 全員  世田㇂施タ合同㸦業者委ク㸧 
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⾜事参加 

納涼盆㋀り大会 

合同㐠動会 

㸵月 

10月 

希望者 

希望者 

㸱㸦㸰㸧 

㸯 

世田㇂施タ合同 

世田㇂施タ合同 

友愛ふれあい祭り 10月 希望者 㸱㸦㸰㸧 世田㇂施タ合同 

チャリティーボウリング 11月 希望者 㸯 更生㤋・友愛園と合同 

㐃絡会 毎月 全員 㸰㸦㸯㸧  

懇ぶ会 6月/12月 希望者 㸱㸦㸰㸧  

※職員数㸦 㸧は兼務者 
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5 友愛デイサービスセンター 

㞀害福祉サービス 生活介ㆤ事業 

㌟体㞀害者・児短期入所事業 

 

㸯 前年度総括 

生活介ㆤ事業は、ぢ学者や特別支援学校の実習生を多く受け入れ、5名の新つ利用者を㏄えたが、1

名が特別㣴ㆤ老人ホームへ移⾜し、2名が亡くなられたため、登㘓者は17名となった。体ㄪ不良によ

る㛗期自宅療㣴や㛗期入㝔、外㒊の短期入所サービスの利用による欠席も多く、利用率は低㏞した。 

職員体制では、生活支援員の産休代替職員や㏥職した機能カ練指導員の後任が採用できず、㓄置基

準をかろうじて維持する状況となった。㝈られた職員体制ではあったが職員相互の信㢗と㐃携を図り

ながら、安全・安心なサービスの提供を推㐍することができた。また、新たに2名の生活支援員が喀

痰吸引 3号研修を受ㅮし、医療的ケアを組織的に支える体制を整えた。 

民㛫社会福祉施タタ備改善整備㈝⿵助㔠の給付を受けて実施した事業スペースの移タは、災害時の

㑊㞴を容易にしただけではなく業務の効率化を推㐍し、安全性や生産性の大幅な向上を図ることがで

きた。 

 短期入所事業は、新つに 6名の登㘓者を確保し、安定した継続利用につながっている。空床が出た

㝿には、直ちに利用者家族に㐃絡し利用を促したため、利用率は目標を上回った。しかしながら、委

ク業者の介ㆤ人不㊊が深刻化し、利用ニーズに対応できずサービスの低下を招いている現状を㔜く受

け止め、委ク業者をぢ直し体制を再編することとした。 

 

㸰 㔜点事㡯  

㸦㸯㸧 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧                  

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 

経営の安定化   

㸦㹟㸧生活介ㆤ事業 全職員 対現員利用率80%以上 

㸦㹠㸧短期入所事業 全職員 利用率115%以上 

㹀 

品㉁ 
㸯 

利用者支援の充実   

㸦㹟㸧生活支援 全職員 実施ィ画の㐩成 

㸦㹠㸧健康管理 全職員 実施ィ画の㐩成 

㸦㹡㸧給㣗 㛵係職員 多彩な㣗事メニューの提供 

㸦㹢㸧機能カ練 全職員 実施ィ画の㐩成 

㸦㹣㸧サービスホ価 全職員 㢳客満㊊度90㸣以上 

㹁 

人材 

育成 

㸯 

人材マネジメントの取組み   

㸦㹟㸧人材育成 全職員 
全常勤職員の研修参加と自主勉強会の実
施。せ員の㐺格性の早期ぢ極め 

㸦㹠㸧リスク管理 全職員 不㐺合サービスの発生件数前年度比減 

㸦㹡㸧各業務整備 全職員 実施ィ画の㐩成 

㹃 

その他 
㸯 㛵係者との㐃携 全職員 

全利用者の㛵係機㛵との情報共有と担当
者会㆟への参加 
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㸦㸰㸧㐠営管理  

㸿 経営㈈務 

   㸿㸯 経営の安定化 

㸦㹟㸧生活介ㆤ事業 

・新たなPR媒体を作成し、世田㇂区・特別支援学校・相ㄯ支援事業所・㞀害者団体その他㛵

係機㛵へ営業活動を実施することで、利用者を確保する。 

・大型㐃休中も一㒊㛤所し、サービスの向上と収入確保を目指す。 

・㏻所準備が㛫に合わず㏄㌴バスに乗㌴できないことによる欠席や外㒊短期入所利用後の㏻

所手段がないことによる欠席を㜵ぐため、バス会社と㐃携して 2 便の㏄㌴体制など㏻所手

段を確保する。 

・全職員が協力し合い、ワークライフバランスの確保や体ㄪ管理を徹底し、心㌟の疲弊によ

る㛗期休暇や㏥職者の発生を㜵ぐことで、安定した事業㐠営につなげる。 

・狭㝼なスペースなどタ備的には恵まれない環境ではあるが、サービス内容を継続的にぢ直

すことで、事業独自の強みをぢ出し、競争力を㧗める。 

  㸦㹠㸧短期入所 

・業務全般に㛵わる手㡰書の整備と職員㛫の業務共有化を推㐍し、専任職員不在時のサービ

ス低下を改善する。 

・利用希望にできる㝈り対応するため、委ク業者を変更し、早期に事業経営が安定するよう、

㐃携を強化する。また、委ク業者のぢ直しを機に、従前、利用月の 1 か月前に受付けてい

た利用希望を3か月前からも受付可能とすることを検ウし、利用者確保につなげる。 

・新たなPR媒体を作成し、世田㇂区・特別支援学校・相ㄯ支援事業所・㞀害者団体・㛵係機

㛵などへ営業活動を実施し、利用者確保を㐍める。 

・家族懇ㄯ会を定期的に㛤催し、利用者や家族との㐃携強化と事業の㏱明性を確保する。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 利用者支援の充実 

㸦㹟㸧生活支援  

㸦ア㸧活動の充実 

・利用者のニーズに応じた活動が提供できるよう、利用者の体ㄪを考慮した活動内容や提供

方法をぢ直す。 

・他施タと協力し、自施タ利用者のみならず多くの利用者が楽しめるイベントを提供し、交

流を深める。 

㸦イ㸧㹏㹍㹊の向上 

・各種活動の成果を施タ内外に積極的に発信すると共に、利用者のニーズをサービス内容に

確実に反映させ、社会参加の機会を確保し充実感を得られるようする。 

・利用者のライフステージに応じた情報を発信する他、利用者のニーズや㐺切な介助方法に

ついて家族や㛵係機㛵と共有することで、利用者の生活が㇏かになるよう支援する。 

㸦ウ㸧個別支援ィ画の充実 

・担当者会㆟の参加職員を増やし、多様な職員のど点や専㛛性を反映させることで、充実し

た個別支援ィ画を策定する。 

・相ㄯ支援事業所と㐃携し、サービス等利用ィ画と個別支援ィ画の整合性を保ちながら、利

用者にとって最㐺な支援を提供する。 
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㸦エ㸧生活環境の整備      

・毎月実施している㸲S点検の他、㜵災自主点検を毎日実施し、災害発生も考慮したタ備管理

と環境整備に努める。 

・老朽化したタ備を改善し明るい環境に整えるとともに、事業収支を勘案しながら安心安全

なサービス提供に㈨するためのタ備改修を実施する。 

㸦㹠㸧健康管理 

・掛かりつけ医療機㛵の受デ情報を利用者及び家族と共有し、日々のバイタルサインの測定

値と合わせ、異常の早期発ぢに努める。また、健康に生活し㌟体機能が維持できるよう、

利用者及び家族に健康指導を⾜う。  
・利用者及び家族から聴取した情報を嘱ク医と効果的に共有し、嘱ク医からのアドバイスは

㎿㏿に利用者及び家族へ伝え、安心した㏻所生活を㏦れるよう支援する。 
・㛵係支援事業者と㐃携の機会を増やし、積極的に情報共有を㐍める。 
・安楽な呼吸の確保や側彎の㐍⾜を予㜵するため、腹臥位療法を継続するとともに、有効な

ポジショニングを日常支援に取り入れる。 

・利用者毎の必せな1日当たりの水分摂取㔞を再確ㄆするとともに、家族と㐃携し、㏻日で必

せな水分の確実な提供に努める。 

㸦㹡㸧給㣗 

・利用者の状況に応じた安心安全な㣗事の提供はもとより、給㣗委ク業者と㐃携して利用者

の希望に沿ったリクエスト㣗や、季節感にあふれぢた目も楽しめる⾜事㣗を提供する。 

・㣗事介助の体制やスペースの有効活用を検ウし、安全で楽しい㣗事時㛫を提供する。 

㸦㹢㸧機能カ練 

・定期的な機能カ練や利用者の能力に応じた介助方法により、残存能力の維持と機能向上を図

る。 

・引き続き世田㇂区の技⾡支援事業を活用し、招聘した理学療法士やゝㄒ聴ぬ士の専㛛的など

点のアドバイスに基づき、効果的な機能カ練を提供する。 

㸦㹣㸧サービスホ価 

・提供するサービスの精査に則して㢳客満㊊度ㄪ査の㉁問内容をぢ直し、実効性の㧗いㄪ査

を実施することで、利用者家族のニーズや事業のㄢ㢟を抽出し、サービスの向上を推㐍す

る。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 人材マネジメントの取組 

㸦㹟㸧人材育成 

・全常勤職員が1回以上の外㒊研修を受ㅮし、習得した知㆑や技⾡を内㒊研修で共有し、組織的

なスキルアップとサービスの㉁の向上を図る。また、職員が自己研㛑の結果を発⾲する機会

をタけ、自㌟の成㛗に㈨するとともに、そのぢ㆑を職員㛫で共有することで、組織的な支援

力の向上と職員のプレゼンテーション力を㔊成する。 

・㠀医療従事者による喀痰吸引等ㄆ定従業者の㏣加登㘓を⾜う。 

・国家公務員の介ㆤ体㦂や中学生の福祉体㦂、大学生の社会福祉士実習、インターンシップな

ど様々な分㔝からの実習生を受け入れ、地域交流と福祉人材の育成に㈉献するとともに、実

習を担当する職員の指導力を育成する。 

・利用者の人格を尊㔜した支援の一環として、ゝⴥ㐵いへの㓄慮を徹底する。その状況を職員
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会㆟で確ㄆし、気安いゝⴥ㐵いやゝⴥの乱れを改善することで、接㐝マナーの向上に努める。 

㸦㹠㸧リスク管理 

・リスクマネージャー㣴成研修に参加し、有㈨格者を 1名増やす。 

・全職員がより確実なリスク対応を⾜えるよう、リスクに㛵する内㒊研修を実施する。 

・リスク検ウ会㆟にて月㛫の発生リスクを確ㄆし、再発事案や㔜篤な事故に発展しうる事案を

抽出して対策を検ウすることで、発生㜵止につなげる。 

・リスク改善における短期目標を明確にし、PDCAサイクルを確実に実⾜することで、職員のリ

スク意㆑の向上とリスクの発生を抑制する。 

㸦㹡㸧業務整備 

・サービス内容を抜本的にぢ直し、公平性・専㛛性・効率性を確実に打ちした㉁の㧗いサー

ビスを提供する。 

・業務の平準化を推㐍するため手㡰書を整備し、職員の力㔞や経㦂に依らないサービスを提供

するとともに、職員がムリ・ムダ・ムラなく業務を㐙⾜できる環境を整備する。 

・業務の対応者を明確にした業務スケジュール⾲を策定し、想定されるリスクを事前に排㝖す

る。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 㛵係者との㐃携 

・世田㇂区の主催する自立支援協㆟会へ積極的に参加し、㞀害者支援や地域福祉に㛵する情

報を共有し、㛵係機㛵との㐃携を深める。 

・相ㄯ支援事業所が主導するサービス担当者会㆟に出席し、担当ケースワーカーや㛵係機㛵

との㐃携と利用者支援の強化を図る。 

・短期入所や㏦㏄バスの委ク業者と定期的に情報交換及びサービス向上に向けた会㆟を㛤催

する。 
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㸱 事業ィ画 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

 

ア 職員会㆟ 

イ 生活支援員会㆟ 

ウ 活動会㆟ 

エ 業務ㄪ整会㆟ 

オ 看ㆤ師会㆟(友愛デイ) 

カ リスク検ウ会㆟ 

キ ケース会㆟ 

ク サービスプラン㠃ㄯ 

ケ 短期入所ㄪ整会㆟ 

コ 苦情ゎ決委員会 

サ 介ㆤ職員会㆟ 

シ 相ㄯ員等会㆟ 

ス 看ㆤ師会㆟(世田㇂施タ) 

セ 世田㇂区㌟㞀施タ㛗会 

ソ 短期入所施タ㐃絡会 

タ 利用ㄪ整会㆟ 

チ 委ク業者協㆟会 

ツ 自立支援協㆟会 

 

テ 医療的ケア提供施タ会㆟ 

ト 㧗次脳機能㞀害㛵係施タ 

㐃絡会 

 

月1回 

月1回 

㝶時 

月1回 

月1回 

月1回 

㝶時 

年2回 

㝶時 

㝶時 

月1回 

月1回 

年6回 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

 

㝶時 

年4回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員 

生活支援員 

㛵係職員 

職種代⾲ 

看ㆤ師 

リスク担当 

全員 

全員 

㛵係職員 

㛵係職員 

生活支援員 

㛵係職員 

看ㆤ師 

センター㛗 

センター㛗 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

センター㛗 

生活支援員 

 

 

 

 

 

 

 

リスクマネジメント 

 

モニタリングを含む 

 

 

 

情報交換 

同上 

㛵係者の情報交換 

同上 

新つ利用者のㄪ整 

委ク業者との意ぢ交換 

㛵係機㛵の㐃携強化・情

報交換 

情報交換 

情報交換 

 

②職員研修 ア 内㒊研修 

・スキルアップのための各職

種による研修 

イ 法人研修 

・基礎ㅮ座 

・⾨生ㅮ座 

・リハビリテーションㅮ座 

・会ィ経営ㅮ座 

ウ 外㒊研修 

 

㝶時 

 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

  

全員 

 

全員 

未受ㅮ者 

未受ㅮ者 

未受ㅮ者 

未受ㅮ者 

全員 

 

伝㐩研修を含む 
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③健康管理 ア 定期健康デ断 

イ 検便 

年㸯回 

毎月 

 

 

全員 

全員 

 

 

④㜵災対策 ア 㑊㞴カ練 

イ 安全委員会 

ウ ㏻所バス㑊㞴カ練 

毎月 

奇数月 

1回 

全員 

 

全員 

全員 

担当職員 

全員 

 

 

㏻所バス毎に実施 

(2)利用者支援 

①支援方㔪 

 

ア サービスプラン作成 

イ サービスプラン㠃ㄯ 

ウ 㛵係事業者担当者会㆟ 

 

㏻年 

年2回 

㝶時 

 

全員 

全員 

全員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

ケース担当 

 

プラン変更は㝶時 

 

情報共有・支援強化 

②健康管理 ア バイタルチェック 

ウ 体㔜測定 

エ 健康指導(健デ) 

毎日 

月1回 

月1回 

全員 

全員 

全員 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

嘱ク医師 

 

 

③家族会・懇ㄯ会 ア 事業報告㺃情報提供等 

  ・家族会 

  ・懇ㄯ会 

 

年2回 

年6回 

 

家族 

家族 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

④⾜事 ア デイ主せ⾜事 

・ゆとり外出 

・ㄢ外活動 

・季節⾜事 

・宿泊活動 

イ 法人三大⾜事 

・盆㋀り 

・合同㐠動会 

・ふれあい祭り 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

7月 

10月 

10月 

 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

 

 

 

 

 

 

 

(3)実習生・ボラン

ティア受入 

ア 目㯮短期大学実習 

イ 国家公務員初任⾜政研修 

ウ 職場体㦂実習 

エ インターンシップ実習 

オ 昭和女子大実習 

未定 

6月・7月 

3月 

㝶時 

11月・12月 

 㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

1回2名 

1回3名 

1回2名 

 

1回1名 
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㸴 友 愛 ホ ー ム 

㸦㣴ㆤ老人ホーム㸧 

㸯 前年度総括 
前年度の収支状況については、利用率は目標値の年㛫平均 97.0㸣を㐩成し、収支状況も㸱期㐃続で㯮字

を㐩成するぢ㎸みである。㏆年、措置施タである㣴ㆤ老人ホームの経営は厳しさを増しており、世田㇂区

からの措置者は急激に減少している。そのため、これまでに利用がなかった㒔内福祉事務所に営業範囲を

拡大しリーフレットや空床情報を発㏦した。その結果㸯件の新つ㛤拓につながった。⾜政側の措置理由に

家庭内㹂㹔による保ㆤケースが増加傾向にあり、これらに対応する受入れ及び支援方法の確立がより一層

求められると思われる。また、収入安定を図るため施タ機能強化推㐍㈝加算(世田㇂区)の取得範囲拡大も

㐍めており、加算㢠は微増だが施タサービスの充実が施タ収入に結びつくように㐍めた。 

利用者サービスでは、生きがい活動及び介ㆤ予㜵サービスの充実として㡢楽療法士を招き個別の㡢楽

セラピーを㏻年の活動として導入した。また、サービスマナー向上研修、人権擁ㆤ及び㧗㱋者待㜵止

研修をそれぞれ㸰回実施した結果、㢳客満㊊度ㄪ査のホ価が前年度比で改善した。一方、利用者のせ介ㆤ

者の増加はⴭしく支援員の業務も日々の㏻㝔支援に係る業務に大きく時㛫が割かれている。また、自立歩

⾜者の㌿倒は㦵折を伴い㛗期入㝔と介ㆤ㔜度化のせ因にもなっている。来年度は、事故㜵止強化のほ点か

ら利用者の「安心・安全」の生活環境を整備し、職員の育成及びワークライフバランスの更なる充実に努

めていく。 

 

㸰 㔜点事㡯 

 (1)  方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目 標 値 

㸿 
㈈務 
経営 

㸯 

安定的な事業経営 

(a)利用率の向上 

(b)働きやすい職場環境の改善 

(a)相ㄯ員 
(b)全職員 

(a)利用率目標97㸣以上 

(b)①有給休暇の10日以上取得(全員) 

  ②ムリムダ時㛫の抽出 

㹀 
品㉁ 

㸯 

利用者支援の充実 

(a)ゼ問デ療の導入検ウ 

(b)社会復帰促㐍につながる取り組み 

(c)マンツーマンサービスの継続実施 

(a)看ㆤ師 
(b) 
①支援員②
相ㄯ員 

(c)支援員 

(a)往デ医利用の仕組み作りの検ウ 

(b)①利用者活㌍の機会の確保 

  ②施タ機能強化推㐍㈝加算となる事業

の検ウ 

(c)年 18回以上実施 

㸰 

情報提供の充実 

(a)㐺切な案内放㏦とアナウンス 

(b)周知情報のぢえる化 

(c)サービス結果のぢえる化 

サービス向
上委員会 

CSㄪ査当ヱ㡯目満㊊度77㸣以上 

㸱 福祉サービスホ価等の継続 

(a)MS検ウ
委員 

(b)相ㄯ員、
栄㣴士 
(c)相ㄯ員 

(a)ISO内㒊監査の実施 

(b)㢳客満㊊度ㄪ査の実施 

(c)福祉サービス第三者ホ価の実施 
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㹁 
人材 
育成 

㸯 

人材育成マネジメント 

(a)ィ画的な人材育成 

(b)内㒊研修の㛤催 

(a)役職者 

(b)研修担
当者 

(a)①第三者ホ価結果を㋃まえたキャリア

パス基準の検ウ・作成 

  ②個別研修ィ画の実施継続 

(b)①事故㜵止対策研修㸦㸰回実施㸧 

②感染症対策研修㸦㸰回実施㸧 

③㧗㱋者待㜵止研修㸦㸰回実施㸧 

④伝㐩研修㸦㸰回実施㸧 

㹃 
その
他 

㸯 

「安心・安全」な活動環境の整備 

(a)感染症対策 

(b)事故㜵止対策 

(c)災害時・緊急時の対応整備 

(a)清掃業

務管理係 

(b)事故㜵止

対策委員会 

(c)施タ内
安全委員 

(a)循環型浴槽定期消毒によるレジオネラ

症㜵止対策㸦発生ゼロ㸧 

(b)㌿倒事故による入㝔者減少 

(c)①BCP策定㸦9月㸧 

②東京㒔ガイドラインを㋃まえたマニュア

ルの検ウ・作成 

 

(2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 安定的な事業経営 

今年度は、㸳月の 10 㐃休や有給休暇取得の義務化、更に 10 月からの消㈝税増税など事業㐠営に大きく

影㡪することが予測されるため、確実に事業ィ画の推㐍を図っていく。 

㸦㹟㸧利用率の向上 

世田㇂区はもとより、㒔内所管窓口及び福祉事務所への営業活動範囲を拡大し、措置理由の傾向を分

析し、その対策をㅮじながら利用率目標値 97㸣以上を目指していく。また、引き続き、定期的な収支状

況の把握に努めていく。 

㸦㹠㸧働きやすい職場環境の改善 

ワークライフバランスの充実により人材の確保・定着につなげていく。 

①職員全員が有給休暇10日以上を取得できる職場環境を掲げて業務ィ画を作成していく。 

②グ㘓の回ぴ方法、書㢮の整理整㡻、会㆟・ミーティングの時㛫の短縮など効率的改善ができるもの

を抽出し㐍めていく。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 利用者支援の充実 

㸦㹟㸧ゼ問デ療の導入検ウ 

   せ介ㆤㄆ定者の㏻㝔支援業務は、㏻㝔同⾜加算の㠀対㇟者のため加算ㄳ求につながらない業務であ

り、その他の支援業務のしわ寄せになっている。そのため、ゼ問デ療導入等が㐍められるように検ウ

していく。 

㸦㹠㸧社会復帰促㐍につながる取り組み 

①利用者の活㌍の機会を確保するため、現在の㣗堂椅子拭きやゴミ㞟め等の自主的な㈉献活動をホー

ム公ㄆの㈉献活動とし承ㄆすることで更なる自主性を促し、その延㛗線上に地域住民としての㏆㞄地

域への活動につなげていく。 

②アルコール等依存症を抱える社会復帰困㞴者への積極的な取り組みとして、利用者参加型の研修を

㛤催する。 



 41 

㸦㹡㸧マンツーマンサービスの継続実施 

   前年度の実施㢖度は低ㄪであったが、職員アンケートの結果から確実な機会の確保をせ望する意ぢ

が」数あった。今年度は年㛫 18件以上の実施目標を立て月㛫ィ画に織り㎸む。 

㹀㸰 情報提供の充実 

   㢳客満㊊度ㄪ査の結果、「案内放㏦が聴き取りにくい。」「予定変更の知らせがわかりにくい。」など

利用者から改善のせ望が聞かれたので、下グの実㊶により CSㄪ査当ヱホ価77㸣以上を目標に取り組み

を㐍めていく。 

㸦㹟㸧案内放㏦マニュアルを作成し、職員全員がアナウンス力を向上させる。 

㸦㹠㸧前年度タ置したデジタルサイネージを活用し予定や周知情報をわかりやすく可ど化する。また、

⾜事などの活動を投影し利用者にサービスを再確ㄆしてもらう機会を広げる。 

㸦㹡㸧広報ㄅ「友愛ホームだより」を年㸰回以上発⾜し、ホームの取り組みやサービス情報、その結

果をわかりやすく伝えるものにする。 

㹀㸱 福祉サービスホ価等の継続 

㸦㹟㸧ISO内㒊監査の実施 

事業所㛫内㒊監査を更新審査への予審と捉え、改善活動を㐍めていく。 

㸦㹠㸧㢳客満㊊度ㄪ査の実施 

     前年度のㄪ査結果から、「情報提供の充実」についてホ価値が向上しているか確ㄆする。 

㸦㹡㸧福祉サービス第三者ホ価の実施 

    「さらなる改善が望まれる点」として下グの取り組みを強化する。 

    ①ホームが求める人材確保と定着を促㐍し、安定したサービス提供の向上の取り組み。 

    ②これまでの成果に㋃まえた更なる事故の未然㜵止の効果的取り組み。 

③利用者がホームの自治会的活動を㏻して社会性を㧗めていくことで、ホーム外の地域活動につ 

なげる取り組み。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 人材育成マネジメント 

㸦㹟㸧ィ画的な人材育成 

  ①福祉サービス第三者ホ価により示された㣴ㆤ老人ホーム㸦友愛ホーム㸧としてのキャリアパス基準

の検ウ・作成を㐍め、法人や施タが求める人材像を共有していく。 

  ②個別研修ィ画をキャリアパス実現のツールとして活用するため、職員の個別㠃ㄯを実施する。 

㸦㹠㸧内㒊研修の㛤催 

  ①事故㜵止対策検ウ委員会は、㌿倒㜵止を中心とした事故㜵止対策研修を年㸰回以上実施する。 

  ②感染症対策委員会は、㐺時㐺切な感染症対策研修を年㸰回以上実施する。 

  ③㧗㱋者待㜵止対策委員会は、㌟体拘束㜵止の取り組みを含む研修を年㸰回以上実施する。 

  ④伝㐩研修では、外㒊研修で得た知㆑・情報を伝㐩発⾲する機会とし年㸰回以上確保する。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 「安心・安全」な活動環境の整備 

㸦㹟㸧感染症対策 

  循環型浴槽の定期消毒を実施し、レジオネラ症㜵止対策の強化を図る。 

㸦㹠㸧事故㜵止対策 

  ㌿倒事故を中心に㐣去事例の原因分析及び対策を検ウし、手すりやセンサー㢮を増タするなどの取り
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組みを検ドしていく。 

㸦㹡㸧災害時・緊急時の対応整備 

  ①安全委員を中心に㸷月までに㹀㹁㹎を策定する。 

②救急㌴せㄳ時の対応及び緊急㐃絡体制の再点検を⾜い、利用者及び職員の安心・安全につなげていく。 

 

㸱 事業ィ画 

①会㆟・委員会等 

名   称 内     容 実施回数 対 ㇟ 者 

業務ㄪ整会㆟ 

職員会㆟ 

支援員会㆟ 

感染症対策委員会 

事故㜵止対策検ウ委員会 

㌟体拘束㜵止対策委員会 

㧗㱋者待㜵止対策委員会 

㔜度化対策検ウ委員会 

サービス向上委員会 

ケース会㆟ 

申し㏦り 

内㒊職員研修会 

ホーム㐠営上の㔜せ事㡯の方㔪決定 

周知事㡯の確ㄆ、全体処㐝の検ウ㺃決定 

支援内容と支援員業務についての検ウ 

感染症対策及び安全⾨生に㛵する検ウ 

事故㜵止及び再発㜵止の具体策検ウ 

㌟体拘束㜵止及び対策検ウ 

権利擁ㆤ及び㧗㱋者待㜵止対策検ウ 

ADL等低下者の処㐝方㔪の検ウ・決定 

㔜点施策の㐍捗推㐍 

個別支援ィ画の検ウ 

日々の支援状況の確ㄆ 

感染症対策研修 

事故㜵止対策研修 

㧗㱋者待㜵止(㌟体拘束㜵止)研修 

伝㐩研修 

 月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

㸱月毎 

月㸯回 

年㸰回 

年㸰回 

㸱月毎 

㝶 時 

月㸯回以上 

朝・夕 

年㸰回 

年㸰回 

年㸰回 

年㸰回 

園㛗・各職種代⾲ 

全職員 

支援員 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

指定職員 

全利用者㸦年2回以上㸧 

園㛗・指定職員 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

㢳客満㊊度ㄪ査 

福祉サービス第三者ホ価 

ISO内㒊監査 

職員アンケート 

㹁㹑アンケートㄪ査 

職員アンケート及び利用者ㄪ査 

事業所㛫監査 

㹃㹑アンケートㄪ査 

年㸯回 

年㸯回 

年㸯回 

年㸯回 

全利用者 

全職員・全利用者 

全職員 

全職員 

 

② ㅖ⾜事 

        区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 
備  考 

主な⾜事 

お花ぢ 

ミニ㐠動会 

バスハイク 

七夕 

盆㋀り大会 

敬老会 

合同㐠動会 

宿泊旅⾜ 

ふれあい祭り 

 

桜木名所めぐり 

屋上にて㐠動会 

日帰り旅⾜ 

屋上にて夕涼み 

地域交流 

敬老と㛗寿を祝う 

地域交流 

一泊バス旅⾜ 

地域交流 

 

㸲月 

㸳月 

㸳月 

㸵月 

㸵月 

㸷月 

㸷月 

㸯㸮月 

㸯㸮月 

 

 

 

社会ぢ学 

 

法人三大⾜事 

 

法人三大⾜事 

社会ぢ学 

法人三大⾜事 
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花火をほる会 

忘年会 

新年祝㈡会 

節分・㇋まき 

懇ㄯ会 

全体会 

グループ別懇ㄯ会 

   

家族会 

給㣗⾜事 

よりどりランチ 

ホーム喫茶 

創立グ念日特別献立 

㟷空ランチ 

その他の⾜事 

映画㚷㈹会 

変わり湯 

法せ 

節句 

マンツーマンサービス 

屋上にて花火㚷㈹ 

年忘れの宴会 

新年祝いの㞟い 

節分⾜事 

 

全利用者への情報伝㐩 

利用者ニーズの把握・情報共

有等 

家族等との意ぢ交換 

 

バイキング㣗等 

喫茶と㡢楽演奏 

特別弁当 

㔝外㣗 

 

 

 

彼岸の法せ 

桃、端午など節句㣭り 

個別希望の外出など 

㸯㸮月 

㸯㸰月 

㸯月 

㸰月 

 

月㸯回 

㝶 時 

 

年㸯回 

 

年㸰回 

年㸰回 

㸷月 

㸯㸮月 

 

毎 月 

毎 月 

3・9月 

3・5月 

毎 月 

玉川花火大会 

 

 

 

 

全利用者対㇟ 

グループ利用者・担当職員・他 

 

全職員・利用者家族 

 

 

 

 

 

 

 

憩いの場でのおやつ提供 

砧ホームとの合同 

㣭りつけ 

希望利用者対㇟ 

 

② 介ㆤ予㜵活動 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 
備考 

のびのびグループ 

石渡体操 

友㐟会 

ゲートボール 

朝の体操 

アニマルセラピー 

外出クラブ 

㡢楽タイム 

個別㡢楽療法 

アロマセラピー 

㡢楽療法 

石渡先生による体操 

㈙い物や㏆㞄散策 

ゲームを㏻しての㐠動 

ラジオ体操など 

動物とのふれあい 

㈙い物や外㣗など 

ピアノと合唱 

歌と演奏の個人教室 

リラクゼーションタイム 

月㸱回 

月㸰回 

月㸰回 

月㸰回 

毎 日 

㝸 月 

毎 月 

月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

深井眞理子 

石渡敬一㑻 

 

世田㇂区㹅㹀協会 

 

早田由㈗子 

 

米田 恵子 

小畑 あや 

変わり湯で実施 
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③ グループワーク 

ホームの活動には、地域住民が参加できる㸳つの活動がある。 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 
備考㸦ㅮ師名㸧 

書㐨㸦地域参加㸧 

ペン習字㸦地域参加㸧 

⳹㐨 

リ吟㸦地域参加㸧 

歌の会㸦地域参加㸧 

楽しい歌声会 

絵手紙㸦地域参加㸧 

工作 

料理・おやつ 

書㐨 

ペン習字 

⳹㐨 

リ吟指導 

日本の歌合唱 

日本の抒情歌等合唱 

絵手紙指導 

季節に合わせた作品作り 

ㄪ理とヨ㣗 

月㸰回 

月㸰回 

月㸰回 

月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

㝶時実施 

月㸯回 

 

 

 

⸨田 清也 

 

末木江津子 米田恵子 

山田たき子 

 

④ 健康管理 

 嘱ク医師との㐃携を⾜い日常の健康管理や必せに応じて⸆の管理を⾜う。 

 

       区分 

事㡯 

概    せ 
実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 

備  考 
利用者 職 員 

健康デ断 

 

健康デ断 

 

健康維持活動 

インフルエンザ予㜵 

デ察・医療相ㄯ 

定期健康デ断 

新つ入所健康デ断 

基本健康デ査 

歯科検デ 

全体会等 

予㜵接種 

健康に㛵する相ㄯ 

年㸰回 

㝶時 

ㄌ生月又はその前後 

㝶時 

年㸰回 

年㸯回 

毎月第1火曜内科 

毎月第2㺃4月曜精神科 

毎日 看ㆤ師 

全 員 

入所者 

全 員 

対㇟者 

全 員 

希望者 

看ㆤ師 

〃 

 

契約医 

看ㆤ師 

全 員 

嘱ク医 

〃 

看ㆤ師 

嘱ク医 

 〃 

世田㇂区医療機㛵 

 

⑤ 給㣗・栄㣴に㛵する支援 

  ⾜事㣗やお楽しみ献立など㣗事の提供方法に工夫し給㣗満㊊度の向上に努める。また、個別栄㣴管理

について多職種と情報共有し利用者の健康管理につなげていく。 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

㣗事アンケート 

個別栄㣴管理 

残さいㄪ査㐌㛫 

栄㣴情報のㄝ明 

栄㣴情報提供活動 

特別㑅択㣗 

お楽しみ献立 

㣗事に㛵するアンケート 

栄㣴スクリーニングの実施 

㣗事の残㣗状況のㄪ査・分析 

㣗事・栄㣴情報のㄝ明 

栄㣴に㛵する情報等の掲示 

2種㢮の料理からの㑅択 

季節の特別献立 

年㸯回 

㝶 時 

毎 月 

㝶 時 

㝶 時 

月㸯回 

月㸯回 

全 員 

〃 

〃 

  〃 

〃 

〃 

〃 

栄㣴士 

〃 

〃 

〃 

〃 

㸫 

㸫 
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㸵 友 愛 Ⲯ  

㸦特別㣴ㆤ老人ホーム㸧 

㸯 前年度総括 

   移㌿改築については、10 月にィ画書提出、11 月に現地ㄪ査と協㆟書提出、12 月に初

回ヒヤリングを⾜い、手続きは予定㏻り㐍んでいる。今後は 5 月に最終ヒヤリング、7

月に最終審査会を経て 8月下旬に内示の予定となっている。内示後は入札、工事着工と

なるが、既存施タの老朽化も深刻な状態にあるため、工期が㐜れないよう準備を㐍めて

いく。 

ユニットケアの研修においても、今年度で 7施タ、延べ 48 人の職員が施タぢ学に参加

し、ユニットのイメージが持てるよう取り組んだ。今後も施タぢ学をィ画し、多くの職

員が参加できるよう体制を整備する。 

稼働率については、前年度より入㝔者数が減少したが、㏥所後の空床をすぐに埋めら

れなかったために目標値を㐩成することができなかった。再度手㡰のぢ直しと確実な実

⾜ができるよう居宅支援事業所や老健・病㝔との㐃携を強化し、㏥所後 7 日以内に入所

できるように取り組んでいく。 

事例研究発⾲においては、「特㣴からの卒業」と㢟した事例が法人で理事㛗㈹、町田市

で市㛗㈹を受㈹したことで、職員のモチベーションも上がり大きな自信につながった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧                     

   

方㔪 

 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 改築に向けた取り組み 移㌿改築準備室 

最終ヒヤリング 5月 

⿵助内示 8月 

工事入札 10月 

工事着工 11月 

㸰 経営の㯮字化 相ㄯ係 

ベッド稼働率98% 

㏥所後㸵日以内の入所 

居宅事業所、老健・病㝔との㐃携強化 

㹀 

品㉁ 

㸯 ケアの品㉁向上 介ㆤ係 
チームケアの導入 

利用者体㦂の実施 

㸰 ユニットケア研修 㛵係職種 

施タぢ学 

ユニットリーダー研修受ㅮ 3人 

外㒊ㅮ師研修 

㸱 医療ニーズへの対応 介ㆤ係 喀痰研修修了者の増加 2人 

㸲 ニーズへの対応 㛵係職種 
友愛GOによる外出・外㣗支援の実施 

夢プロの継続 

㹁 

人材 

育成 

㸯 コア人材の育成 教育委員会 
ユニットリーダー候⿵の育成 

中堅職員のOJT実施 

㸰 専㛛性の向上 全職員 
伝㐩ㅮ習の実施 2回 

介ㆤ技⾡研修の実施 3回 
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㹃 

その他 

㸯 地域との㐃携強化 相ㄯ係 

ゆうあい広場での地域交流 

保育園とのクリスマス会合同㛤催 

「こども110番の家」登㘓 

㸰 移㌿先地域との㛵係構築 移㌿改築準備室 

南大㇂町会 

本町田町会 

本町田団地自治会 

 

(2) 㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 改築に向けた取り組み 

前年度の手続きは予定㏻り㐍んだが、今後は 5 月に最終ヒヤリング、㸵月に最終審

査会を経て 8 月下旬に内示の予定となっている。内示後は入札、工事着工となるが、

既存施タの老朽化も深刻な状態にあるため、工期が㐜れないよう準備を㐍めていく。 

㸿㸰 経営の㯮字化 

居宅事業所、老健、病㝔と㢦のぢえる㛵係を築きながら㐃携を強化し、7 日以内に新つ利用

者が入所できるようにすることを目標として取り組み、稼働率 98%を目指して取り組んでいく。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 ケアの品㉁向上 

  ユニットケアの導入として、職員をチームに分け、情報共有しやすい環境を整え、チームケ

アに取り組んでいく。チームリーダーを中心に、日常のケアの方法やニーズに応えるための具

体策を検ウし、個別ケアへのイメージが持てるようにする。 

  また、利用者の置かれている環境を理ゎし、安全・安心な空㛫を提供する方法を考えるきっ

かけ作りとして、職員の利用者一日体㦂を実施する。 

㹀㸰 ユニットケア研修 

    職員がユニットケアのイメージが持てるよう継続して施タぢ学や研修への参加を㏻し、具体

的なケアの内容を学ぶ機会をタけ、知㆑と理ゎを深めながら意欲向上と意㆑改㠉を図る。 

    また、介ㆤ主任、副主任が先⾜してユニットリーダー研修へ参加し、職員の不安や疑問をゎ

消する役割を担う。   

㹀㸱 医療ニーズへの対応 

喀痰吸引の必せな利用者のニーズは㧗く、受け入れ条件を拡大するとともに、夜㛫帯の安全

を確保するために㈨格保有者を 2名以上増やす。 

㹀㸲 ニーズへの対応 

    2年㛫取り組んできた「夢プロ」は夢を実現するためのプロセスをケアプランに取り入れる。

これまでもニーズが㧗かかった外出・外㣗支援については、新たに「友愛 GO」として年㛫ィ 

画に位置付け、利用者の生活の㉁の向上に取り組む。 

 㹁 人材育成 

㹁㸯 コア人材の育成 

  ユニットリーダー候⿵を育成し、意欲の向上を図る。また、中堅職員を対㇟とした OJTを実

施し、新人職員の教育を担えるようにすることで教育体制を整備し、働きやすい職場つくりを

目指す。   

㹁㸰 専㛛性の向上 

  外㒊研修で得た知㆑と技⾡の伝㐩ㅮ習を実施し、情報共有することで全体のスキルアップに
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繋げる。また、職員からせ望が㧗い介ㆤ技⾡の実務研修を⾜い、自分のケアをぢ直し意㆑改㠉

や技⾡の習得に努めケアの㉁の向上を図る。     

 㹃 その他 

㹃㸯 地域との㐃携強化 

  ㏆㞄小学校の「こども 110番の家」に登㘓し、社会㈉献の一端とする。 

    また、毎年㛤催している「ゆうあい広場」は、より多くの方に参加していただけるよう工夫

し、地域の方との交流を強化する。 

    ㏆㞄保育園との合同クリスマス会は、昨年利用者に好ホだったことから、今年度も継続する。     

㹃㸰 移㌿先地域との㛵係性構築 

  今後、住民ㄝ明会や建タ工事が予定されているため、㏆㞄住民の皆様の理ゎを得られるよう

移㌿先地域の⾜事等に参加しながら㛵係を構築していく。 
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㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

 

・業務ㄪ整会㆟ 

・職員会㆟ 

・ケア会㆟ 

・リーダー会㆟ 

・医務会㆟ 

・給㣗会㆟ 

・㆙備会㆟ 

・移㌿改築準備室会㆟ 

 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

年2回 

㝶 時 

 

 

 

 

㛵係職員 

全職員 

㛵係職員 

介ㆤ係 

医務係 

㛵係職員 

庶務㒊 

担当職員 

 

 

 

 

 

 

委ク業者 

委ク業者 

② 委員会 ・教育委員会 

・待㜵止委員会 

・㌟体拘束廃止委員会 

・安全委員会 

・⾨生委員会 

・感染対策委員会 

・事故㜵止委員会 

・ISO委員会 

・サービス向上委員会 

・第三者苦情委員会 

・入所検ウ委員会 

月1回 

月1回 

年4回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

㝸 月 

㝸 月 

 㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊委員 

外㒊委員 

③ 職員研修 ・外㒊研修 

・法人内研修 

・ユニットケア研修 

・喀痰研修 

・内㒊研修 

  待㜵止 

  ㌟体拘束 

  感染予㜵 

  事故予㜵 

  伝㐩ㅮ習 

  介ㆤ技⾡ 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

 

年1回 

年1回 

年2回 

年1回 

年2回 

年3回 

 㛵係職員 

㛵係職員 

対㇟職員 

対㇟職員 

 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

対㇟職員 

全職員 

 

法人教育委員会 

 

④ 研究㒊会 ・摂㣗㒊会 

・排泄㒊会 

・入浴㒊会 

・〟瘡㒊会 

・看取り㒊会 

・友愛GO㒊会 

 

月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

㝶 時 

月1回 

 㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員  

 



 49 

     区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

⑤ 健康管理 ・定期健康デ断 

・ストレスチェック 

・夜勤者健康デ断 

・インフルエンザ予㜵接種 

・検便 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

月1回 

 全職員 

全職員 

㛵係職員 

全職員 

全職員 

 

(2) 利用者サービス 

 ① 介ㆤ方㔪 

 

 

 

 

・ケアプランの作成 

・ケアプラン会㆟ 

・サービス担当者会㆟ 

・臨時ケアプラン会㆟ 

・ケース会㆟ 

 

年1回 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

  

ケアマネ 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

 

家族同席 

 

 ② 家族会との㐃

携 

・家族会懇ㄯ会 

・給㣗ヨ㣗会 

年2回 

年1回 

 担当職員 

担当職員 

4月・9月 

4月 

 ③ ニーズ把握 

 

・利用者懇ㄯ会 

・給㣗懇ㄯ会 

月1回 

年1回 

希望者 

希望者 

担当職員 

栄㣴士 

 

10月 

 ④ 健康管理等 

 

 

 

 

 

・定期健康デ断 

・体㔜測定 

・⾑圧測定 

・インフルエンザ予㜵接種 

・内科往デ 

・精神科往デ 

・歯科往デ 

・各科受デ 

年1回 

月1回 

毎 日 

年1回 

㐌1回 

月2回 

㐌1回 

㝶 時 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

㛵係職員 

看ㆤ師 

5㹼12月中 

 

 

11月中一斉 

 ⑤ 給㣗㛵㐃 

 

 

 

 

 

・嗜好ㄪ査 

・残⳯ㄪ査 

・栄㣴ケアプラン 

・⾜事㣗 

・㑅択㣗 

・セレクトおやつ 

年1回 

毎 日  

㝶 時 

年6回 

月2回 

年3回 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

 

 

 

 

 ⑥ 機能カ練㛵㐃 ・㌟体機能ホ価 

・機能カ練 

・㌴椅子シーティング 

・ポジショニング 

3ヶ月毎 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

全 員 

全 員 

対㇟者 

対㇟者 

機能カ練指導員 

機能カ練指導員 

機能カ練指導員 

機能カ練指導員 
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     区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

 ⑦ ⾜ 事 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お花ぢ地域交流会 

・盆㋀り大会 

・敬老祝㈡会 

・合同㐠動会 

・地域交流散歩 

・友愛Ⲯの日45’ 

・クリスマス会 

・新年祝㈡会 

・友愛シネマcafé 

・友愛㹅㹍 

4月 

8月 

9月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

年3回 

月1回 

全 員 

全 員 

全 員 

希望者 

希望者 

全 員 

全 員 

全 員 

希望者 

希望者 

担当職員 

全職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

 

 ⑧ 各教室 

 

 

 

 

・⳹㐨 

・カラオケ 

・日本舞㋀ 

・大正琴 

・レクリエーション 

 

月1回 

月2回 

月1回 

月1回 

月2回 

 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

 ⑨ 日常生活 ・ㄌ生会 

・健康体操 

・理美容 

毎 月 

毎 日 

月1回 

全 員 

全 員 

希望者 

担当職員 

介ㆤ職員 

担当職員 

 

(3) その他 

① 㜵 災 等 

 

・法定タ備、器具整備点検 

・㜵災カ練 

・地域合同総合カ練 

・参㞟カ練 

・炊出しカ練 

・㉳㟈㌴体㦂 

・備品確ㄆ 

・建物、タ備の点検 

・㟁気工作物点検 

・㠀常㏻報置保守点検 

・灯油地下タンク検査 

・ボイラー点検 

 

 

年2回 

毎 月 

 6月 

9月 

10月 

10月 

10月 

㝶 時 

年4回 

年㸵回 

年1回 

年㸯回 

 

  

委ク業者 

㛵係職員 

全 員 

対㇟職員 

全 員 

全 員 

㛵係職員 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 
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     区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

② 環境⾨生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・害㥑㝖消毒 

・㈓水槽検査清掃 

・煤煙検査 

・床清掃 

・エレベータ点検 

・水㉁検査 

・廃棄物処理 

・循環型浴槽の清掃・消毒 

・循環型浴槽の点検・清掃 

・循環型浴槽の細⳦検査 

年2回 

年1回 

年2回 

年4回 

年4回 

毎 日 

㝶 時 

毎 日 

年2回 

年㸯回 

 

 

 

 

 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

㛵係職員 

委ク業者 

委ク業者 

 

③ 地域交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゆうあい広場 

・ボランティア受入れ 

  ⾜事 

  傾聴 

  清掃 

  各教室 

  ⳹㐨 

カラオケ 

  日本舞㋀ 

  大正琴  

   レクリエーション 

・各保育園 

・各幼稚園 

・ボーイスカウト 

・㞀害者就労支援事業所 

年1回 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

月1回 

月2回 

月1回 

月1回 

月2回 

㝶 時 

㝶 時 

7月 

㝶 時 

 

 

 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

 

④ 実習生受入 

 

・介ㆤ福祉士 

・中学生職場体㦂 

・特別支援学校インターンシ

ップ 

㝶 時 

年1回 

㝶 時 

 担当職員 

担当職員 

担当職員 
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㸶 砧 ホ ー ム 

㸦特別㣴ㆤ老人ホーム㸧 

㸯 前年度総括 

  介ㆤ人員の確保による3㝵5床の復旧を前提とした稼働率95㸣の目標は、結果として叶わず92.7㸣

に留まった。人口減少は、ことに生産年㱋人口が減少する人口動態にあり、同時に㧗㱋者施タが乱立

する異常事態においては、介ㆤ人員ましてや優秀な職員の確保は益々困㞴となり、事業㐠営に大きな

影をⴠとしている。 

品㉁㠃では、ソフト㠃において、サービスマナーの推㐍や安全⾨生活動の充実が図られた、ハード

㠃においては、リビングのエアコン改修や消火器の㌿倒㜵止バンドのタ置など生活環境の改善が図ら

れた。 

専㛛性の向上では、7月にキャリア段位のㄆ定者 2名の㍮出も大きな前㐍であったが、「第 13回㧗

㱋者福祉研究大会アクティブ福祉 in 東京’18」において介ㆤ職を中心とした組織づくりの発⾲が日

本介ㆤ福祉士㣴成施タ協会㛗㈹を受㈹できたことは快挙であり、同大会史上初となる 4年㐃続受㈹施

タとして歴史に残る大きな名となった。 

その他、社会への㈉献では、東京㒔の次世代介ㆤ機器のモデル施タとして、国内外から㏙べ 300名

以上のぢ学者を案内することでその役割を果たした。また、就業環境の向上では、ICT㸦情報㏻信技

⾡㸧の導入と㐠用の実㊶がホ価されて、次年度は東京㒔から普及啓発のモデルとなる先㐍活用施タと

しての活㌍が期待される状況となった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担当 目 標 値 

㸿 

経営 

㈈務 

1 

 

経営の安定化 
相ㄯ・ 

経理係 
ベッド稼働率維持㸦95㸣㸧 

㹀 

品㉁ 

 

1 

 

安全と安心の充実 各WG 

①サービスマナー及び人権擁ㆤ意㆑の向上㸦勉強会、チェ

ックリスト、ストレスマネジメント㸧の実施 

②安全⾨生活動㸦KYT活動㸧の実施 

㹁 

人材 

育成 

 

1 
専㛛性の向上 

介ㆤ・医務・ 

相ㄯ係 

①キャリア段位ㄆ定者の増加㸦年2名㸧 

②各種勉強会の実施㸦毎月1回㸧 

③口腔ケアの㉁の向上㸦ケア方法の改善㸧 

④ICFに基づいたケアプランの作成と定着㸦利用者個別外

出支援の実施を含む㸧 

⑤アクティブ福祉in東京‘19での発⾲ 

E 

その

他 

1 社会への㈉献 全 係 

①施タぢ学の積極的な受入れ 

㸦㒔の次世代介ㆤ機器のモデル施タおよび、ICTの先㐍導

入施タとして㸧 

㸰 就業環境の向上 全 係 

①有給休暇取得および研修参加が可能な勤務ローテーシ

ョンへの移⾜ 

②ICTシステムの充実・㐠用による業務の効率化 

㸦PC入替、インカム導入、介ㆤ支援ソフトの充実等㸧 

 (2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 経営の安定化 
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ベッド稼働率は、戦略的に㐠営つ模を縮小中ではあるが、空きベッドを最低㝈に抑え、95㸣の

稼働率を維持することを目標とする。経営の安定化と社会のセーフティーネットの役割と使命を

果たすことが目的であるとのㄆ㆑に立ち、緊急ショートステイの受入においても、自治体・あん

しんすこやかセンター・居宅支援事業などからのせㄳに可能な㝈り対応し、地域のライフライン

としての機能も果たす。 

 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 安全・安心の充実 

   安全・安心は、利用者の権利擁ㆤの結果としてもたらされる状態であることを理ゎし、人の尊

厳をㄔ実に感じ、利用者主体のサービス・ケアを㏣求していく。昨年までのサービスマナー、人

権の学習を㋃まえて、より専㛛的なストレスマネジメントが実㊶で生かせるよう理ゎを深めてい

く。また待の芽チェックリストを活用し、継続的に権利擁ㆤの意㆑を㧗め、サービスの㉁の向

上を目指す。 

   また、安全⾨生活動の推㐍として定期的な㹉㹗㹒㸦危㝤予知カ練㸧を⾜い、介ㆤ現場における

安全・安心に気付ける実㊶力の向上を図る。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 専㛛性の向上 

介ㆤのプロフェッショナルキャリア段位制度におけるㄆ定者を年度末までに 2 名㍮出し、専㛛

的能力の底上げを図る。昨年度より取り組みを㛤始した ICF に基づいたケアプランの作成では、

アセスメントシートの㐠用を 6月から㛤始し、参加と活動に着目したより人㛫的な自立支援の実

現を目指す。また、これらを⿵うための機会を含み毎月 1回、定期的に勉強会を㛤催する。更に

は、アクティブ福祉 in東京‘19に参加して 5年㐃続の⾲彰を目指すことで、個人および組織の

専㛛性の向上を図る。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 社会への㈉献 

当施タは、東京㒔の次世代介ㆤ機器のモデル施タとして、また ICT の先㐍活用施タとしての立

場が期待されており、公㛤ぢ学会の㛤催等にて㈉献を続けていく。 

㹃㸰 就業環境の向上 

  業務の効率化・省力化を目的に、PCのモバイル化、介ㆤソフトの機能拡張、インカム導入など

を実施し、ケアシステムを刷新し、期待されるICT化を推㐍していく。 

 

(3) 㧗㱋施タ共㏻事㡯 

① 㣗形態のぢ直しと分㢮整理 

病㝔や施タの㣗事の形態を、統一した分㢮で⾲グする為の「日本摂㣗嚥下リハビリテーション

学会嚥下ㄪ整㣗分㢮2013」があるが、当施タの給㣗はまだこの分㢮を活用できていない。今年度

は、現在提供している㣗形態を整理し、より安全で嚥下しやすい形態に改善するとともに、学会

分㢮に当てはめていく作業を㐍める。 

② 「施タの給㣗を知ってもらう」取り組み 

地域の方々に施タを㌟㏆に感じて㡬く為に、施タの定期刊⾜ㄅやツイッター、ポスター等のツ

ールを活用し、日々提供しているお㣗事や給㣗に㛵する取り組み、⾜事㣗等の情報を発信する。 
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㸱 事業ィ画 

(1)  㐠営管理 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加者等㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用者 職 員 

① 会㆟ ア 業務ㄪ整会㆟ 月1回 - 㛵係職員  

 イ 㺶㺛㺖㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢会㆟ 月1回 - 〃  

 ウ 感染対策会㆟ 月1回 - 〃  

 エ 相ㄯ員・㺗㺏㺭㺦会㆟ 月1回 - 〃  

 オ 介ㆤ係㺶㺎㺞㺼㺎会㆟ 月2回 - 〃  

 カ 介ㆤ職員会㆟ 月1回 - 〃  

 キ 看ㆤ職員会㆟ 月1回 - 〃  

 ク 排泄ケア会㆟ 月1回 - 〃  

 ケ リハビリ会㆟ 月1回 - 〃  

 コ 㣗事ケア会㆟  月1回 - 〃  

 サ ケース会㆟ 月5㹼6回 - 〃  

 シ 入所検ウ会㆟ 㝶時 - 〃  

 ス 給㣗業者定例会㆟ 㝸月1回 - 〃  

 セ 安全㺃⾨生推㐍WG 月1回 - 〃  

 ソ ICT推㐍WG 月1回 - 〃  

 タ ICF推㐍WG 月1回 - 〃  

 チ 口腔ケア推㐍WG 月1回 - 〃  

 ツ ロボット活用推㐍委員会 月2回 - 〃  

 テ ㌟体拘束禁止委員会 月1回 - 〃  

 ト 〟瘡対策員会 月1回 - 〃  

② 職員研修 ア 法人内教育 㝶時 - 㛵係職員 法人教育委員会 

 イ 外㒊研修 〃 - 〃  

③ 施タ内勉強会 ア 〟瘡予㜵 1回 - 全員  

 イ 感染予㜵 2回 - 〃  

 ウ 事故予㜵 2回 - 〃  

 エ 看取りケア 1回 - 〃  

 オ ICT 1回 - 〃  

 カ ICF 1回 - 〃  

 キ サービスマナー㸭権利擁ㆤ 1回 - 〃  

 ク ㌟体拘束の㐺正化 2回 - 〃  

 ケ 施タ内発⾲会 1回 - 〃  

④ 職員健康管理 ア 健康デ断 9月 - 全 員 芝病㝔健デセンター 

 イ 検尿・腰痛他 3月 - 介ㆤ職員  

 ウ 検便 毎月 - 全 員 東京㣗品技⾡研究所 

 エ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接種 

オ ストレスチェック 

10㹼11月 

9月 

- 

- 

全 員 

全 員 

 

 

(2) 利用者サービス 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

対㇟者等㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

① 健康管理等 ア 定期健康デ断 年1回 全 員 嘱ク医 田代内科クリニック 

 イ 歯科往デ受入れ 月4回 対㇟者 看ㆤ師 医療法人社団㧗㍯会 

 ウ ⾑圧測定 㝶時 全 員 〃  

 エ 体㔜測定 毎月 〃 看ㆤ師・介ㆤ  

 オ 受デ服⸆等支援及び処置 㝶時 対㇟者 看ㆤ師  

      カ 検尿 1回/年 全 員 〃  

 キ 入浴 㐌2回 〃 介ㆤ職員  

 ク 口腔ケア 毎日 〃 〃 一㒊歯科⾨生士往デ 

 ケ 理美容 月4回 〃 〃 ゼ問業者 
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② 環境安全⾨生等 ア 害㥑㝖 年4回 - - 業務委ク 

 イ 床清掃 年4回 - 介ㆤ職員  〃 

 ウ 居室等清掃 毎日 - 〃 一㒊業務委ク 

 エ 寝具乾燥 年2回 - 〃 業務委ク 

 オ リネン交換 毎㐌他 - 〃  

 カ 安全4S点検 毎月 - 㛵係職員  

 キ  介ㆤ安全㐌㛫 年4回 - 全 員  

③ 給㣗㛵㐃 ア 栄㣴マネジメント 年4回 全 員 栄㣴士  

 イ 嗜好ㄪ査 年2回 〃 〃  

 ウ 残⳯ㄪ査 毎月 〃 〃  

 エ 㑅択㣗 月2回 〃 〃  

 オ ⾜事㣗 月1~2回 〃 〃  

 カ ㄪ理活動 年1回以上 希望者 㛵係職員  

④ 各種⾜事及び ア 端午の節句 5月 - 介ㆤ職員  

グループ活動 イ 七夕 7月 全 員 〃  

 ウ 盆㋀り大会 7月 〃 全 員 本㒊事業 

 エ 盆法せ 8月 希望者 㛵係職員 友愛ホームと合同 

 オ 敬老祝㈡の㞟い 9月 全 員 〃 全体⾜事 

 カ 秋の彼岸法せ 9月 希望者 〃 友愛ホームと合同 

 キ 合同㐠動会 9月 〃 〃 本㒊事業 

 ク 友愛ふれあい祭り 10月 全 員 全 員 本㒊事業 

 ケ 年忘れの㞟い 12月 〃 〃  

 コ 新年祝㈡会 1月 〃 〃 初ユ等全体⾜事 

 サ 節分 2月 〃 㛵係職員  

 シ ひな祭り 3月 - 介ㆤ職員  

 ス 春の彼岸法せ 3月 希望者 㛵係職員 友愛ホームと合同 

 セ お花ぢ 3月 全 員 㛵係職員 ㏆㞄への外出ㄏ導 

 ソ バス外出 年1回 〃 㛵係職員 グループ別 

 タ 利用者懇ㄯ会 年2回 全員 〃  

 チ 利用者家族懇ㄯ会 年2回 - 〃  

 ツ おヰ会 月3回 希望者 〃  

 テ 㺪㺵㺺㺎㺏㺸㺻㺚㺼㺰㺻㺢 年4回 〃 〃  

 ト 㡢楽の会 月1回 〃 〃  

 ナ 書㐨 月1回 〃 〃  

 二 ㄌ生日を祝う会 月1回 ヱ当者 〃  

⑤ 健康増㐍 ア 機能カ練     

 ・歩⾜支援 

 

・㺚㺎㺡㺆㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖 

 ・㺬㺽㺚㺼㺚㺌㺤㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖 

 ・福祉用具活用支援 

月1回以上 

〃 

〃 

㝶時 

対㇟者 

 

〃 

〃 

全 員 

機能カ練指 

導 員 

〃 

〃 

〃 

 

 イ 㡢楽セラピー 月4回 対㇟者 㛵係職員 ボランティアㅮ師 

 ウ 㣗事摂取促㐍体操 㐺宜 全 員 機能カ練指 

導 員 

 

⑥ 地域との交流等 ア ボランティア㐃携 㝶時    

 ・洗濯物たたみ 月3回他 - 㛵係職員 日㉥砧分団・光寿会 

 ・清掃等 㝶時 - 〃  

 ・傾聴活動 月2回 - 〃  

 ・ボランティア懇ㄯ会 年1回 - 〃  

 ・各種⾜事支援 〃 - 〃  

 ・㺖㺼㺷㺎㺪㺽活動等支援 〃 - 〃  

 イ 職場等体㦂受入れ 㝶時 - 〃 中学校等 

 ウ 地域⾜事に参加 㐺時 - 〃  

⑦ 実習生等受入れ ア 介ㆤ福祉士 23日㛫 未 定 㛵係職員  
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 イ 介ㆤ等体㦂 5日㛫 〃 〃 社会福祉協㆟会 

 ウ 国家公務員研修 5日㛫 〃 〃 人事㝔等 

 エ 社会福祉士 23日㛫 〃 〃  

 オ 初任者研修 2日㛫 〃 〃  

 カ 東京㒔職員研修 2日㛫 〃 〃 東京㒔 
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㸷 砧デイサービスセンター 

㸦㏻所介ㆤ事業㸧 
㸯 前年度総括 

3 年以上に亘り利用率向上のために㞟客手法及び活動内容を総合的にぢ直した結果、せ介ㆤ利用

者数は平均 38.7名/日となった。平成 27年度の一般コースのせ介ㆤ平均利用者数は 28.0名/日であ

り、1日あたり10.7名増という奇㊧的なⅤ時回復を㐙げた。 

平成 30年度の介ㆤ報㓘は、介ㆤ保㝤法改正による単位数減に加えて、事業つ模区分が平成 29年

度の利用者急増により、「㏻常つ模」から「大つ模Ⅰ」を㣕び㉺え「大つ模Ⅱ」になったことで、ダ

ブルの単位数減となった。平成 29 年度は、㏻常つ模の一番㧗い単価で大つ模Ⅱとなる月平均 900

名以上の最大利用者数であった。そのため、前年同様の㧗利用者数であっても収入減になるところ、

更なる利用者増により報㓘単価のダブル減を⿵うことができた。 

これらの成果は、介ㆤ職員のグループ化とそれぞれの役割のローテーションによる㹍㹈㹒、更に

各⾜事企画、新つボランティア㛤拓、パンフレットによる㏣加利用の促㐍とともに、生活相ㄯ員・

看ㆤ職員が、ご家族との㐃絡ノートや、地域ケアマネージャーとのィ画書で、細やかな情報共有で

㐃携を強化したことによる。これらの取り組みは事例研究発⾲研修にもつなげ、平成 29年度の「理

事㛗㈹」に引き続き、「仕事と家庭の両立」における出産育児を㏄える職員と周囲の職員との㐃携等

の成果で「優秀㈹」と、法人内㐃携による「地域共生社会への第一歩」で「特別㈹」の㸰㈹を受㈹

した。 

また、職員の㓄置も平成27年度には、生活相ㄯ員3名、介ㆤ職員 12名(内㠀常勤 1名)、看ㆤ職

員 3名(内㠀常勤1名)の合ィ 18名であった。平成29年度は、生活相ㄯ員2名、介ㆤ職員 12名(内

㠀常勤 1名)、看ㆤ職員2名(内㠀常勤 0名)の合ィ 16名となり、常勤職員2名の減員により人件㈝

は、2年㛫で 1,145万円の削減となった。30年度は、看ㆤ師 1名を常勤から㠀常勤へ変更し、産休

に入った介ㆤ職員欠員の不⿵充を維持した。 

なお、予算にィ上した「多目的トイレ」及び「浴槽」の改修工事と「砧介ㆤ保㝤サービス移動に

伴う脱⾰室の移タ工事」を実施した一方で、事業ィ画・予算に無かった本㤋㸯㝵のトイレ改修と本

㒊人件㈝の㈇担増加が総㢠約 400万円となり、収支差㢠改善への大きなブレーキとなった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦1㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 

利用率の維持向上 

 

 

 

提供時㛫の効率化 

ㄪ整係 

平均利用者数㸸38.0名/日 

・ぢ学㺃体㦂利用者2名以上/月 

・新つ利用契約者1名以上/月 

・㐌㛫登㘓日数増2日以上/月 

「5-6」利用から「6-7」利用への移⾜ 

㸰 法人内事業との㐃携強化 ㄪ整係 対㇟利用者の前年度末比2割増 

㸱 支出の減少と動向把握 全係 本㒊㈇担㈝用の把握 

㹀 

品㉁ 

㸯 
地域のニーズに応じた事業展㛤 

ワークライフバランス 
全 係 

祝日営業の実施 

職員有休休暇取得㸳日以上 

㸰 老朽化タ備等の更新 
主 任 

検ウPT 
㏦㏄㌴両の拡充 
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㸱 安全対策の継続強化 サービス係 インシデント分析による事故予㜵の徹底 

㸲 ボランティアとの㐃携 ㄪ整係 新つボランティアの定着2名以上 

㸳 サービス活動の充実 
サービス係 

機能カ練係 
新プログラムの確立2件以上 

㹁 

人材 

育成 

㸯 サービスマナーと㉁の向上 主 任 
全職員外㒊研修1件参加 

内㒊研修12件以上 

㸰 キャリア段位制度の活用 サービス係 レベルㄆ定者1名以上 

 

(2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 利用率の維持向上 

前年度の取り組みの成果を㋃くし、「ぢ学㺃体㦂者数、新つ利用契約者数、現⾜利用者の㏣加登

㘓日数」の目標値を毎月監どするとともに、各種イベントや入浴サービス等の充実を図り、年㛫

を㏻して 1日平均利用者数 38.0名の確保を目指す。 

㏦㏄㌴を確保し㏦㏄時㛫を短縮することで、現在サービス提供時㛫「5-6 時㛫」を利用中のご

利用者を、「6-7時㛫」への移⾜を図る。 

㸿㸰 法人内事業との㐃携強化 

引続き「砧介ㆤ保㝤サービス・友愛ホーム・砧ホーム」との㐃携を強化するとともに、㧗㱋㞀

害者のㄢ㢟ㄆ㆑を深め「友愛デイサービスセンター」との積極的な㐃携を図る。もって法人の㧗

㱋㺃㞀害両㒊㛛の強みを活かした経営に寄与する。 

㸿㸱 支出の減少と動向把握 

本㒊経㈝㈇担や法人タ備の修理修繕㈝は施タでは操作できない支出であるが、収支差㢠の㯮字

化に大きく影㡪するため、定期的に把握することでコスト意㆑を㧗める。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域のニーズに応じた事業展㛤 

ゴールデンウィークと年末年始を㝖いた祝日を引き続き営業日とする。この地区において社会

福祉法人が経営するデイサービス事業では初のヨみであったが、昨年度に引き続き先㥑的に地域

に㈉献することを目指す。 

祝日営業、利用者数増加に伴う業務拡大や、子育て世代を中心とした職員のワークライフバラ

ンスを維持するため、また有給休暇取得の義務化に向けた取り組みとして、有休取得方法の構築

と取得日数㸳日以上を実現する。 

㹀㸰 老朽化タ備等の更新 

   ㈨㔠㠃から法人内他施タに㌴両を借用しながら残存㌴両については㝈界まで使用予定だが、㏦

㏄㌴両の老朽化により地域へのイメージダウンや故㞀等に伴う修理㢖度の増加、事故リスクを抑

えるため、㑅定基準を満たすことが困㞴な㌴両㉎入の助成申ㄳを継続しつつ、リース契約もど㔝

に入れた新たな㌴両への入替えをィ画し、より安全で快㐺な㏦㏄の実施を目指す。 

㹀㸱 安全対策の継続強化 

引き続き構築した「㌿倒㺃㞳タリスクマネジメント」を更に強化し、ヒヤリハットから予㜵処置

への有効的な展㛤を目指す。併せて、昨年度全台にタ置したドライブレコーダーによる安全㐠㌿

への意㆑の向上を図る。 

㹀㸲 ボランティアとの㐃携 

世田㇂施タの地域㐃携検ウ委員会と協働し、新つのボランティアを確保することで活動メニュ
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ーを拡充するとともにより一層地域に㛤かれた施タを目指す。 

㹀㸳 サービス活動の充実 

前年度に引き続き各種プログラムをぢ直し、特に年㛫を㏻じた㛗期目標をご利用者に提示する

ことで、自立支援を意㆑した取り組みを目指す。併せて、ご利用者の特技を生かした活動の㑅択

肢を増やすことで参加意欲の向上につなげる。 

㹁 人材育成 

㹁㸯 サービスマナーと㉁の向上 

地域に㑅ばれる施タを目指すためにも、サービスマナーを中心とした各職員の㉁の向上を目指

し、内外の研修に参加する。年㛫を㏻して全職員がそれぞれ 1回以上外㒊研修に参加できるよう

ィ画する。併せて、参加した研修内容を内㒊の伝㐩研修として毎月㛤催する。 

 㹁㸰 キャリア段位制度の活用 

介ㆤのプロフェッショナルを目指し能力の底上げを図るため、新たにホ価者 1名を確保し、併

せてキャリア段位制度におけるㄆ定者を年度末までに 1名㍮出を目指す。 

 

㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

予定日㺃

回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用者 職 員 

(1)  㐠営管理      

① 会  ㆟ 

 

 

 

ア 職員会㆟ 

イ ケース会㆟ 

ウ 業務ㄪ整会㆟ 

エ サービス係会㆟ 

月1回 

㝶 時 

月㸯回 

〃 

― 

― 

― 

― 

全 員 

担 当 

㛵係職員 

〃 

 

 

 

 

② 職員研修 

 

 

ア 法人内研修 

イ 外㒊研修 

ウ 伝㐩研修等 

㝶 時 

〃 

月㸯回 

― 

 

 

〃 

対㇟職員 

〃 

 

 

 

③ 㜵災対策 ア 合同㜵災カ練 年1回 全 員 全 員  

④ 健康管理 

 

ア 定期健康デ断 

イ 検 便 

〃 

月㸯回 

 

― 

  

 

(2)利用者支援      

① 支援方㔪 ア ケース会㆟ 月㸯回 全 員 担 当  

② 健康管理 

 

 

③ 環境⾨生 

 

ア ⾑圧㺃体温㺃脈拍測定 

イ 体㔜測定 

ウ 健康指導 

ア 害㥑㝖 

イ 床清掃 

毎 回 

月㸯回 

㝶 時 

年㸲回 

月㸲回 

 

全 員 

全 員 

全 員 

― 

〃 

〃 

〃 

業 者 

業 者 

 

④ 給㣗処㐝 ア 給㣗アンケートㄪ査 年㸰回    

⑤ 介ㆤ予㜵・日常生活支援総合事業 

⑥ 㓄㣗サービス 

⑦ 㧗㱋者住宅生活協力員業務 

⑧ 小中学校・保育園との総合学習授業受入れと交流等 

㏻年 

〃 

〃 

〃 

対㇟者 

登㘓者 

対㇟者 

全 員 

全 員 

ボランティア 

ㄪ整係 

全 員 
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10 港区立㞀害保健福祉センター 

 

㸯 前年度総括 

平成 32 年度から新たに始まる指定管理に係る申ㄳ作業のため施タ㛗・主任・副主任で構成する 

プロポーザル・プロジェクトチームは、前年度に引き続き月 1回の割合で㛤催し検ウを⾜った。  

6 月からは、今回応募する「㞀害保健福祉センター」、「児童発㐩支援センター」及び「㞀害者支

援ホーム南㯞布」の㸱施タにグループ編成して作業を㐍めた。 

11月に区から公募せ㡯が発⾲され、提出㈨料の内容が明らかになってからは、プロジェクトチー

ムの各担当者による作業が本格化した。 

第一次審査用の申ㄳ書を12月末に提出し、本年2月初旬に第二次審査のプレゼンテーションを⾜

い、申ㄳ手続きを終えた。本年 6月下旬に港区㆟会の㆟決を経て正式に指定管理事業者が指定され

る予定になっている。 

本年度は、平成 21年度から始まった指定管理事業が終了する年度であると同時に、平成 32年度

から始まる新たな指定管理事業が円滑にスタートを切ることが出来るように周到な準備を㐍める年

度でもある。こうした状況を㋃まえ、平年31年度事業ィ画を以下のとおり作成した。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目 標 値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 新たな指定管理期㛫に向けた取り組み 施タ㛗 円滑にスタートするための準備 

㸰 医療的ケアに係る対応 施タ㛗 看ㆤ師等医療スタッフの研修等 

 

(㸰) 㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

 㸿㸯 新たな指定管理期㛫に向けた取り組み 

当法人が指定管理事業者に㑅定された場合、指定管理事業準備の最㔜点事㡯は職員の確保と

なる。港センター、児童発㐩支援センター及び㞀害者支援ホーム南㯞布㸱施タを合わせると総

勢約 240人という大つ模な施タとなる。一方、現在港センターには約100人㉸の職員が勤務し

ているので、新たに必せとなる職員の確保については港センターを中心に、法人全体で対応す

ることを考えている。 

このほか、ㅖつ程の整備、報㓘ㄳ求等システムの構築等様々な業務が考えられるので、それ

らをもれなく確実に実施できるよう段取り等を十分に検ウしておく必せがある。 

 

 㸿㸰 医療的ケアに係る対応   

新たな指定管理事業では医療的ケア児・者の利用等が増加してくる。従来、こども療育パオ

だけで事業を⾜っていたため、この分㔝について知ぢある職員は少ない。このため、この分㔝

の知㆑・技⾡を修得した職員の㣴成は喫緊のㄢ㢟であるので、医療的ケアに係る研修・ぢ学等

を⾜う準備をしておく必せがある。 
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㸰 事業ィ画 

 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 
参加人員㸦ぢ㎸㸧 備  考 

(1) 㐠営管理 

① 会㆟ 

 

・センター施タ㛗会㆟ 

・業務ㄪ整会㆟ 

・㐠営管理㒊会㆟ 

・三者㐃絡協㆟会 

毎月 

毎月 

毎月 

㝶時 

㺜㺻㺞㺎㛗・各施タ㛗 

施タ㛗・主任・副主任 

統括施タ㛗・㐠営管理㒊職員 

 

毎月第2・4火曜日 

毎月第㸯月曜日 

毎月第4木曜日 

 

②センター内 

委員会 

 

・外㒊苦情委員会 

・苦情・待㜵止委員会 

・⾨生委員会 

・安全委員会 

・教育委員会 

・広報委員会 

・男女参画委員会 

・給㣗委員会 

・バス委員会 

年2回 

月2回 

毎月 

毎月 

奇数月 

年3回 

毎月 

月2回 

毎月 

㺜㺻㺞㺎㛗、施タ㛗、委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

外㒊委員㸱名 

 

 

㜵災カ練 月1回 

 

㺩㺋㺎ぷら㏻信 年3回 

 

 

 

③健康管理 

 

・定期健康デ断 

 

 

・インフルエンザ予㜵接種 

1回 

 

 

年㸯回 

全員          

  

 

全員  

胸㒊㹖線 心㟁図  

検尿体㔜 ⾑圧等測定 

⾑液検査 
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㸦㸯㸧㐠営管理㒊 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営

㈈務 

１ 報㓘ㄳ求業務の効率化 担当者 2名体制での実施 

２ 
委ク業者の再ホ価及び内㒊

監査の実施 
担当者 

・給㣗業者、プール管理業者の㑅定 

・内㒊監査を9月に実施 

 

 (㸰) 㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 報㓘ㄳ求業務の効率化 

当センターの報㓘ㄳ求に係る処理は、これまでワードやエクセルソフトで実施しており煩㞧

であったこと、また物理的な環境上、実㉁ 1名で⾜わざるを得なかった。来年度には法内事業

が増えㄳ求業務が増加することから、㈇担㍍減のため平成 30年度末にㄳ求ソフトを導入した。

このソフトを2名で活用できるよう役割を明確にして業務の効率化を図っていく。 

㸿㸰 委ク業者の再ホ価及び内㒊監査の実施 

当センターで契約している外㒊委ク業者のうち、給㣗業者及びプール管理業者について前回

の契約から 3年が経㐣するので、当法人のつ定に基づきホ価を⾜うこととしプロポーザル方式

による㑅定を⾜う。また、内㒊監査を年 1回実施して仕様書どおりに事業が実施されているか

の確ㄆを⾜い、必せに応じ業務改善等の指示を⾜う。 
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㸦㸰㸧地域活動支援センター 

㸯 㔜点事㡯 

 (㸯) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 
経営 
㈈務 

㸯 
地域活動支援センター職員体制及び
職務の再整備         

全職員 今後の職員体制の確立と職務分掌⾲の作成 

㹀 
品㉁ 

1 
緊急時の体制強化とィ画的なカ練実
施              

全職員 
ィ画に基づいた各㒊署(地活、相ㄯ、機能カ
練、入浴)でのカ練の実施 

㸰 地域交流の更なる促㐍 全職員 
①パラスポーツの普及啓発②㏆㞄住民、企
業の方のセンター事業への参画 

㸱 社会参加機会の拡大 全職員 活動カレンダーの作成と企画の実施 

㸲 安全・快㐺で喜ばれるサービスの提供 
入浴 
㒊㛛 

①インフラの整備とィ画的な管理 
 老朽化対策㸦機械浴槽の入れ替え工事㸧 
②快㐺なサービス提供 
 イベント湯の実施㸦年㸲回㸧 

㹁 
人材
育成 

㸯 
医療的ケア対㇟利用児・者の受け入れ
㛤始に向けた知㆑・技⾡の向上      

全職員 

①看ㆤ師の医療的ケア実施施タぢ学・実習、 
技⾡研修会等への派㐵 
②支援員及び機能カ練士対㇟の医療的ケア
の基礎知㆑研修会の実施 

 

 (㸰) 㐠営管理 

    㸱ヵ年ィ画である第㸳期港区㞀害者福祉ィ画は㸰年目を㏄える。更に、今年度は新たな 10年

の指定管理期㛫を翌年に控えて、これまでの取り組みを振り㏉り、次年度以㝆へ備える㸯年とす

る。 

  㸿 経営㈈務    

㸿㸯 地域活動支援センター職員体制及び職務の再整備 

     平成25年に地域活動支援センターがㄌ生以来、機能カ練、相ㄯ支援といった㒊㛛は分かれ

ていても、㞀害者地域自立生活支援や地域との交流促㐍に㛵する業務に㛵しては、横断的に

㒊㛛を㊬いで全職員で取り組む文化を築いてきた。しかし、㏆年、各㒊㛛の業務がより細分

化され、入浴サービスのように別のフロアで事業を㛤始した、更に、相ㄯ支援㒊㛛の勤務時

㛫変更と営業日の㏣加が予定されている。このようなことから、職員体制と各々の職務をも

う一度ぢ直しすることが求められている。多くの職種が協働しながら地域㈉献に尽力すると

いう地域活動支援センターの強みは残しつつ、今後のあるべき姿を検ウし、体制の再整備の

準備を⾜う。 

 

  㹀 品㉁ 

㹀㸯 緊急時の体制強化とィ画的なカ練実施 

昨年度、地域活動支援センターの各事業では、緊急時に備えた対応マニュアルを作成した

が、そういった事態を想定したカ練に㛵しては、十分にできたとはゝえない状況であった。 
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入浴サービスや㈚室事業など土曜日、休日、夜㛫も実施している事業があることに加え、

相ㄯや機能カ練のように利用者の自宅をゼ問して⾜う支援もある。これらはいずれも㏻常時

より職員体制がⷧい中で支援が⾜われているため、アクシデントが㉳こる可能性はある。 

今年度は、各事業で具体的に人手が少ない状況下において㉳こるアクシデントを想定し、

その㝿に㎿㏿に㐃絡・報告、そして㐺切な対応が取れるようより実㊶的なカ練をィ画的に実

施する。 

㹀㸰 地域交流の更なる促㐍 

地域住民とセンター利用者との交流機会として、引き続きボッチャ大会を定期実施する。

また、今年度はブラインドサッカー大会を企画し、より幅広い層の方々との交流を目指す。 

㏆㞄の企業やコンビニエンスストアなどに直接コンタクトをとり、夏祭りやヒューマンぷ

らざまつり等のイベント、パラスポーツ大会、サロン事業等の参加を積極的に呼びかけ、セ

ンター事業・利用者等を知っていただく機会を作る。そのような活動を㏻じて有事の㝿等の

相互協力の㛵係性を築き、センターを中心とした㏆㞄住民や企業とのコミュニティを形成し

ていく。 

㹀㸱 社会参加機会の拡大 

昨年度、多目的体育室の改修工事中の日中活動や余暇活動等の確保として、3つの活動を

企画したが 1つは改修後の体育室を利用することが㐺切と判断したため、今年度上半期に実

施することとする。また、現⾜の地域自立生活支援事業活動をぢ直し、より利用者が参加し

たいと思う企画を立案する。更に、特定の活動にこだわらない時㛫枠をタけサロン事業やイ

ベントの企画を充実させるとともに、活動カレンダーを作成して予め広報し、ㄡもが好みの

企画に気㍍に参加できる機会を拡大する。 

㹀㸲 安全・快㐺で喜ばれるサービスの提供 

入浴サービスは直営から㸰年が経㐣し「㢳客満㊊度㸶㸮㸣以上」の結果を継続、維持する

ことが出来た。入浴サービス特有の強味を活かした画期的㸦季節湯㸧な取り組みが㧗いホ価

につながった最大のせ因と考える。また3年目に入りコンセプトも「入浴をもっと楽しく」

と一新し、組織内だけではなく外㒊㸦㢳客㸧にも定着しやすくすることで、組織のマンネリ

化を㜵ぐとともに、更に喜んでいただけるサービスを提供していく。具体的には①「イベン

ト湯」の導入㸦日本の季節湯の枠にとらわれず世界の㢼呂文化も参考に幅広く取り入れてい

く㸧と、②安全で快㐺なサービス提供㸦老朽化したインフラの整備、ィ画的な管理、個々に

合わせた援助技⾡の提供、季節に合わせたフロアの㣭、㡢楽、アロマ、㹂㹔㹂㚷㈹㸧であ

る。 

これらの取り組みにより、入浴本来の楽しさを肌で感じていただき、新しく打ち出したコ

ンセプト㸦「入浴をもっと楽しく」㸧にコミットしていく。 

   

  㹁 人材育成 

㹁㸯 医療的ケア対㇟利用児・者の受け入れ㛤始に向けた知㆑・技⾡の向上  

     センターを利用する利用者の㧗㱋化・㔜度化や医療的ケアを必せとする方でも気㍍に参加

できる地域活動支援センターを目指し、福祉施タにおける医療的ケアの範囲の検ウや専㛛職

種の㓄置、支援技⾡の向上を目的として、法人内の医療的ケアを実施している施タや外㒊の

施タに看ㆤ師をぢ学や実習派㐵し、また、医療的ケア技⾡向上のための技⾡研修の参加を支

援する。地活センターの支援員及び機能カ練士に対しては、医療的ケアの基礎知㆑を学ぶ勉

強会を㛤催する。 
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㸰 事業ィ画 

     区分 
事㡯 

概     せ 
実施予定 
日・回数 

担当 備  考 

㸯 㐠営管理 

①会㆟ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他係㐃携会㆟】 

 

 

 

【㛵係機㛵との会㆟】 

 

地活センター全体会 

業務ㄪ整会㆟ 

地活センター会㆟ 

自立カ練担当者会㆟ 

待㜵止委員会 

入浴担当者会㆟ 

マネジメント会㆟ 

ケースカンファレンス 

個別支援ィ画 

個別支援ィ画会㆟ 

ィ画相ㄯㄪ整会㆟ 

利用会㆟㸦自立カ練㸧 

利用会㆟㸦区単独事業㸧 

 

機能カ練士会 

相ㄯ員㐃絡会㆟ 

看ㆤ師会㆟ 

 

相ㄯ支援事業者㐃絡会 

 

月㸯回 

第1月曜 

第4火曜 

第3㔠曜 

第3㔠曜 

月1回 

月㸯回 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

第3㔠曜 

㝶時 

年2回 

 

月1回 

月1回 

㝸月 

 

毎月 

 

全職員 

施タ㛗・役職者 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

係 

係 

係 

係 

係 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

 

PT・OT・ST 

係 

係 

 

係 

 

 

 

 

 

自立カ練担当者会㆟に内包 

 

 

利用者毎のィ画に基づく 

利用者毎のィ画に基づく 

利用会㆟の機会 

 

 

前期・後期 

 

勉強会含む 

②職員研修 

 

学校ぢ学 

他施タぢ学 

外㒊研修 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

係 

全員 

全員 

 

③実習生受け入れ予定 ① 東洋大学 

② 東京福祉大学 

  

㸰 利用者支援 

相ㄯ業務 

 

一般相ㄯ 

専㛛相ㄯ 

専㛛医相ㄯ 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

 

 

精神神経科、整形外

科 眼科、内科、小児

神経科、耳㰯咽喉科、

歯科 

 

 

 



 66 

 

㸦㸱㸧こども療育 パオ 

港区単独事業   㸸 心㌟㞀害児㏻園施タ・発㐩相ㄯ 

児童発㐩支援事業所㸸 㔜症心㌟㞀害児㏻園 

 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 施策 㔜点施策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 土曜日の個別相ㄯの実施 担当 円滑な㐠営 

㸰 児童発㐩支援センター㛤タ準備 全員 
職員確保、つ定整備、職員研修、利用児家族

へのㄝ明等の実施 

㹀 

品㉁ 
㸯 地域や㛵係機㛵との㐃携強化 全員 

地域や㛵係機㛵への事業ㄝ明会㛤催 

区内小学校等ゼ問 

㹁 

人材

育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 全員 
接㐝・待・危機管理等の研修と専㛛的な研

修実施 

   

㸦㸰㸧㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 土曜日の個別相ㄯの継続実施 

平成 30年度から㝸㐌土曜日に初インテークや発㐩ホ価などを実施している。今年度は相ㄯ員、心

理士、支援員による相ㄯ日を月 2日タけ、保ㆤ者が相ㄯしやすい体制を作る。 

㸿㸰 児童発㐩支援センター㛤タ準備 

  平成 32年4月から南㯞布に新タされる児童発㐩支援センターは、現在のこども療育パオ事業を拡

大し、「㞀害児ィ画相ㄯ支援事業」、「放ㄢ後デイサービス事業」、「保育所等ゼ問事業」等を⾜うこと

とされている。 

このため、当法人が指定管理事業者に㑅定された場合、児童発㐩支援センターが円滑にスタート

できるよう準備を⾜う。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域や㛵係機㛵との㐃携強化 

  地域の保育園や幼稚園の職員を対㇟に、パオでの療育内容及び特別な支援を必せとする子どもの

支援方法、㞀害特性の理ゎを図るための実習やぢ学会を引き続き実施する。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 職員の㈨㉁向上 

 指定管理事業者として港区職員に準じた対応を求められている。そのため平成31年 4月に入職し

た職員に対して、接㐝マナー、個人情報、待・危機管理等の研修を早急に実施する。また、平成

32年度は、現在勤務している職員が中心的な役割となって事業展㛤していくことになる。そのため

リーダーとしての役割や専㛛性を㧗める研修を⾜う。  
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ア㸬 個別支援㸦相ㄯ・指導㸧 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 

 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担化当 目標値 

㹀 

品㉁ 
㸯 

港区発㐩支援センター相ㄯ室

からの引継ぎ 
担当 区・発㐩支援センター相ㄯ室と引継ぎを実施 

 

(㸰) 㐠営管理 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 港区発㐩支援センター相ㄯ室との㐃携・引継ぎ 

児童発㐩支援センターは、港区発㐩支援センター相ㄯ室で支援している利用児の相ㄯ先として 

の役割を引き続き担うことから、相ㄯ室からの引継ぎを㐺切に⾜う。特に、学㱋期の支援の引継

ぎについては、上グの学㱋期支援に向けた体制作りに㛵わるため、それに㐃動させながら㐺切に

実施していく。 

 

 

イ㸬㏻園事業 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 

 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 
㸯 アセスメントシートのぢ直し及び作成 担当 アセスメントシートの完成 

 

(㸰) 㐠営管理  

 㹀 品㉁ 

 㹀㸯 アセスメントシートのぢ直し及び作成 

   現在、個別支援ィ画作成にあたり、モニタリングシートをグ入しているが、より統一したど点

で利用児の様子を的確に捉えることを目的に、チェックのみの㡯目を増やすなど当シートのぢ直

しを⾜う。 
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㸰 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用児 職 員 

㸦㸯㸧㐠営管理 

①会㆟ 

ア㸬施タ内会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ㸬㛵係機㛵会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務ㄪ整会㆟ 

職員会㆟ 

リーダー会 

個別担当者会㆟ 

朝のミーティング 

帰りのミーティング 

ケース会 

インテーク報告 

嘱ク医カンファレンス 

利用決定会㆟ 

港区㔜症心㌟㞀害児㏻所事業利用判定会㆟ 

就学支援委員会 

港区発㐩支援㐃絡協㆟会 

港区幼稚園特別支援協㆟会 

地域療育㐃絡会 

児童施タ分科会知的発㐩㒊会㸦東社協㸧 

㒔内㔜心㏻所㐃絡会 

全国児童発㐩支援協㆟会 

せ保ㆤ児童対策地域㐃絡協㆟会実務者会㆟ 

ケースカンファレンス 

 

 

月1回 

〃 

〃 

〃 

毎日 

〃 

㐌1回 

〃 

月1回 

月1回 

年 2㹼 4 回 

年6回 

年3回 

年㸯回 

年3回 

年3回 

年2回 

年2回 

年2回 

㝶時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㛵係職員 

全員 

㛵係職員 

〃 

全員 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

施タ㛗 

㛵係職員 

施タ㛗 

㛵係職員 

施タ㛗 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘱ク医 

②職員研修 

ア㸬外㒊研修 

 

 

 

 

 

 

 

イ㸬内㒊研修 

 

 

 

  

 

他施タ・学校・学級等ぢ学 

㔜症心㌟㞀害児の対応 

発㐩支援協会 

全国児童発㐩支援協㆟会 

学校ㄝ明会 

㔜症心㌟㞀害児を守る会 

全国発㐩支援協㆟会 

その他 学㱋児㛵係 

新人研修㸦法人研修㸧 

新人フォローアップ研修㸦法人研修㸧 

リーダーシップ研修㸦法人研修㸧 

 

待 個人情報 等㸦センター㸧 

発㐩支援 

 

㝶時 

㝶時 

〃 

〃 

〃 

年1回 

㝶時 

〃 

4月 

10月 

6月 

 

年1回 

月1回 

  

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

〃 

施タ㛗 

㛵係職員 

〃 

未受ㅮ者 

〃 

㛵係職員 

 

全員 

〃 
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      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用児 職 員 

 

 

 

発㐩支援研修の伝㐩ㅮ習 

水療育実技ㅮ習 

個別支援ィ画の立て方 

㝶時 

年3回 

年1回 

 全員 

㛵係職員 

〃 

 

ウ㸬スーパーバイズ 

 

 

療育勉強会 

理学療法士㸦勉強会含む㸧 

ゝㄒ聴ぬ士㸦摂㣗指導含む㸧 

心理士 

年3㹼4回 

年8回 

年10回 

年4回 

 

 

 

 

全員 

㛵係職員 

〃 

〃 

 

 

 

 

③安全管理 センター㜵災カ練 

パオ㜵災カ練 

引き取りカ練 

安全4S点検 

日常点検 

医療機器点検 

㐟具消毒 

緊急時メール㏦信システム管理 

月1回 

〃 

年2回 

月1回 

〃 

毎日 

㝶時 

〃 

 全員 

〃 

㛵係職員 

全員 

〃 

看ㆤ師 

全員 

㛵係職員 

 

④⾨生管理 ⾨生害㥑㝖 

給㣗放射能検査 

砂場放射能検査 

布団乾燥・消毒 

カーテンクリーニング 

床清掃 

年3回 

年2㹼3回 

11月 

年1回 

〃 

年2回 

  業者委ク 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

⑤職員健康管理 定期健康検デ 

インフルエンザ予㜵接種 

検便 

年1回 

〃 

月1回 

 全員 

〃 

㛵係職員 

 

㸦㸰㸧利用者支援 

①㏻園 

ア㸬支援プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日㏻園 

日々㏻園 

在宅ゼ問事業 

㔜症心㌟㞀害児㏻園事業 

個別支援ィ画作成 

個別支援ィ画㠃接 

個別㠃接 

家庭ゼ問 

ミュージックセラピー 

水療育 

一時保育 

個別の時㛫 

 

 

㐌2日 

㐌5日 

月1㹼4回 

㐌2㹼3日 

年2回 

年4回 

㝶時 

㝶時 

年25回 

年19回 

毎日 

月1㹼4回 

 

 

0㹼2歳

児 

3㹼5歳

児 

対㇟児 

〃 

全員 

〃 

〃 

〃 

日  々

対㇟児 

 

 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会㆟日等㝖外 
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      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用児 職 員 

イ㸬健康管理 

 

ィ測 

小児科デ㸦指定日・日々㸧 

小児科デ㸦㔜心㸧 

歯科デ 

小児神経デ㸦ケースデ㸧 

専㛛医相ㄯ 

尿検査 

ヴァイタルチェック 

月1回 

年10回 

㐌1回 

年4回 

年2回 

㝶時 

年1回 

毎日 

全員 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

希望者 

3歳以上 

対㇟児 

看ㆤ師 

嘱ク医 

〃 

歯科医 

嘱ク医 

専㛛医 

〃 

〃 

 

ウ㸬施タ⾜事 はじめの会 

 

療育参加日 

〃 

保ㆤ者参加日 

ヒューマンぷらざまつり 

㐠動会 

㐲㊊ 

〃 

クリスマス会 

おたのしみ会 

修了式・おわかれ会 

オリエンテーション 

4月 4日 

4月 9日 

9㹼10月 

2㹼3月 

7月 6日 

10月 27日 

11月 9日 

5月 16/17日 

3月 6日 

12月 13日 

3月 12日 

3月 13日 

3月末 

3歳児以上 

0㹼2歳児 

対㇟児 

〃 

全員 

〃 

〃 

〃 

対㇟児 

全員 

0㹼2歳児 

3歳児以上 

対㇟児 

全員 

㛵係職員 

㛵係職員 

〃 

〃 

全員 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

全員 

㛵係職員 

 

②就園児グループ  

個別支援ィ画書作成 

保ㆤ者㠃接 

月4回以内 

年2回 

㝶時 

対㇟児 

〃 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

 

③個別支援 

ア㸬ホ価 

 

 

 

 

 

イ㸬指導内容 

 

インテーク 

理学療法士ホ価 

作業療法士ホ価 

ゝㄒ聴ぬ士ホ価 

心理士ホ価㸦発㐩検査含む㸧 

まとめ㠃接 

嘱ク医デ察 

個別指導 

個別支援ィ画書作成 

保ㆤ者㠃接 

幼稚園・保育園等ゼ問 

㐌2日 

㝶時 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

月1㹼2回 

㝶時 

〃 

〃 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

SW・心理士 

PT 

OT 

ST 

心理士 

㛵係職員 

嘱ク医 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 
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区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 備考 

利用児 職 員 

④療育相ㄯ 2歳児待機グループ 月曜 

月3回程度 

対㇟児 㛵係職員  

⑤学㱋児グループ 放ㄢ後レクリエーション 水曜 対㇟児 㛵係職員 年14回 

⾜事2回 

⑥おもちゃ図書㤋 おもちゃ・図書㈚出 

 

㝶時 対㇟児 㛵係職員  

⑦保ㆤ者支援 

 

 

 

保ㆤ者勉強会 

就園勉強会 

就学勉強会 

こっこの会 

ひまわりの会 

0・1歳児グループ㸦そらまめの

会㸧 

歯科⾨生ㅮ習会 

6月 30日 

年3回 

年4回 

年4回 

年4回 

月1回程度 

 

年1回 

全員 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

〃 

   

  〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

看ㆤ師 

 

⑧その他 療育ぢ学会 

実習生受入れ 

パオぢ学者受入れ 

ボランティア受入 

ISO9001:2008更新審査 

年2回 

㝶時 

〃 

〃 

年1回 

 㛵係職員 

㛵係職員 

〃 

〃 

  〃 

㛵係機㛵対㇟ 
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㸦㸲㸧工房アミ 

㸦生活介ㆤ事業㸧 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 
経営 
㈈務 

㸯 新つ事業の定着 全 員 
ㄢ㢟別クラスの新つタ定 
公㛤日1クラス 年㸰回 

㹀 
品㉁ 

㸯 自立促㐍と地域交流 全 員 ㄢ㢟別外出年 年2回実施 

㸰 安心、安全なサービス提供 全 員 無事故㐠営 

㹁 
人材 
育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 全 員 
職員一人年1回 研修参加 

クラス研修の実施 

 

㸦㸰㸧㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 新つ事業の定着 

ㄢ㢟別クラスをタけて活動を⾜う。活動内容やタイムスケジュール、支援内容など定期的 

にぢ直し、効果的な㐠営を実施していく。 

昨年度実施し好ホであったクラスぢ学会を今年度も実施し、支援内容や㣗事のぢ学後、保ㆤ

者と意ぢ交換を⾜い、支援の向上につなげる。 

 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 自立促㐍と地域交流の促㐍  

利用者の自立支援に向け、㐠動活動やリサイクル活動、広報紙の㏆㞄施タ㓄付、ㄢ㢟別外出な

ど地域交流も含め外に出る機会を多くタける。また、アクティとの自治活動の実施やアミ主催⾜

事の一㒊㛤放を⾜うなど、センター利用者にも楽しんでいただき、自立促㐍につなげる。 

㹀㸰 安心、安全なサービス提供 

  新つ利用者3名が加わり、利用者 50名と大所帯となる。昨年度はㄗ嚥性肺炎などで入㝔する利 

用者がいたため、今年度は㣗事形態や㣗事姿勢、㞀害の㔜度化、二次㞀害をど㔝に入れ、リスク

の洗い出しをし事故が無い事業㐠営に努める。 

 昨年度、個人情報漏洩事故が 2件発生したため、再発㜵止に努めるとともに、個人情報保ㆤに

㛵する研修なども施タで実施していく。また、待㜵止の取り組みとして研修、定期的なセルフ

チェックなどを引き続き実施していく。 

 

 㹁 人材育成 

㹁㸯 職員の㈨㉁向上 

昨年度同様、クラスを㉸えた職員応援体制を組んで支援にあたる。また、入浴㒊㛛や世田㇂施

タとの交換研修や、区内生活介ㆤ施タとの合同研修を実施し、職員の利用者支援の力㔞向上につ

なげる。 
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利用者支援に対する専㛛的スキルを㌟につけるために外㒊研修に参加する。また、朝㺃夕のミー

ティングなどにおいて日常的に職員が⾜動を振り㏉る機会を作るとともに、待㜵止㺟㺈㺍㺖⾲を用

いた支援、業務の改善の機会をタける。 

 

㸰 事業ィ画 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

  

 

職員会㆟ 

業務ㄪ整会㆟ 

ケース会㆟ 

ケース検ウ会㆟ 

活動会㆟ 

摂㣗指導カンファレンス 

利用決定会㆟ 

 

月1回 

月1回 

年2回 

年2回 

年2回 

年6回 

㝶 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 員 

担当者 

㺙㺩㺼管、担当者 

クラス職員 

担当者 

担当者 

センター㛗、施タ

㛗、主任、看ㆤ師 

 

② 職員研修 ア 内㒊研修 

 各種勉強会・伝㐩研修 

イ 法人研修 

基礎ㅮ座 

フォローアップㅮ座 

リーダーシップ研修 

ウ 外㒊研修 

摂㣗指導ㅮ習会 

施タぢ学・実習 

その他研修 

 

年6回 

 

4月 

10月 

6月 

 

1回 

㝶 時 

㝶 時 

 

 

 

全 員 

 

新人職員 

基礎ㅮ座受ㅮ者 

中堅職員 

 

㛵係職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

心㌟㞀害児総合医療センター 

特別支援学校ぢ学 

東社協ほか 

③ 健康管理 ア 定期健康検デ 

イ 生活習慣病検デ 

ウ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接種 

エ 腸内細⳦検査 

オ ストレスチェック 

年1回 

年1回 

年1回 

毎 月 

年㸯回 

 

 

 

全 員 

指定者 

全 員 

全 員 

全 員 

8月㹼9月 

(2)利用者支援 

① 支援方㔪 

 

 

② 健康管理 

 

 

 

 

ア 個別支援ィ画書作成 

イ 個別㠃接 

ウ 家族㐃絡会 

ア 定期健康検デ 

イ 歯科検デ 

ウ 専㛛医検デ 

エ 健康指導(専 㛛 医 相 ㄯ)) 

オ ヴァイタルチェック 

カ 体㔜測定 

 

年2回 

年2回 

年5回 

年1回 

年2回 

毎 月 

㝶 時 

毎 日 

毎 月 

 

全 員 

全 員 

保ㆤ者 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

㺙㺎㺩㺼㺛管理㈐任者 

㺙㺩㺼管、担当者 

施タ㛗・主任 

 

 

ぢ直しが必せな場合は、 

㝶時必せに応じ実施 

 

4月 

【専㛛医相ㄯ】 

整形外科、精神神経科、眼

科、耳㰯咽喉科、内科 

 

希望者のみ毎㐌実施 
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    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

③ ⾜事・活動 

 

 

みなと区民まつり 

ヒューマンぷらざまつり 

㞀害者㐌㛫グ念事業式典 

宿泊カ練 

一日外出 

ミュージックセラピー 

プール 

ㄪ 理 

アート 

芸 ⾡ 

季節⾜事 

10月 

10月 

12月 

1回 

年3回 

7回㸭年 

8回㸭年 

毎 月 

7回㸭年 

3回 

㝶 時 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

全 員 

 

 

 

9月 

 

 

 

(3)㜵災対策 ア センター合同㜵災カ練 

イ センター㜵災カ練 

ウ 工房アミ㟈災カ練 

エ 安全委員会 

オ 安全㸲S点検 

年1回 

毎 月 

年1回 

毎 月 

毎 月 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

全 員 

委 員 

全 員 

 

合同㜵災カ練を含む 

(4)その他 

①実習受入 

 

②ぢ学者受入 

③㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏受入 

④外㒊ホ価 

 

⑤環境整備 

 

ア 利用希望者、特別支援学校生 

イ 大学、専㛛学校等からの実習 

地域、学校、他施タ等 

地域㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏、港区社協他 

ア 東京㒔第三者ホ価 

イ ISO9001 㺙㺎㺫㺼㺐㺵㺻㺛 

ア 施タ内環境整備 

イ 床清掃 

ウ 布団乾燥・消毒 

エ 害㥑㝖 

 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝸 年 

9月 

毎 月 

年1回 

年1回 

㝶 時 

 

 

 

担当者 

担当者 

施タ㛗、主任 

〃 

全 員 

全 員 

全 員 

業 者 

業 者 

業 者 

 

 

 

 

㺪㺽㺎㺷活動、各種⾜事等 

 

 

 

3月 

3月 
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㸦㸳㸧みなとワークアクティ 

㸦就労継続支援B型事業所㸧 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 個別支援(構㐀化)の強化 全職員 構㐀化による支援の実施 

 㸰 
作業等活動内容のぢ直しと周

知 
全職員 広報ㄅ等の改善 

㹁 

人材

育成 

㸯 
㹆㸿㹁㹁㹎㛵㐃研修への参加

とㄆド取得への対応 
全職員 

2020年ㄆド取得に向けた研修受ㅮ 

マニュアルリストアップ、作成 

 

(㸰) 㐠営管理 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 個別支援(構㐀化)の強化 

平成 30年度から時㛫管理のためのスケジュールの⾲示や、作業内容や作業テーブルを示したホ

ワイトボードのタ置を㐍めてきたが、今後も継続的に改善していく必せがある。そのため、平成

31年度も同様に①環境を整える物理的構㐀化、②いつ、どこで、何をいつまでするかなどの時㛫

の構㐀化、③具体的な活動の㐣ごし方、④どぬ化、⑤ルーティンワークを導入し、安心してぢ㏻

しを持って㐣ごせる環境を整える、を㐍めていく。 

 

㹀㸰 作業等活動内容のぢ直しと周知 

平成 30年度に実施した意向ㄪ査で、作業内容や自治活動などホ価が下がった㡯目があった。こ

れらは十分な情報が保ㆤ者等に提供されていないことが原因の㸯つであったと分析した。そのた

め、平成 31 年度は活動のぢ直しを⾜うと同時に、広報ㄅなどで保ㆤ者に十分に活動状況が報告

できるよう、広報ㄅの内容についても改善を㐍める。 

 

 㹁 人材育成 

㹁㸯 㹆㸿㹁㹁㹎ㄆド取得への対応 

  㣗品を扱う事業所は、改正後㣗品⾨生法により㹆㸿㹁㹁㹎に沿った⾨生管理が求められており、

2020年 6月に法律が施⾜され、2021年 6月までに移⾜というスケジュールが示されている。これ

らに対応するため、研修への参加やマニュアルの作成などを平成 31年度からィ画的に⾜う。 
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㸰 事業ィ画 

区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

(1) 㐠営管理 

① 会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域㐃携 

 

 

 

 

 

③職員研修 

 

④健康管理 

 

・業務ㄪ整会㆟ 

・職員会㆟ 

・ケース会㆟ 

・利用決定会㆟ 

 

・㐃絡会 

・施タ㛗会㆟ 

・全施タ㛗会㆟ 

・各委員会 

・三者㐃絡協㆟会 

・就労支援ネットワーク会㆟ 

・ハローワーク事業者会㆟ 

・共同受注会㆟ 

・東社協知的㒊会 

・セルプ協 

・内㒊研修 

・外㒊研修 

・健康デ断 

・検便 

・予㜵接種 

 

毎月 

毎月 

㝶時 

〃 

 

毎日 

毎月 

毎月 

毎月 

年 1回程度 

年 3回程度 

年 2回程度 

年 6回程度 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

年 1回 

毎月 

年 1回 

  

㛵係職員 

全職員 

〃 

施タ㛗 

・サビ管 

全員 

施タ㛗 

施タ㛗 

㛵係職員 

施タ㛗 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

㛵係職員 

〃 

全員 

〃 

全員 

 

毎月第 2水曜日 

毎月第 4水曜日 

モニタリング・個別支援ィ画作成 

区・センター㛗・統括 

 

朝・夕 

毎月第 2・4火曜日 

毎月第 3火曜日 

センター委員会 

区・法人㺃各団体代⾲ 

 

 

 

 

 

 

 

8月㹼9月 

 

11月インフルエンザ 

(2)利用者支援 

① 支援方㔪 

 

 

 

②保ㆤ者との 

㐃携 

 

③ ニーズ把握 

 

 

④ 生産活動支援 

 

⑤ 就労支援 

⑥ 生活支援 

 

⑦ 健康管理 

 

・個別支援ィ画の策定/ホ

価/修正 

・個人㠃ㄯ 

 

・保ㆤ者㐃絡会 

 

・給㣗ヨ㣗会 

・利用者懇ㄯ会 

・自治活動 

・利用者意向ㄪ査 

・各生産活動種目 

・ホ定会㆟ 

・インターンシップ 

・ㄪ理実習 

・レクリエーション活動 

・健康デ断 

 

㏻年 

 

㝶時 

 

年 6回 

 

年 1回 

年 1回 

年 6回 

年 1回 

毎日 

年 2回 

募㞟時 

年 6回 

月 2回 

年 1回 

 

 

 

全員 

 

 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

全員 

〃 

希望者 

全員 

〃 

全員 

 

サビ管 

・担当職員 

サビ管 

・担当職員 

施タ㛗 

㺃主任 

全員 

〃 

〃 

〃 

全員 

〃 

㛵係職員 

〃 

全員 

看ㆤ師 

 

定期 3㺃9月㺃他㝶時 

 

定期 3月・他㝶時 

 

4㺃6㺃9㺃11㺃1㺃3月 

 

11月 

1月 

4㺃6㺃8㺃12㺃1㺃3月 

10月 

受注㺃〇Ⳬ㺃公園清掃・㈍売活動 

工㈤ホ定時 4㺃10月 

港区 

グループ毎 

エアロビクス 

5月 
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区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ⾜事 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 利用相ㄯ 

 

・歯科検デ 

・眼科検デ 

 

・内科検デ 

 

・耳㰯科検デ 

 

・体㔜測定 

・⾑圧測定 

・検便 

・宿泊カ練 

・バス外出 

・新年度㛤始式 

・新年会・成人を祝う会 

・忘年会(自治活動) 

・㺩㺋㺎㺭㺻ぷらざまつり 

・区民まつり 

・㞀害者㐌㛫グ念事業式典 

・実習生受入 

・利用希望者 

年 2回 

年 1回 

 

年 1回 

 

年 2回 

 

毎月 

毎月 

毎月 

年 1回 

年 3回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

㝶時 

㝶時 

全員 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

〃 

対㇟者 

全員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

看ㆤ師 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

〃 

全員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

サビⳢ 

サビⳢ 

6㺃12月 

毎月第 1水曜日 

グループ別 

毎月第 2火曜日 

グループ別 

毎月第 4木曜日 

グループ別 

毎月第 3㔠曜日 

〃 

〇Ⳬ作業従事者 

7月 

5㺃11㺃2月 

4月 

1月 

12月 

10月 

〃 

12月 

特別支援学校等 

港区民 

(3)その他 

① 環境⾨生 

 

 

 

 

 

 

② ボランティア 

③ 学生実習 

 

④ 㜵災 

 

⑤ 広報ㄅ 

⑥ その他 

 

・日常清掃 

・大掃㝖 

・床清掃 

・害生息点検 

・カーペット清掃 

・布団クリーニング 

 

・ボランティア受入 

・介ㆤ等体㦂受入 

 

・㑊㞴カ練 

・安全点検 

・「みなとニュース」発⾜ 

・第三者ホ価受審 

 

毎日 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

 

㝶時 

〃 

 

毎月 

毎月 

年 6回 

㝸年 

 

全員 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員 

 

全員 

〃 

委ク業者 

〃 

〃 

〃 

 

担当 

サビ管 

 

全員 

〃 

担当 

〃 

 

始業時 

12月 

3月 

3月 

3月、更⾰室 

3月・相ㄯ室 

・レクリエーション室 

企業㺃学生㺃一般 

大学㺃短大 

㺃専㛛学校等 

安全委員会 

安全㸲S点検 

奇数月 

区の指示による 
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㸦㸴㸧㞀害者レスパイト事業等 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 

担 

当 
目標値 

㸿 

経営

㈈務 

㸯 利用実績の向上㸦継続㸧 全職員 利用実績 年㛫1600件以上 

㹀 

品㉁ 

㸯 安全・安心な支援提供㸦継続㸧 
主任 

全職員 

① 12回 会㆟の実施 

② 広報ㄅ発刊・年1回懇ㄯ会実施 

③ 毎月の振り㏉り、年4回以上㣭り付け 

㸰 㢳客ニーズの把握と反映㸦継続㸧 主任 利用者意向ㄪ査の結果、満㊊度70㸣以上 

㸱 品㉁マネジメントシステム継続的改善 主任 
内㒊監査による継続的改善 

㹇㹑㹍㸷㸮㸮㸯㸸㸰㸮㸯㸶ㄆド継続 

㹁 

人材

育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 

主任 

教育 

委員 

㸦実施状況㸧 

職員全員が研修に参加 

他施タのぢ学等実施 

㸦㸰㸧㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 利用実績の向上㸦継続㸧 

   昨年度に引き続き、体制の整備と業務効率化を⾜いながら、㐺正な受入判断を検ウする。事業

所内で目標を共有し、㐍捗をㅎりながらより多くの方がご利用できるように努める。また、地域

の社会㈨源として、実績の数を増やすと同時に、より㔜度でㄢ㢟が多いケースの受入もできるよ

うに努める。 

  

㹀 品㉁ 

 㹀㸯 安全・安心な支援提供㸦継続㸧 

安全にご利用いただくために、内㒊コミュニケーションの充実・積極的な情報発信・明るい㞺

囲気づくりを継続する。 

㹀㸰 㢳客ニーズの把握と反映㸦継続㸧 

  利用者・家族のニーズを把握し、施タ㐠営に反映するために、利用者意向ㄪ査・第㸱者ホ価・

家族懇ㄯ会等での意ぢを事業ィ画に挙げて㐺宜㐍捗をㅎる。㸦平成 30年度の意向ㄪ査の結果①ご

本人・ご家族とのコミュニケーションを確実にする、②情報公㛤と明るい㞺囲気づくりを継続す

る、③レクリエーションやミニイベントを企画する㸧 

 㹀㸱 品㉁マネジメントシステム継続的改善 

㹇㹑㹍㸷㸮㸮㸯㸸㸰㸮㸯㸳つ格に㐺合できるように、事業㐠営を⾜う。また、内㒊監査・外㒊

審査を受審し、継続的改善を⾜うことで効果的な品㉁マネジメントシステムの㐠用を確実にする。 

 

 㹁 人材育成 

㹁㸯 職員の㈨㉁向上 

   法人内他施タのベンチマーキングを⾜い、支援の知㆑・スキルの幅を広げる。また、外㒊・内

㒊の研修への積極的な参加を⾜い、引き続き職員の㈨㉁向上を図る。 
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㸰 事業ィ画 

 

 

  

 

 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

 

 

・職員会㆟ 

・業務ㄪ整会㆟ 

 

月1回 

〃 

 

 

 

 

全 員 

〃 

 

 

② 健康管理 ・定期健康検デ 

・生活習慣病検デ 

・㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接種 

・腸内細⳦検査 

年2回 

年1回 

年1回 

毎 月 

 全 員 

指定者 

全 員 

全 員 

 

③ 職員研修 ・内㒊研修 

 各種勉強会 

・外㒊研修 

 区主催・施タぢ学等 

 

㝶 時 

 

㝶 時 

 全員  

 

(2)利用者支援 

・環境整備 

 

 

・床清掃 

・害㥑㝖 

・緊急呼出システム点検 

・㓄水管清掃 

・布団乾燥・消毒 

 

年1回 

㝶 時 

月1回 

年1回 

年1回 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊業者対応 

〃 

㜵災センターによる 

外㒊業者対応 

〃 

(3)㜵災対策 ・センター合同㜵災カ練 

・センター㜵災カ練 

・安全委員会 

・安全・㸲S点検 

年1回 

毎 月 

 

毎 月 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

委 員 

全 員 

 

合同㜵災カ練を含む 

(4)その他 ・ISO9001 㺙㺎㺫㺼㺐㺵㺻㺛 年1回  全 員  
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第㸱 公 益 事 業 施 タ 

㸯 砧地域包括支援センター 

 㸦砧あんしんすこやかセンター㸧 

 

㸯 前年度総括 

平成 31㹼36年度の事業受ク継続に向けて、世田㇂区地域包括支援センター㐠営事業者㑅定に応募し、

㑅定された。 

地域ケア会㆟については、介ㆤ予㜵ケアマネジメントの㉁の向上を目的とした会㆟㸿を 3 事例、  

支援の困㞴な事例等の検ウを⾜う会㆟㹀を3事例㛤催した。㛤催の手法がほぼ確立され、不㊊してい

るアセスメントや地域の共㏻ㄢ㢟を明確にできるようになってきた。 

4 月から在宅療㣴相ㄯ窓口をタ置し、医療や介ㆤの個別相ㄯに応じた。また地区㐃携医事業として

「砧地域 医療と福祉㐃携懇ㄯ会」、「在宅医療ミニㅮ座 在宅介ㆤの実㝿」などを実施した。 

 まちづくりセンター、社会福祉協㆟会との三者㐃携を推㐍し、協働して「きぬた三者㐃携実施ィ画」

を策定し、実施した。その一環として、建替中の大つ模団地である大ⶶ団地住民が自助のために立ち

上げた「大ⶶ住宅の今後をみんなで考える会」、「ひまわり喫茶」の㐠営に協力した。 

 㜵災対策として、地域の㜵災カ練、㜵災塾、研修会に参加したほか、法人内㧗㱋在宅㒊㛛 3事業所

合同で図上カ練を実施した。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 

 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 全職員 会㆟㸿、会㆟㹀を各㸱回㛤催する。 

㸰 
抽出された地域ㄢ㢟に対す

る取り組み 
全職員 

地区版地域ケア会㆟などで抽出された地域ㄢ㢟への対応を

実施し、ホ価する。 

㸱 
機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体

への参画 
担当職員 各会㆟体で、他機㛵と㐃携して地域ㄢ㢟に対応する。 

㸲 
在宅医療・介ㆤ㐃携推㐍の 

取り組み 
担当職員 

①在宅療㣴相ㄯ窓口における相ㄯ対応 

②地区㐃携医事業の企画と実施 

③多職種による医療と介ㆤ・福祉の㐃携推㐍を目的とした

会㆟などの㛤催 

㸳 
地域㈨源、サービスなどの 

情報管理 
全職員 必せ時検索しやすいように管理方法をぢ直す。 

㹁 

人材 

育成 

㸯 
多様な相ㄯや地域ㄢ㢟に 

対応できる人材の育成 
全職員 㸯人㸱回以上の研修参加 

㹃 

その他 

㸯 災害対策 全職員 
①地域の㜵災カ練や会㆟への参加 

②㹀㹁㹎模擬カ練の実施とィ画ぢ直し 

㸰 広報紙の発⾜ 担当職員 企画、発⾜ 
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㸦㸰㸧㐠営管理 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 

  世田㇂区の目指す地域包括ケアシステムの構築に向けて、介ㆤ予㜵ケアマネジメントの㉁の向上

を目的とした会㆟㸿を3事例、支援の困㞴な事例等の検ウを⾜う会㆟㹀を3事例㛤催する。ぢ守り

など地域ㄢ㢟の抽出につながるテーマを含めるようにする。 

㹀㸰 抽出された地域ㄢ㢟に対する取り組み 

  地区版地域ケア会㆟などで抽出されたㄢ㢟について、㛵係機㛵と㐃携して取り組み、年度末に  

ホ価を⾜う。 

㹀㸱 機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体への参画 

地域版地域ケア会㆟・三者㐃携会㆟・きぬた地区社会福祉協㆟会・砧エリア自立支援協㆟会など

の機㛵㛫㐃携や地域㐃携に㛵する会㆟体へ参画し、他機㛵と㐃携して地域ㄢ㢟に対応する。 

㹀㸲 在宅医療・介ㆤ㐃携推㐍の取り組み 

  医療と介ㆤの両方を必せとする状態の㧗㱋者に、包括的かつ継続的な在宅医療・介ㆤを提供でき

る地域づくりのために、以下の取り組みを⾜う。 

  ①在宅療㣴相ㄯ窓口における相ㄯ対応 

   在宅医療・介ㆤ㐃携推㐍担当者を中心に、区民や事業者等からの医療・介ㆤ相ㄯに応じる。 

  ②地区㐃携医事業の企画と実施 

   地区㐃携医と協働し、多職種㐃携推㐍を目的とした会㆟や対応困㞴な事例の検ウなどを⾜う。 

  ③多職種による医療と介ㆤ・福祉の㐃携推㐍を目的とした会㆟などの㛤催 

   医師・歯科医師・⸆剤師などの医療職、ケアマネジャーなどの介ㆤ・福祉職などの㐃携推㐍を

目的とした会㆟を、他機㛵と㐃携して㛤催する。 

㹀㸳 地域㈨源、サービスなどの情報管理 

業務に必せな情報を、どの職員でも検索可能なように、これまで積してきた地域㈨源や介ㆤ、

生活支援サービスなどの情報管理の方法をぢ直し、整理する。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 多様な相ㄯや地域ㄢ㢟に対応できる人材の育成 

  多様化、」㞧化した相ㄯに対応し、また個々の事例から地域ㄢ㢟を抽出して取り組むことができ

る人材を目指し、職員㸯人につき㸱回以上研修参加の機会を作る。研修結果は全職員が共有できる

ようにする。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 災害対策 

①地域の㜵災カ練や会㆟への参加 

   地域の㜵災カ練や会㆟などへ参加し、相互理ゎを深める。 

②㹀㹁㹎模擬カ練の実施とィ画ぢ直し 

 昨年度に引き続き、法人内㧗㱋在宅㒊㛛3事業所合同で図上カ練を実施し、その結果に基づい

て㹀㹁㹎をぢ直す。 

㹃㸰 広報紙の発⾜ 

  砧地域全体で作成していた広報紙が平成 30 年度で廃止になったため、単独で広報紙を発⾜㛤始 

する。内容、回数、㓄布先、活用方法などを検ウし、企画する。 
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㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

㸦㸯㸧㐠営管理 

 ① 会  ㆟ 

 

 

② 職員研修 

 

③ 健康管理 

 

ア 職員会㆟ 

イ 業務ㄪ整会㆟ 

エ ミーティング 

ア 外㒊研修 

イ 内㒊研修 

ア 健康デ断 

 

毎月㸯回 

毎月㸯回 

毎 日 

㝶 時 

㝶 時 

年1回 

  

全職員

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧支援業務 

① 包括的支援 

事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 介ㆤ予㜵ケアマネジメント業務 

  ・ケアマネジメント㸿 

  ・ケアマネジメント㹀 

  ・ケアマネジメント㹁 

イ 総合相ㄯ支援業務 

  ・実態把握 

  ・㣗のアセスメント 

ウ 権利擁ㆤ業務    

  ・特殊ブ欺対策用児童㏻ヰ㘓㡢

機導入支援 

エ 包括的継続的ケアマネジメント

業務 

オ 一般介ㆤ予㜵事業 

  ・いきいきㅮ座 

  ・はつらつ介ㆤ予㜵ㅮ座 

カ ㄆ知症ケアの推㐍 

  ・ㄆ知症サポーター㣴成ㅮ座 

  ・ㄆ知症㧗㱋者の家族の会 

  ・ㄆ知症初期㞟中支援㺟㺎㺯事業 

  ・地区型もの忘れ㺟㺈㺍㺖相ㄯ会 

キ あんしんぢ守り事業 

ク 住宅改修相ㄯ業務 

ケ 福祉用具㉎入・㈚与相ㄯ業務 

コ 介ㆤ保㝤制度に㛵する相ㄯ・ 

申ㄳ受付及び区保健福祉サービ

スの申ㄳ受付業務 

サ 㞀害者、子育て家庭、生活困窮

者等に係る相ㄯ支援業務 

シ 災害対応 

ス 会㆟㛤催業務 

 

㏻ 年 

月125件 

年20件 

年2件 

㏻ 年 

年1100件 

年15件 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

 

㏻年 

年3回 

年21回 

㏻ 年 

年3回 

月1回 

年3名 

年1回 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40名以上 

 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

全職員 

 

全職員 

 

全職員 

担当者 

担当者 

全職員 

担当者 

担当者 

担当者 

担当者

全職員 

全職員

全職員 

全職員 

 

 

全職員 

 

全職員 

 

 

 

※委ク分

を含む 
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 ② 指定介ㆤ予㜵

支援事業 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㸿㸧 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㹀㸧 

  ・その他 

セ 区等が㛤催する会㆟等の出席 

 

ア 介ㆤ予㜵支援 

3事例 

3事例 

㝶 時 

㏻ 年 

 

月80件 

 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

 

全職員 

 

 

 

 

 

※委ク分

を含む 
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㸰 第 一 作 業 所㸦友 愛 書 房㸧 

㸦㌟体㞀害者福祉法第22条の売店㸧 

㸯 前年度総括 

本年度は、㈍売及び売掛等、各月の売上㢠から実㝿の各月の売上にヱ当する 

 分の仕入㢠のみを割り出し、粗利を把握できるシステムが確立してきた。 

引き続き、棚卸後の利益割り出しに努力していく。 

(1)在庫の㏉品作業をできるだけ月末に⾜ってきたが、月刊ㄅ等の発⾜時期にずれが生じて、一

㒊㏉品漏れが生じている。 

(2)仕入価格は細目に渡って管理した。納品価格もそれに伴い変更して利益率を上げる事が多少

ではあるが出来るようになってきた。 

(3)店舗売上に取り組んできたが大きな成果にはつながらなかった。次年度のㄢ㢟として、引き

続き㉎入意欲につながるよう更なる工夫が必せである。 

 

㸰 本年度㔜点事㡯 

㸦1㸧各省庁及びその外㒌団体等の新つ㢳客を獲得し売上につなげていく。 

㸦2㸧書房内で㢳客管理を共有して各自が対応できるようにするとともに、ヰ㢟の書籍の情報とその仕

入れ状況を共有するために毎日報告会等を⾜うようにする。 

㸦3㸧現㔠売上を少しでも伸ばすための新たな取り組みを第一のㄢ㢟として考える。 

 

㸱 売上目標㢠 

平成 30年度 売上予定㢠 67,000,000円 

平成 31年度 売上目標㢠 70,000,000円 
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㸱 砧 介 ㆤ 保 㝤 サ ― ビ ス 

㸦居宅介ㆤ支援事業㸧 

㸯 前年度総括 

平成 30 年度は、地区の事例検ウ会、外㒊研修、地域活動等へ積極的に参加した。これらの活動

をとおして外㒊の介ㆤ支援専㛛員やサービス事業所・医療㛵係者との㢦のぢえる㐃携を強化するこ

とができた。事業所内では、研修報告やケース検ウ会㆟等により情報共有を充実させたが、予定し

ていた職員の㓄置増は職員の㏥職により実現しなかった。 

  

㸰 㔜点事㡯 

（1）方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 

 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

1 
特定事業所加算取得に

向けての対応 

 

全 員 

・人員体制の確立 

・㐌1回の定期会㆟の㛤催 

・24時㛫体制の確保 

・地域包括支援センターとの㐃携 

・㐠営基準減算、特定事業所㞟中減算の管理 

・介ㆤ支援専㛛員実務研修の実習等の協力体制の確保 

㹀 

品㉁ 
1 

介ㆤ保㝤制度内容に即

した対応 
全 員 ・サービス事業所との㐃携 

㹁 

人材

育成 

1 職員教育・研修 
全 員 

ヱ当者 

・新入介ㆤ支援専㛛員の業務習得 

・研修ィ画の策定並びに参加 

 

㸦2㸧㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 特定事業所加算取得に向けての対応 

安定した収益の実現や、良㉁な利用者サービスを継続的に提供するため、引き続き居宅介ㆤ

支援事業「特定事業所加算」の取得を目指す。人員の加算せ件を満たすため、10月を目処に 1

名を増員し、契約利用者数を以下のとおり予定する。 

 

 

 

併せて、以下の特定事業所加算取得せ件を満たす。 

   ア 定例会㆟の㛤催 

㐌 1回の定期会㆟を㛤催し、事業所内での情報共有や困㞴事例の検ウ等を⾜い、㉁            

の向上を目指す。 

イ 24時㛫㐃絡体制の確保 

利用者、家族からの相ㄯをいつでも受けることができるように㐃絡手段を確保する。 

就業時㛫以後の㟁ヰ㐃絡は携帯㟁ヰへ㌿㏦し、必せに応じて利用者や家族等の相ㄯに 

応じる体制を確保する。 

ウ 地域包括支援センターとの㐃携 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

件数 78 78 78 78 78 78 83 88 93 98 103 108 
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地域包括支援センターから支援困㞴者の紹介があった場合は、積極的に受入れ㏿やか 

に対応し支援する。 

エ 㐠営基準減算、特定事業所㞟中減算の管理 

㐠営基準減算、特定事業所㞟中減算の㐺用を受けないよう、業務の実施状況の確ㄆや 

利用事業所の紹介率の監どを毎月⾜う。 

オ 介ㆤ支援専㛛員実務研修の実習等の協力体制の確保 

東京㒔へ実習生受入れの届出を⾜い、介ㆤ支援専㛛員実務研修の科目「ケアマネジメ

ントの基礎技⾡に㛵する実習」等の協力体制を構築する。 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 介ㆤ保㝤制度内容に則した対応 

各サービス事業所との㐃携を実施していく。各事業所へ個別サービスィ画書の提出を依㢗

し利用者への支援内容や方向性を確ㄆし、統一したケアが⾜えるように管理を徹底する。 

 㹁 人材育成 

㹁㸯 職員教育・研修 

昨今、医療・社会福祉事業からケアマネジャーが利用者・家族の求めるニーズに対応でき

る力㔞が不㊊しているとゝわれている現状。2025年を目㏵に構築を目指している地域包括ケ

アシステムでは、真に必せ・不必せなことを判断・実㊶に移すことができるスキルの㧗いケ

アマネジャーが求められていることからも、その育成が地域ニーズに応える社会福祉法人の

役割と考え、未経㦂者等のケアマネジャーを積極的に採用し必せなスキル等を事業所一体で

育成し地域㈉献へとつなげていく。 

平成 31年度に増員を予定している 1名の職員に対して㐺切に㹍㹈㹒を実施し、一㐃の業務

が滞りなくできるように指導・管理を⾜う。併せて、研修の年㛫ィ画を策定し相互に協力し

研修に従事できる体制作りを⾜う。またケアマネジャーが、それぞれに参加している研修で

得た知㆑・情報を有効に所内で周知・研修を⾜う。 

 

㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 実施予定 備  考 

㸦㸯㸧㐠営管理 

 ① 会  ㆟ 

 

② 職員研修 

 ③ 健康管理 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ 定期会㆟ 

 外㒊研修 

 健康デ断 

 

毎 月 

毎 㐌 

㝶 時 

年1回 

 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

職員㛫の情報共有 

 

㸦㸰㸧利用者サービス 

① 居宅介ㆤ支援業務 

 

 

 

② ㄆ定ㄪ査 

③ アンケートㄪ査 

 

ア 居宅サービスィ画の作成 

イ 㠃接 

ウ モニタリング 

エ サービス担当者会㆟・事業者照会 

せ介ㆤㄆ定ㄪ査 

利用者を対㇟としたアンケートの実施 

 

㏻ 年 

毎 月 

毎 月 

㝶 時 

㏻ 年 

年㸯回 

 

 

 


